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第１部：災害メモリアルアクションKOBE2025 活動報告会

開会のあいさつ
○牧企画委員会委員長

皆さん、明けましておめでとうございます。企画委員長を仰せつかっており
ます京都大学防災研究所の牧と申します。
神戸で明けましておめでとうございますというのは、本日よりも、本当は１

月17日に、皆さんにお目にかかっていろんなことを考えるという意味で、明け
ましておめでとうございますという方がふさわしいのではいう気もいたしま
すが、取りあえず１月ですので、明けましておめでとうございます。
それから、この「災害メモリアルアクション KOBE」、本日の第２部で、この30年の議論をさせていただきますけれ

ども、「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」、それからこの前にございました「災害メモリアル KOBE」で大変
御活躍をいただきました小林郁雄先生が、残念ながら昨年お亡くなりになりました。小林先生は、大変このメモリア
ルの活動には御貢献いただきました。この会場で、昨年追悼式典が行われました。まずは御冥福をお祈りしたいと思
います。
この30年という期間をどう考えればいいのか、今朝、こちらに向かう途中で考えておりました。皆さんの年齢から

30引いていただくと、今日ご参加いただいておられる多くの方々はマイナスになるかと思います。私、今57歳ですの
で30を引きますと27歳です。先ほど安富先生にお伺いしていたら、忘れましたけど30幾つ、とおっしゃっておられま
した。皆さんの年から30引いていただいた年というのがこの阪神・淡路大震災が起こった年でございまして、大変長
い時間が経過したと思いますし、その阪神・淡路大震災のことをこの30年間考え続けている、この「メモリアル」と
いう名前のつく活動は大変すばらしいものだと思っております。
この災害メモリアルアクション KOBE において、この10年間何をしようとしてきたのか。震災を体験していない

人が、震災を体験していない人に伝える仕組みをつくり上げるということを、この10年間考えてまいりました。その
背景は御理解いただけると思いますが、震災を体験した人はだんだんと少なくなっていくなかで、震災を体験してい
ない人が、震災を体験していない人に伝えるということが大変重要だろうと思っております。
そして、私たち、まだ年寄りではないですが、この震災を体験した人だけでは考えられない課題があると思ってお

ります。私たち震災を知っている人が考えても、知っていない人が知っていない人に伝えるということがどういうこ
となのかは分かりません。だから、私たちは、今日この後、御発表いただく震災を経験していない人たちと一緒に、
この10年間を考えていきたいと思っております。
本日、前半にパネルディスカッションがございまして、その後、この30年を振り返る時間がございます。その中で

出てくる議論ですが、この20年から30年という長期の語り継ぎをやっていくなかで、気づいたこともございました。
20年から30年という未知の領域で続けてきたということには、大変価値があったと思います。いつも言っていますが、
阪神・淡路大震災に続いて新潟中越地震、東日本大震災、そして能登半島地震が発生し、我々の阪神・淡路大震災の
取組が、いつもフロントランナーということになります。
今日はこの10年間、それからさらに、１年目からの30年間というのも、同時に考えていきたいと思っております。

長丁場にはなりますが、本日よろしくお願いいたします。以上で私の御挨拶とさせていただきます。

災害メモリアルアクションKOBE
ACTION2025

｢KOBEのことば」
日 時：2025年１月11日

開会 午前10時00分

牧紀男委員長
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兵庫県立
舞子高等学校

舞子高校チーム

防災読本・避難所運営マニュアル班

●『防災読本』作成
〇作成の目的
災害への備えや、発災時に役立つ情報を提供し、読
み手がいざという時、自分の命・家族の命を守ること
ができるようになるため。
〇内容
3部構成で、「事前の備え編」「災害発生時編」「避
難所編」からなる。

●『避難所運営マニュアル』作成
〇作成の目的
舞子高校の生徒が避難所運営について知ることで、
災害時に運営の手伝いができるようになるため。
〇内容
次の８項目からなる。
「避難所情報」「避難所での生活」「避難所の衛生管
理について」「避難所での健康管理」「子供・高齢者」
「障害のある人・外国の人」「ペットについて」「過去
の取り組み」

インタビュー班

〇インタビューの動機
舞子高校に着任した先生から被災体験を聞き、そ
の内容を冊子にまとめて伝えることによって、読み
手に震災体験を自分事として捉えてもらうために始
めた。
〇活動内容
新着任の先生方に、「当時のまち・家・先生の心の
様子」「先生の心の支えになったもの・こと」「震災
後先生の中で変わったこと」「生徒・当時の自分へ
のメッセージ」の４つの項目をインタビューしている。
震災を経験していない先生には、ご自身が学生時
代に学ばれたり、震災のお話を聞いたりして対策し
たことや、意識の変化について、お聞きした。
〇活動の改善点
読み手に温かい印象を与えられるよう、冊子のま
とめ方を手書きにこだわった。多くの人に冊子を読
んでもらうために、今年度のインタビュー内容を
データ化し、舞子高校のホームページに掲載する予
定である。

●「防災読本・避難所運営マニュアル班」
今年度の経験を踏まえ、「防災読本」や「避難所運営マニュアル」を、より実践的な内容に修正して改良して
いきたい。

１年生２人、２年生１３人、３年生２人の計17人で、
「防災読本・避難所運営マニュアル班」と「インタ
ビュー班」に分かれて活動している。
舞子高校チームは、舞子高校に着任した先生への
インタビューを行っている。歴代の先輩が行ってきた
インタビュー活動に加えて、昨年度から『防災読本』
の作成にも取り組んでいる。さらに今年度は、『避難
所運営マニュアル』の作成にも挑戦した。また、イン
タビューの内容をより多くの人に報せる工夫もして
いる。

舞子高校チームの紹介

●「インタビュー班」
引き続き、舞子高校に着任された先生方にインタビューを行い、冊子作成に取り組む。震災を経験した先生
が減っていることから、インタビュー対象を地域の人にも広げて震災体験を聞いたり、能登半島地震
の支援活動を経験した生徒に話を聞いたりすることも検討していきたい。

今年度のチーム目標

『 相手の気持ちを考えよう 』
●目標設定の理由（私たちの課題）
防災読本班が昨年度作成した『防災読本mini
（簡易版）』は読み手にとって読みづらい紙面で
あった。インタビュー活動では、一問一答形式に
なってしまい、先生が本当に伝えたかったことを引
き出せていなかった。
●今年度の改善点
『防災読本』に掲載する内容を絞り、大きい文字
で読みやすい紙面を心がける。インタビュアーは
事前準備を徹底し、インタビュー方法を見直した。

今 後 の 展 望

災害メモリアルアクションKOBE2025

インタビューのまとめ方の改良
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改良前 改良後



○舞子高校１ 皆さん、こんにちは。これから舞子高校
チームの発表を始めます。よろしくお願いします。
発表の流れは次のとおりです。
初めに、舞子高校チームの紹介をします。舞子高校
チームは17人で活動をしています。入り口でお配りし
た冊子を作った防災読本班と、先生のインタビューを
行い、その内容をまとめるインタビュー班の２つの班
に分かれて活動を行っています。
次にキックオフ会や中間報告会でいただいた意見に
ついてお話します。
○舞子高校２ まずインタビュー班がいただいた意見で
す。インタビュー内容をまとめた冊子が１冊しかない
ことから、これからを生きる人や次の世代の人たちに、
被災体験インタビューの話を広めることが難しかった
です。
○舞子高校３ 防災読本班では、昨年度校内で配布した
防災読本について、読みにくいという御指摘をキック
オフ会などでいただいたため、今年度はレイアウトに
ついて改良を行いました。本日は、改良したものを入
り口に配布させていただきました。
○舞子高校１ 次に、今年度の目標について発表します。
今年度の目標は、相手の気持ちを考えようです。イ
ンタビューの対象となる先生や防災読本、避難所運営
マニュアルの読み手のことをより一層考えた活動を行
いたいと考え、この目標を掲げました。
最後に今年度の活動報告をします。

○舞子高校２ インタビュー班では次のような活動を行
いました。新着任の先生に行ったインタビューでは、
阪神・淡路大震災の当時の状況や思ったこと、まだ生
まれていなくて阪神・淡路大震災を経験していない先
生には、学生時代に震災の授業で学んだことや思った
ことなどをお聞きしました。そしてインタビュー内容
の工夫とまとめ方の改良、冊子のデータ化をしました。
○舞子高校４ インタビュー内容については、アポ取り
の段階で先生の当時の年齢や居住地について伺い、そ
れぞれに合った質問を考えました。そのことから、イ
ンタビューの際に話を深めることができました。
右下にあるメモは、７月10日に先生へインタビュー
をした際に使ったメモです。事前に質問内容を考える
ことで、当日のインタビューを円滑に進めることがで
きます。
実際にアポを取った際に、震災後、先生が三宮を先
生の御自身のお母様と歩いたことをお聞きしました。
そこからなぜ歩こうと思ったのか、歩いてどう思った
かをインタビューしました。

私はこのお話を聞いて、先生が当時加古川に住んで
いて、被害をあまり受けることはなかったのですが、
兵庫県民として震災を知らないのは駄目だというふう
にお考えになって三宮を歩かれたそうです。私はこの
話を聞いて被害を受けなくてよかったで終わるのでは
なくて、震災を知ろうとする姿勢に、私だったら安心
して終わっていたと思うのですごく勇気のある行動だ
なと思いました。
またインタビュー冊子のまとめ方についても改良を
行いました。先生１人当たりのサイズをＡ４からＡ５
に変更し、まとまり感が出るようにしました。
また、決まった枠組みをなくすことで、書き手が自
由にレイアウトを組み立てられるようになり、自由度
が増し、伝えたいことがより伝えられるようになりま
した。
そのほかに、この冊子のデータ化も行いました。こ
れにより、先生方のお話を広げやすくなりました。
このＱＲコードを読み取るか、舞子高校環境防災科
と検索していただくと、データ化した冊子を御覧いた
だけます。よかったら今、御覧ください。
○舞子高校２ よかったら今、スマホでＱＲコードを読
み込んでいただいて、皆さんに見ていただけたらうれ
しいです。
○舞子高校４ 開いていただいたら、舞子高校の先生に
震災当時の記憶をインタビューという見出しが出てき
ます。
右の写真のようなインタビューを改良後のインタ
ビューをした写真が出てくるので、また見てください。
○舞子高校３ 防災読本班では、昨年度作成した防災読
本の改良を行いました。入り口でお配りしていますの
で、そちらを御覧ください。
まず、防災読本の１ページ目、マイ避難カードのペー
ジがありますが、ここは行間を広くすることで書き込
みやすくなりました。
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また、３ページ目、５ページ目、９ページ目には書
き込めるページを用意しました。これはメモリアルア
クションの活動でいただいた意見を基に作成しまし
た。
入り口でお配りした冊子は、実際の配布するサイズ

よりもちょっと小さくなっていますので、ちょっと書
き込めるか、書き込めないかなと思うかもしれません
が、実際のサイズであれば十分書き込めるサイズはあ
ると思っています。
避難所運営マニュアルも並行して作成しました。こ

ちらも防災読本と同じようなレイアウトになっていま
す。
例えば、５ページ目では熱中症や心のケアについて

取り上げています。こちらのページでは、この紙面に
載せきれなかった情報もあるので、ＱＲコードを用い
てさらに詳細な内容を調べられるようにしています。
また、一番後ろのページ、11ページには石田裕之さ

んや齋藤幸男先生のお話を掲載しています。
○舞子高校１ これで舞子高校の発表を終わります。御
清聴ありがとうございました。

4



5

災害の記憶の風化と報道について考える

はじめに

東日本大震災から13年、震災に対
する報道の在り方について学ぶ最
中で2024年1月1日能登半島地震が
起こった。私たち新聞部はこのよ
うな震災の記憶が風化していくこ
とと報道の関係について考えた。

能登

能登半島地震が起きて2か月後の
2024年3月、新聞部は石川県へ取材
へと出向いた。震源から近い七尾
市などでは建物が全壊していたり、
地盤が隆起していたりと大きな震
災を経験したことがない私たちに
は未曽有の光景であった。

震源から少し離れた金沢では、建
物の全壊はなかったものの建物の
破損や棚のものが散らばったりと
決して被害は小さくなかった

福島での学び

2023年12月から2024年1月にかけて
行われた福島学カレッジに我々新
聞部は参加した。そこで私たちは
「東日本大震災の風化にともなう
報道の変化」というテーマのもと
に東日本大震災について報道する
新聞は発災した2011年から2024年
までの13年間でどのような報道の
変化があったのかを調べた。

↓ 研究を経て

報道の風化は大きく4つの段階に分
けられるということが分かった。

まとめ
・記憶の風化は今も進行しており

私たちが調べた東日本大震災も調

査から風化が進んでいるといえる

・またその一方で風化というもの

が行き着く先は必ずしも悪い方向

とは言えないのではないだろうか

滋賀県立
彦根東高等学校

能登号（1面）

１面では2024年3月、新聞部員が石川
県を訪れた際に⾒た光景を取り上げた。

地震の被害を受けた地域を訪れる中で、
能登半島地震というものがどれほどの
被害をもたらしたのか、そして大きな
震災を経験したことがない自分が震災
の恐ろしさを全く分かっていなかった
ことに気づいた。

災害メモリアルアクションKOBE 2025 2



○彦根東高校１ 滋賀県から参りました彦根東高校新聞
部の小谷、北川です。短い時間ですがよろしくお願い
します。
本日はこのような流れでお話しさせていただきま

す。
能登半島地震について実際に現地へと赴き取材した

ことや、東日本大震災に関して、１年で行ったアクショ
ンについて報告します。
○彦根東高校２ 私たち新聞部は文章をしっかり読み、
読者に深く考えてもらうということを目標にし、震災
報道や鉄道の利用者減少など、社会問題にも切り込ん
でいます。
○彦根東高校１ そんな新聞部のモットーは「やりたい
ことをやる」です。校内だけでの取材にとどまらず、
県内、県外問わず取材してきました。
○彦根東高校２ 新聞部では、福島をつなぐということ
で、2011年東日本大震災が発生した当時の福島県立相
馬高校出版局から「相馬高校新聞」が届いたことをきっ
かけに、発災から現在まで約13年東日本大震災につい
て取り上げた福島号を発行していました。しかし、
2024年の１月１日に能登半島地震が発生しました。そ
こで私たちは、その２か月後の３月に石川県へ取材に
行きました。そして、福島から能登へということで、
能登での取材を取り上げることにしました。
これは実際に去年の９月に発行した能登号の記事で

す。１面では私たちが七尾市、内灘町、金沢市と能登
半島地震で被害があった場所に行き、実際に見た光景
です。石川県内でも地域によって被害の大きさや復興
の進みなどに違いがありました。
○彦根東高校２ ２、３面では、石川県の中でも震源地
に近い七尾市や内灘町でのことを取り上げました。そ
こでは全壊した建物や高く盛り上がった地盤など、地
震によって大きな被害があったことがうかがわれまし
た。
○彦根東高校１ また、現地でお店を営業している人は、
しばらく営業ができないという事態が続いていたそう
です。
○彦根東高校２ ４、５面では金沢市の取材を取り上げ
ました。そこでは金沢市に住まれている方や、そこで
働いておられる方や、観光に来られている方などに取
材をしました。金沢市では、実際に訪れて被害はあま
りなかったように見受けられたんですけど、取材をす
る中で、建物の天井板が落ちたり家の中が散乱したり
と、金沢市でも多くの被害があったことが分かりまし
た。

６面では、地震に対して自分たちにできることを考
え、防災や震災への報道の在り方などについて取り上
げました。
○彦根東高校１ このような活動は高校生だから、もっ
と言えば高校生記者だからできたことです。特に被災
地でのマスコミによる取材は、マスコミ疲れにより断
られることも多いそうですが、高校生が取材してくれ
るのだったらと、ほとんど快諾いただけました。高校
生記者として、私たちのモットー「やりたいことをや
る」が実現でき、震災というものを身近に感じること
ができた１年間でした。
○彦根東高校２ 次に私たちのアクションを１つ紹介し
ます。
アクションの１つは福島学カレッジへの参加です。
震災、特に東日本大震災について、部員４名でおとと
し12月から去年の１月まで、約２か月間研究活動を行
いました。私たちは風化について研究し、年月がたつ
につれて新聞の震災報道の在り方はどのように変化
し、またそこから新聞報道において、風化がどのよう
に見られるかを考察しました。タイトルは「東日本大
震災の風化に伴う報道の変化」とし、研究を続けてき
ました。
○彦根東高校１ 研究発表をした際の実際のスライドの
幾つかで、少し研究内容を説明させていただきます。
研究動機は、メディアは風化にどのように向き合っ
てきたかということについて興味を持ったからであ
り、研究の目的はスライドのとおりです。
○彦根東高校２ また、風化の定義を、人々がその災害
の具体的な被害を忘れていき、もう一度同じような災
害が起こったときに、逃げ遅れが生じるような状態と
いうふうに定義づけしました。
○彦根東高校１ 実際に調査した新聞は、朝日新聞の
2012年から23年の各年12月に発行された新聞です。発
災月の３月ではなく12月としているのは、防災という
意味合いでは特定の月に限らず発信し続けていくこと
が重要であり、また、12月が東日本大震災に関わる記
事の総数が最も少なく、年月がたつことによる新聞報
道における報道の変化が分かりやすく表れていたから
です。
○彦根東高校２ 詳細は省略しますが、このような項目
で実際に対象の全ての記事について内容調査を行いま
した。分かったこととして、１つ目は、例えば発災10
年、右側の矢印です。そういう節目では記事数の増加
が見られず、５年から10年の間に東日本大震災へのメ
ディアの関心が薄れたことが分かりました。また、発
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災５年で東日本大震災に直接関係していない記事が過
半数を上回ったことも分かりました。
○彦根東高校１ ほかにも調査結果はありますが省略し
ます。
そして、結論として、風化には４段階あることが分
かりました。検証はしていませんが、恐らく阪神・淡
路大震災についても同じようなことが起こっていたの
だろうと考えています。私たちは、新聞報道が東日本
大震災の被害をどのように伝えているかに着目しまし
た。スライドのように、風化の第二段階が被害詳細が
報道されなくなり、東日本大震災がどのような震災で
あったか人々が忘れていくという段階です。発災後５
年でこの段階へと移行したことが分かりました。
○彦根東高校２ また、第三段階は東日本大震災に直接
関係していない記事の割合が大きく増えるという段階
です。この段階で復興が一段落し、メディアとしての
被害を伝えていくことへの関心が薄れます。これが約
10年で第三段階へと移行しつつあることが分かりまし
た。
○彦根東高校１ 最後に、ある質問を皆さんに投げかけ
たいと思っています。私たちが研究を進めていく中
で、私たちに尋ねられた質問がありました。それは風
化は進行してはいけないのかという質問でした。
○彦根東高校２ 私たちはこの１年間、メディアとして
風化を防がなければならないという立場に立って活動
を続けてきました。しかし、質問では、大規模な震災
を経験した人々にとって、震災をずっと覚えていくと
いうことは苦しいことなのではないかと尋ねられまし
た。
○彦根東高校１ 実は風化を防がなければならないとい
うのは、被害を受けていない人による勝手な押しつけ
なのかもしれないのです。
○彦根東高校２ 研究をしていく中で、実際は福島で被
害を受けたかなり多くの人が、福島を離れたまま戻っ

てきていないことが分かりました。
○彦根東高校１ 多くの被災者にとって、震災を思い出
すのは苦しいだけなのかもしれません。そして、風化
してもいい、忘れてもいい、この言葉が被災者を悲し
みから救うこともあると思います。
○彦根東高校２ ただ、風化を防ぐということは、もう
一度同じような震災が起こったときに避難を促す役割
があると考えています。
○彦根東高校１ しかし、これは現代の技術があれば、
一般の人々の記憶が風化しても被害は防げると考える
こともできると思います。例えば南海トラフ地震の注
意喚起として、映像シミュレーションを活用した報道
が行われてきました。南海トラフ地震の前例、昭和南
海地震の被害を伝え続け、風化を防いでいくことより
も、現代技術を用いたほうが発災時に避難を促すこと
ができるかもしれません。
○彦根東高校２ このように、あくまで一意見として、
一般の人々にとって、風化の進行は絶対的に悪いこと
ではないと考えられると思うのです。風化については
様々な意見があると思います。私たちもこの問題につ
いては考え続けていきたいと思います。
○彦根東高校１、２ 御清聴ありがとうございました。
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兵庫県立
尼崎小田高等学校

 

        

                            

                                
                                  

                               

               
               
               
         
               
               
               
                
               
        

           
                    

                 

               

                     
                      

                     

                  

                         

                

                             
                              
             

          

                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
              

                    
                    
                     
                    
                     
                    
                    
                    
                    
                    
                     
                    
                    
                    
                    
            

                               
                                

            

                               
                               
                               
                               
               

                     
                          
                                 
                                          
                                         
                         
                      
                                         
          
                                    
         

                                          
                                       
                                     
                                       

                           
           

                  
                            

                    
                             
                                  
                                
                              
                               
                                
                            
                              
       

                                  

                     
             
                       
                      
                     
                      
                     
                      
                     
                     
                    
  

                         
                        
                         
                        
                         
                        
                        
      

                        

                   

       

                             
                                

          
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                

                 
                
               
               
               
               
              
               
                
               
               
               
              
               
                
                
              
               
        

   

市公式YoutubeのURL フレイル予防体操動画

市公式HPのURL フレイル予防体操動画

●つながる防災（11.20）

約200名弱の参加 地域住⺠約60名、看護医療・健康類型生徒
65名、震災・学校支援チーム（EARTH）約35名、主催側25名

担架での搬送訓練 防災クッキング（災害食） 段ボールベッド

AED 救急法 簡易トイレを囲うテント ぺット防災



○尼崎小田高校１ 兵庫県立尼崎小田高校看護医療健康
類型です。よろしくお願いします。
○尼崎小田高校２ 災害時に助けてと言えるように、ふ
だんから顔の見える関係づくりイコール地域コミュニ
ティづくりを実践している取組について報告します。
今年度の活動は大きく分けて、２つあります。第１
にメインの活動である災害時要配慮者の支援について
です。
まずは安心防災手帳の作成です。これは障害を持つ
方、高齢者の方と支援者、そして私たち高校生が話し
合いながら、災害が起こりライフラインが停止したと
仮定し、７日間の生活をしていくために必要な備えを
身体・精神状況と生活状況を考慮し、話し合っていく
というものです。
11月９日に障害を持つ方と、12月19日に高齢者の方
とこのような取組を行いました。この写真は11月９日
に実施したときの写真です。これからそれぞれの声を
報告します。
まずは施設の利用者さんの声です。興味を持ち、新
しい気づきがあったことが分かります。
次に支援者の声です。施設ではなかなか防災・減災
について考える機会がなく、今後支援者としてどのよ
うに取り組むべきか考えるきっかけになった、防災・
減災という観点で備えておられる御家族さんはいない
と思う、大きな課題である、です。
防災・減災に意識的に取り組んでいるNPO法人で
すが、実態はこのように心もとない状況です。なかな
か進んでいないのが実態だと言えます。
最後に私たち高校生の声です。地域コミュニティの
つながりが希薄であり、災害時のことをあんまり考え
られていないことが分かったことです。だからこそ、
このような地道な取組が必要であると切実に思いまし
た。

○尼崎小田高校３ これは12月19日に行われたある自治
会の高齢者向けのイベントです。これらに参加された
方、高齢者の方の声があります。これらの声を聞いて
いると備蓄品の準備が足りていないことが分かりま
す。
このときアンケートも採りましたが、ここに参加さ
れている方全員が65歳以上で、避難行動要支援者名簿
の存在のことを知りませんでした。地道ですがこの活
動を広げていき、浸透させていくことが大切だと考え
ました。
次に、災害時要配慮者の支援、２つ目です。
避難行動要支援者のイ、人工呼吸ユーザーの方、医
療ケア児の支援者の方、難病患者の方にインタビュー
しました。私たちの知らない苦労と災害時の対応につ
いて教えていただきました。
人工呼吸器ユーザーの方、医療的ケア児の支援者の
方は、電源の確保を公助で行ってほしいこと、福祉避
難所への避難ではなく、病院への避難を求められてお
ります。
難病患者の方は自助を徹底的にやっています。私た
ちを遠ざけるのではなく、想像力を発揮して歩み寄っ
てほしいとメッセージをくれました。
私たちはこのことを市民の方、市役所の方に伝えて
いくことが役割だと考えています。
○尼崎小田高校４ 災害時要配慮者支援について、３つ
目です。
昨年度先輩たちが、自閉スペクトラム症のナミちゃ
んの生きづらさとお母さんの苦労、支援の方法につい
て、劇の作成を再考しています。
○尼崎小田高校１ 多くの報道がされているように、能
登半島地震のときも、発達障害を持った人の避難所で
の生きづらさは変わっていません。多くの市民に伝え
ていくことの必要性を感じ、より伝わるように改善を
しているところです。
８月には災害メモリアルアクション KOBE2025 に
集まる大学生や高校生の意見を聞き、その意見を基に
再構成をしています。
今までの５年間、看護医療健康類型では、災害時要
配慮者の方の生きづらさと関わり方の劇を通して訴え
てきました。これらを後輩に引き継ぎ、2025年度には
集大成を作りたいと思っています。
第２の取組として防災・減災文化を地域社会に広げ
ていくことです。「防災・減災意識を日常化・自分事に
していくには」「災害時の要配慮者のことを自分事に
どうしていくのか」というテーマに、１月25日にワー
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クショップを行う予定です。それを残して、全て終わ
りました。
12月の終わりの３日間は小学校に行き、防災出前授

業を行ってきました。防災・減災を楽しく、日常のこ
ととし、特別なものではないと考えてほしいという思
いでイベントを通して、啓発に取り組んできました。
８月２日に行った伊丹イオンモールでの防災・減災

イベントと、11月10日に行ったあまおだ減災フェス、
同時に行った親子防災クッキングの様子の写真と感想
を掲載しています。イオンモールでの防災・減災イベ
ントでは子供たちの喜ぶ姿を見れた一方、間違い探し
や神経衰弱などのゲームの意義が子供たちに伝わって
いないのではないかという反省点が述べられました。
あまおだ減災フェス、同時に開催された親子防災

クッキングでは、災害食は災害食ではないと思うほど
おいしく、子供たちに非常に好評でした。
また、高校生が主体的に地域で防災・減災文化を広

めていることに対してお褒めの言葉をいただきまし
た。
今年で７年目のあまおだ減災フェスは、地域では定

着した行事になっています。
○尼崎小田高校２ 11月22日につながる防災を行いまし
た。
本校が主催となって、兵庫県立大学大学院、尼崎市

防災士会、日本赤十字社兵庫県支部、兵庫県の学校支
援チーム「EARTH」の先生方と一緒に、救命法、AED、
災害食、ペット防災、避難所の開設、ダンボールベッ
ドとトイレの作り方など、各ブースに分かれて学びま
した。多くの生徒がつながることの大切さを感想で書
いていました。
また、参加された「EARTH」の先生方からは、地域

住民がたくさん参加されていることに驚いた、活動を
続けている成果だと感じた、生徒が地域住民との関わ
りに慣れていると感じた、日頃の取組ゆえだと感じた、
高校生が地域の高齢者と話しているのを見て、地域の
防災にとって大切な取組だと感じた、地域力の強さを
感じた、高校生が中心になって自ら行動している姿を
見ることができた、というように、ここ８年間地域コ
ミュニティづくりを頑張ってきた成果が少しずつ形に
なっているなと思いました。
○尼崎小田高校３ これは３校の小学校訪問の出前授業
の感想です。
防災リュックを担当した。終了後に「なぜ必要なの

か」を書いたプリントなどを配れば自宅での防災
リュックの確認を生かすことができたのではないかと

思った、などの感想がありました。
小学生に防災を伝えるということは大変なことです
が、子供たちに伝わってよかったという思いであふれ
ました。
最後に、どこにも災害時要配慮者の中にはペットは
入っていないのですが、私たち飼い主にとってはかけ
がえのないもので、人と変わらず災害時には特別な配
慮が必要な弱者ではあると思いました。だからこそ、
災害時にペットを守るために、飼い主がきちんと災害
時に備えて平素からペットと向き合うことと、訓練を
していくことが大切であるということで、そのことは
声を大にして伝えたいです。
災害時配慮者の支援について詳しく述べてきました
が、能登半島地震においても災害時要配慮者の生きづ
らさは変わっていません。この取組を始めて９年、む
なしい、もうやめよう、進まない、でも看護医療健康
類型だから。そのことはいつも頭の中で回っていま
す。
今年度も行政の隙間を埋めるという取組を地道に
やっていくしかないという思いで取り組んできまし
た。
○尼崎小田高校４ 防災安心手帳の取組の中でさえ、防
災に関心のなかった障害を持つ人が、私たち高校生と
関わったことで、防災手帳を冷蔵庫に貼って保管した
ということを支援者から連絡がありました。微力だが
無力ではないと思いつつ、後輩に引き継ぎます。
以上で報告を終わります。ありがとうございまし
た。
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Produced by 特定非営利活動法人TEAM・あげあげ

【CONCEPT】いつでも・どこでも・だれでも楽しく防災
チーム名の三つのAは (akashi) (association) (age) 明石のyouthが地域防災に取り組むチームを表します。

１．チーム紹介
20２２年５月
明石市内の高校生が幅広く地域
防災の活動に取り組むために自
主的に集合‼
NPO法人TEAM・あげあげの
サポートで学生による地域防災
チームを結成‼
チームの前身めいなん防災ジュ
ニアリーダーMRDPで培った
「地域で繋がる防災」の実践を
開始しました。
現在は３１名(中学生から社会
人まで幅広いユース世代)がメン
バー登録して活動中‼

２．オリジナリティ
Ⅰ 「できることをできる人が
する」自主性重視のチーム

Ⅱ 視点を地域コミュニティに
置いた取組み

Ⅲ 手作り感覚の活動

３．2024年度の主な活動（１２月まで）
〔今年度からの活動指針〕

●各地域にユース世代の育成を提案する。

●阪神・淡路大震災から30年を迎えるにあたって震災の振り返りを通じて

現在の地域の問題と解決に向き合っていただく。

5月 鳥羽まちづくり協議会総会で地域のユース世代育成を提案。

7月 西明石活性化プランワークショップで若い世代の参画を提案。

この月から高齢化の進むマンション・地域の自治会で阪神・淡路大震

災の振り返りと地域の問題と解決に向けた協議に取り組んでいただく。

グループから大学4年の明石市が公募する「市民参画推進委員」に選ば

れる。

8月 「さかな文化祭あかし」への出展を依頼され「魚を使った非常食」開

発の取組みを開始！

10月 連携している明石市・明石市社協・コープこうべから秋以降のイベン

トへの出展依頼を受ける。

12月 明石市立江井島小学校で阪神・淡路大震災から学ぶ「ぼうさい」に

ついて防災学習を実施。

年明け以降も防災訓練、小学校での防災授業などすでに数件の依頼がありました。明石

市内においてはＴＥＡＭ-３Ａはユース世代の地域防災グループとして認知されてきたこ

とを実感します。また、これまで活動の定番であったオリジナルゲーム「あにまるず」

と阪神・淡路大震災から３０年の節目にスタートした「防災とは何か？」という簡単な

ようで一言で答えにくいテーマへの取組みが、これまで関係のあった地域では浸透して

いることも感じる一年でした。

◎2024年のTEAM-3A

◎TEAM-3A From Now

●2013年兵庫県教育委員会の「中高生防災リーダー育成事業」参入により明石南高校に地域

に防災を伝える地域活動チーム「めいなん防災ジュニアリーダーMRDP」がスタートしまし

た。部活動でも生徒会活動でもないごく普通の生徒たちによる手作り感覚の活動はオリジナ

ルの防災ゲーム「あにまるず」を誕生させました。この活動は新聞やテレビでも紹介され地

域に知られるようになりましたが2022年に活動が停止状態になり、学校を離れた在校生と卒

業生による自主活動チームＴＥＡＭ-３Ａが誕生しました。

●2023年から「未来のあかしを担うユース育成」を目標に掲げ2024年にはこれまでのメン

バーのほかに地域の中から自発的に中学生や他明石南高校以外からも加入し、社会人から中

学生まで幅広い年代のチームになりました。この取り組みをさらに地域に広げていきます‼

11.24大蔵中学校区ボランティア交流会防災研修会 12.6江井島小学校防災授業 12.8平和のつどい

明石市が主催するタウンミーティングに積極的に参加 2024年の最大の変化は中学生と明石南高校以外の関係者の参加‼    

地域の力によるユース育成を呼びかけます‼                            両端にいるのがその二人。左：兵庫大学教育学部2年 右：野々池中学校2年

7.27 シャルマンコーポ防災研修会 10.5学生ボランティア集合！ 11.2あかしボランティアフェスタ 11.9和阪小学校区ボランティア交流会防災研修会

上：鳥羽小学校区まちづくり協議会総会で「生まれ育った地域で
頑張ります！」と宣言した中２メンバー。大きな拍手が起こりました。

下：１２月に江井ヶ島小学校で行われた５年生対象の防災授業で
講師を務めた新メンバーの大学生。ちょっと緊張気味でした。

2024年のもう一つのトピックは

TEAM-3Aに刺激された高砂高校の有

志生徒のグループが誕生したことです。

「灯が人を繋ぐ」をテーマで災害時に

も光で安全安心に過ごせるように工夫

した取組みを展開しました。

2024年は能登半島地震と阪神・淡路大震災から30年を活動の内容に置いてメンバーが防災学習の講師を務めました。

定番メニューの「あにまるず」は主にフェスで実施してこれまでと同じように「備え」の大切さを伝えました。

明石市市民参画推進委員

明石市が今年度公募した委員に
TEAM-3Aのメンバー⻄岡ゆき(兵庫
県立大学4年)が選ばれました‼
２年間の任期で明石のまちづくりに
行政とともに取り組んでいきます。

２０２４年からの目標

地域の力でユース育成‼

TEAM-3Aの活動はTEAM・あげあげのホームページで随時
紹介しています。以下のQRコードからご覧ください

TEAM-3A
めいなん防災ジュニアリーダーMRDPからＴＥＡＭ-３Ａまで

2025/3/2

2013 2022 2024

2013年生徒会・ボランティア部員で 2022年現役生と卒業生で活動する 行政・企業などと連携して
防災ジュニアリーダーがスタート。 新しいメンバー登録制グループが誕生！ 地域の未来を担う
次の年地域防災有志のグループが誕生！ 学校という枠にはまらない自主グループ ユース育成プロジェクトを

明石市内でスタート‼



○ TEAM-3A １ 今から、TEAM-3A の発表を行いま
す。兵庫教育大学の平川莉子です。
○ TEAM-3A２ 野々池中学校の奥田彩世です。
○ TEAM-3A ３ 明石南高校２年生、チーム代表の松
岡友菜です。本日はよろしくお願いします。
まず最初に、８月のキックオフ会で見ていただいた

動画をもう一度見ていただこうと思います。
〔映像視聴〕

○ TEAM-3A１ 私からは、めいなん防災ジュニアリー
ダーMRDP から TEAM-3A までの背景を簡単に説明
させていただきたいと思います。
2013年に生徒会やボランティア部員で防災ジュニア

リーダーがスタートされました。次の年、地域の防災
有志のグループが誕生しました。それがめいなん防災
ジュニアリーダーMRDPというものです。
次に2022年に、現役生と卒業生で活動を行う新しい

メンバー登録制グループが誕生しました。学校という
枠にはまらない自主グループです。それが TEAM-
3Aになります。
そして2024年から現在にかけては、行政や企業など

と連携をして行い、地域の未来を担うユース育成のプ
ロジェクトを明石市内でスタートしました。私は
TEAM-3A が結成される前の防災ジュニアリーダー
MRDPから活動を行ってきました。
今から防災ジュニアリーダーに参加した理由や活動

内容について、簡単に御説明させていただきたいと思
います。
まず、私が参加しようと思った理由は、学生が主体

となり地域の方と関わり合う姿や、復興支援のため被
災地を訪れる姿に憧れを抱いたためです。
主な活動内容は、高校１年生の際、復興支援のため

南三陸を訪れました。その際、地震、津波の恐ろしさ
を肌で実感するとともに、災害の経験を継承していく
ことの大切さを改めて実感しました。そして高校２年
生から現在にかけては、高齢者施設で、防災替え歌の
イベントを行ったり、オリジナル防災ゲーム「あにま
るず」の活動を行ったり、様々な活動をしてきました。
これらの経験を得て、私は地域コミュニティの重要

性を知るきっかけとなりました。日常時に情報交換を
行うことで、災害時に迅速な対応ができること、共助
の大切さを学ぶことになりました。今後も地域とのつ
ながりを大切にし、活動の幅を広げていきたいと考え
ています。
○ TEAM-3A ３ 私も同じように、この TEAM-3A に
入ったきっかけなどを話していきたいと思います。

私が入った理由は、学校の部活動の先輩が入ってい
たという簡単な理由でしたが、今ではこの明石市長さ
んからもすごい期待されているこの大きなチームで、
代表としてたくさんの行事を通じて、いろんな方と関
われることが楽しくて今の活動を続けています。
今年もチーム代表として、このチームを大きく成長
させていけるように頑張っていきたいと思います。
○ TEAM-3A ２ 私もこのチームに入った理由を
ちょっと説明します。
幼稚園のときに、防災ジュニアリーダーで明南高校
のお兄さん、お姉さんたちがやっている活動に参加し
て、すごく楽しくて憧れを持って、自分も参加したい
と思ったときに、3Aの活動を知ったので参加するよ
うになりました。
中学生でまだまだ分からないこととかもあるけど、
頑張るので応援よろしくお願いします。
○ TEAM-3A ３ ここからは去年の活動の特徴につい
て、少し紹介させてください。
フェスでは楽しく防災を伝える自助と共助の大切さ
を、私たちのオリジナルゲーム「あにまるず」で伝え
てきました。元日に発生した能登半島地震と、阪神・
淡路大震災から30年をきっかけに、防災研修会や小学
校の防災授業で私たちが講師を務めて、たくさんのイ
ベントをしてきました。
そして、今年度からの活動は今までどおり「いつで
もどこでも誰でも楽しくぼうさい」、できる人が、でき
るときに、できることをモットーに頑張っていきます。
そして活動できるいうユース世代を増やしていくこ
とです。私たちの活動を一緒にできる仲間を増やして
いこう、増やしていきたいなというので、今年も活動
していきます。
その１つとして、高砂高校の有志グループ「ユニデ
ライト」というのが誕生しました。２年前から交流の
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あった高砂高校の有志グループが誕生し、グループ名
はこちらです。活動のコンセプトは、明かりが人をつ
なぐ、大きな地震が起こって停電が続いても安心でき
る、手作りランタンで活動を開始しました。
そして、今年度は私たちのチームでも新しいグッズ
を作っていきたいなと思っています。それでジェン
ダーレスの防災紙芝居に挑戦しようかなと思っていま
す。
視覚障害者や聴覚障害者の人にも対応できる防災紙
芝居を作っていきたいなという考えが出て、そこから
みんなでミーティングを今年は重ねて、作っていきた
いなと思います。
御清聴ありがとうございました。これからも
TEAM-3Aをよろしくお願いいたします。

13



14
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D-PRO135°(明石高専防災団）開発チーム
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今後の活動

新ゲーム「だうでぃ」の完成 「つめつめ」の完成

今まで、数多くの地域のイベントでゲームを体験していただきました。イベ

ントの参加者層は3～10歳程度ですが、幼稚園児には難しいゲームもあり、遊

んでいただけないこともありました。そこで、防災グッズをつりで集め自分だ

けの防災バックを作る、直感的なゲーム「つめつめ」を開発しました。

夏に行った防災イベントでは、すぐ近くに防災グッズの販売スペースがあ

り、“釣ったものの実物をすぐ確認”という流れに持っていくことが出来まし

た。このゲームはまだ実装の経験が浅く、改善も行えていません。今後は広報

に力を入れ、つめつめの経験値を増やしていきます。

だうでぃの地域実装と改善

だうでぃは、今年一年を通して基盤が整いました。神戸新聞社さんにもだう

でぃを取り上げていただき、認知度が少しずつ高まっています。来年度はだう

でぃの展開をより活発に行っていきます。つめつめの対象年齢は、これまで参

加したイベントの参加者層と一致するので、経験を積みやすいゲームです。ま

ずは存在を知ってもらうことを第一に活動します。

2023年4月から始まった、防災版人狼ゲームの企画。昨年度は、防災の組み込

み方を考えながらルールの土台を作りました。また、対象年齢を同世代に絞る

と方針を定め、冬にこのゲームを”災害疑雨(だうでぃ) -doubting disasters-

”と命名しました。2024春はカード版、夏はアプリ版の初版が完成し、メモリ

アルアクションのキックオフ会より校外展開を始めました。その後、知り合い

やメモリアルアクションで繋がりのある高校を中心に展開を進めていきまし

た。地域連携チームが展開を通して集まった感想やフィードバックを開発チー

ムに報告し、アプリ版の改善やカード版第2版の製作を行いました。

体験していただく中で、初期に多くあったフィードバックはゲームそのも

のに関するものでした。例えば、理解に時間がかかる・カードが読みにくい

などです。そのため、はじめのころは防災意識の変化や学んだことを聞く段

階に進めませんでした。ゲーム説明方法やデザイン変更を通して、ゲームの

不備に気を取られず、そして防災に自然と意識が向くよう改善しました。

体験した人からは、「防災のゲームと聞いたので乗り気でなかったが、防

災の要素を除いても魅力があるほど、ゲームそのものが面白かった。」「遊

べば遊ぶほど防災グッズが暗記レベルで覚えられる。」「友達だけでなく家

族でも遊びたいが、このルールでは少し難しい」などの声をいただきまし

た。何回でもやりたいと思える・遊んだ後に防災について考えてもらえる

ゲームとなれるよう、改善を進めます。

開発班

新しいことへの挑戦がメインの一年でした。

様々なゲームが生み出されてきましたが、ゲー

ムはあくまで手段に過ぎず、一番大切なことは

「このゲームが、遊んだ人の意識をどう変化さ

せたか」です。作って終わりではなく、継続し

て活動を行い、ゲームの効果を知ることが来年

度の目標です。目的を忘れず、今後も開発と改

善を進めます。
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明石高専防災団D-PRO135°地域連携チーム2025/1/11

NHK会長賞 QRコード付き



○明石高専１ 明石高専防災団 D-PRO135°開発チー
ムの西田です。よろしくお願いいたします。
明石高専 D-PRO135°には主に大きく分けて２つ
の活動があるのですが、まず１つが防災ゲームの作成、
こちらは開発チームが担当しています。
そして、作成した防災ゲームを用いて地域に広めた
り、地域の中学校などを訪問して防災講義を行ったり
するのが、後に発表する地域連携チームとなります。
今年度 D-PRO135°の全体のテーマとして「本当
の意味での全世代を目指す」というのをテーマとして
設定しました。
私たちは活動10周年目を迎えて、今までも全世代に
対応しているというのをアピール・ポイントとしてき
ましたが、今年は特に今までカバーできていなかった
世代に着目して活動していくということにしました。
昨年度から部員の中で、校外に出て幼稚園や高齢者
の方に活動を行っているけれども、D-PRO の部員で
はないクラスメイトとかには何も活動を行えていない
のではないかという声が出て、じゃあ今年は高校生に
防災を広げていこうということになりました。
今年度の活動は大きく分けて２つありました。まず
は、昨年度の４月から開発を始めている「だうでぃ」
の活動です。こちらは高校生をテーマに人狼ゲームと
防災を組み合わせてゲームを作りました。今年度、地
域実装を開始して改善版も作りました。
そしてこちらは、幼児世代に向けた「つめつめ」と
いうゲームです。中間報告会でも少し報告しました
が、こちらも地域実装を少しずつ始めています。
今日の最終報告会では、私たちの今年度の一番のメ
インの活動であった「だうでぃ」について説明しよう
と思います。
まず４月から中間報告会をまとめると、４月にカー
ド版が完成して、夏頃アプリ版も完成しました。そち
らをメモリアルアクションや明石高専内で展開し、そ
れ以降も舞子高校などにも体験していただきました。
そして、改善点があったので、これから改善してい
きますというのが中間報告会までの話です。
また、高専防災・減災コンテストという高専生が地
域の課題を見つけて解決するために活動するというコ
ンテストがあるのですが、そちらも書類審査が通過し
たので、引き続き活動するという報告もしました。
次に制作についてです。
私たちの「だうでぃ」の一番の目的は、防災を知ら
ない、防災にふだん興味を持たない高校生が遊んで、
防災について考えるきっかけをつくるというのが一番

の目標でした。しかし、それ以前の問題としてカード
が読みにくい、少しカードに今っぽさがないとか、ゲー
ムそのものに支障があるような問題点がフィードバッ
クで幾つか出てきました。
そこで、こちら開発チームは文字を分かりやすくし、
アイテムカードに名前を入れ、役職カードを変えると
いった小さな改善点ですが、そちらを作っていきまし
た。
まずはイラストに文字を入れ、全員がこのカードは
これであると認知できるようにすること、そして、少
し分かりにくいかもしれませんが、上のほうに書いて
ある文字を見やすくすること、そして、色を変えたり
して、どんな色が必須なカードであるのかを分かるよ
うにするといった改善を始めました。
そして、カードそのもののデザインも、さらにクオ
リティーを上げて、高校生が遊びたいと思えるような
デザインに変えました。
また、中間報告会以降も認知度の向上に努めました。
２つあります。高専防災・減災コンテストの最終審査
会と、神戸新聞社さんからの取材がありました。
12月に行われた高専防災・減災コンテストでは、私
たちの今年度の地域に「だうでぃ」を広める活動で、
ＮＨＫ会長賞を受賞することができました。
この機会を通じて、全国の高専生に「だうでぃ」を
知っていただくことができて、高専防災・減災コンテ
ストの前泊などで、５回もゲームしていただいた高専
もありました。
そして、こちら神戸新聞では、アプリ版のＱＲコー
ドをつけていただいたので、そこから１週間くらいは
一気にアクセス数が増えたので、そこからフィード
バックもいただくことができました。
ということで、今後の「だうでぃ」の重要にすべき
点についてお話します。
私たちの一番初めの目的は、防災意識の変化という
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ふうに先ほどお話ししましたが、今年度はそこに行く
までにいろいろ弊害があったので、なかなか防災意識
の変化について考えていただくことができなかったと
いうことが今年度の問題点でした。なので、来年度か
らはゲーム後にどんな会話をしてくれるのか、ゲーム
内にちりばめられた防災要素は本当に効果があるの
か、防災について調べたり考えたりするきっかけに
なっているのかといった、一番の目的が達成できてい
るのかを中心に来年度は活動していきたいと思いま
す。
そして継続性、私たちが知らないところで誰かが遊

んでいるという目標を達成できるかということをテー
マに、来年度は活動していきたいと思います。
今後の予定、来年度の目標です。
まず１つは、ゲームの改良です。引き続きフィード

バックをたくさんいただきたいと思っているので、
ゲームの改良に努めていきたいと思います。
また、私たちのふだんの参加するイベントは、子供

を対象にしたイベントが多いので、自分たちで高校生
が集まるイベントを開催するとか、参加して、自分た
ちから能動的に「だうでぃ」を広めていきたいと考え
ています。
また、フィードバックでは、もう少し役職とかに種

類があるほうが、何回もやりたいという気持ちになれ
るといった声や、家族でもこの「だうでぃ」で遊びた
いので、子供も分かるようなライト版も作っていただ
きたいという声がありました。
高校生に広めるには、高校生だけが分かるような複

雑なゲームではなく、高校生とその家族も遊べるよう

な「だうでぃ」にしていくことが、今後の課題だと思
います。
来年度は作って終わりではなく、「だうでぃ」の効果
を中心に調べるような１年にしていきたいと思ってい
ます。
御清聴ありがとうございました。
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今年度の振り返りと今後の活動

地域のイベントへの参加

今年度も多くの防災イベントへ参加し、「楽しい防災」をテーマに防災ゲーム

や講義を通して幅広い世代に防災を広める活動を行いました。

今年度の防災イベントでは、 代表的なD-PRO135°のオリジナルゲーム「

RESQ」、2022年度より展開を始めた「TRY!」、今年度開発した「つめつめ」

「だうでぃ」など、それぞれの参加者層や目的に合わせて、これまで開発した

ゲームを使い分けることが出来ました。

12月は、尼崎小田高校主催のイベントへの参加のお誘いをいただき、ゲーム

を参加者や主催者に体験していただけました。

地域の学校などへの防災授業

今年度も兵庫県内の中学校で防災授業を行いました。継続的な依頼をいただ

いている中学校では、生徒が毎年違う授業を受けられるよう工夫しました。

今年度は、新たに幼稚園での授業も行いました。現在所属しているメンバー

にとっては初の試みでしたが、紙芝居や新聞紙を用いたスリッパ作り、段ボー

ルで作るキャタピラー体験など、幼稚園児が楽しく学べる工夫を行いました。

また、親子向けのイベントでも防災講義をさせていただきました。親も子も

聞いて学びになる内容を考え、誰もが楽しめる講義を目指してお話しました。

今後は中学校以外への働きかけも活発に行っていきたいです。

「逃げ地図」でのワークショップ

活動初期によく行っていた「逃げ地図」のワークショップ。11月に顧問の

本塚先生が講義を行ったことで、メンバー内で逃げ地図への関心が高まりま

した。現在、洲本市生涯学習課と協力し、逃げ地図を利用した防災講義の準

備を進めています。逃げ地図のご依頼をいただけるよう、存在と魅力を広め

ていきたいと考えています。

現在も、多くの防災講義と防災イベントの参加

の依頼が届いています。日々活動内容やゲームが

増えているD-PRO135°。講義・イベントごとに対

象者のことをよく調べ、それぞれに最も適した防

災ゲーム・講義を提供できるよう努めます。

今年度は、D-PRO全体として「本当の意味での全世代」を目指して活動しま

した。新たに始めた活動を来年度以降に繋げていくために、広報や後輩への引

継ぎに力をいれていきます。

また、メモリアルアクションで出会った尼崎小田高校と防災イベントを通し

て繋がることが出来ました。今後、防災に携わる者同士の関係も大切にし、共

同で何かに取り組むなど活動の可能性を広げたいと考えています。

今とりくんでること

月までの依頼内容
まとめや振り返り

国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°(明石高専防災団）地域連携チーム

R6年度D-PRO135°テーマ

1

明石高専防災団D-PRO135°地域連携チーム2025/1/11

「本当の意味での全世代を目指す」



○明石高専２ 今から明石高専防災団 D-PRO135°地
域連携チームの久保田が発表します。よろしくお願い
します。
私たちは開発班同様、「本当の意味での全世代を目

指す」というテーマで活動を行いました。これまでも
全世代を対象にした防災を広げることをモットーに活
動していましたが、カバーできていたようでできてい
なかった世代がありました。
そこで、今年度はよりそれぞれの世代に対応した防

災ゲームや防災交流を開くことで、よりそれぞれの世
代が防災を学べるように活動をしました。
こちらが今年度の主な活動内容になります。
まずは地域のイベントへの参加です。芦屋市で行わ

れた55フェスタについてです。これは７歳と４歳など
兄弟姉妹の子に参加していただきました。しかし幼稚
園ぐらいの子にはゲームが難しく、弟、妹は待つだけ
という状況になってしまいました。
私たちは小さな子から年配の方までをモットーに活

動を行っているため、このイベントでも全世代を対象
にしたゲームを行ったのですが、参加できない人もい
ました。全世代対応ゲームといっても抜け穴がありま
す。その抜け穴を埋めないと本当の全世代とは言えな
いため、その世代をターゲットに新たなゲームを作り
ました。
その１つが「つめつめ」というゲームになります。

こちらの写真にあるような釣りですね。防災と釣りを
掛け合わせたゲームを明石ビブレで行いました。これ
はシンプルな遊びになっていて、子供でも分かりやす
いゲームになっています。
また、この遊んでいる場所の近くに、防災リュック

の中身、ハザードマップなど、防災に関する資料を展
示しており、遊び終わった子供たちやその家族が一緒
にそれらを見て話し合っていました。
これは小さい子供が防災に興味を持てるだけでな

く、それぞれの家の防災について考えるきっかけにな
れるゲームになりました。
また、過去に行っていた「逃げ地図」という活動も

再開しました。「逃げ地図」は避難所までどれぐらい
離れているか、色で確認できるという活動です。「逃
げ地図」は実際にその地域の地図を使用するため、避
難経路について実際に歩いて確認できるようになって
います。実際に動くことでイメージがしやすく、記憶
に残りやすいイベントになっています。これは私たち
が過去によく行っていたため、今までを振り返るきっ
かけになりました。

続いて、地域イベントに参加、「あまおだ ふゆまつ
り」についてです。こちらでは高校生を対象にした「だ
うでぃ」というゲームを体験してもらいました。高校
生を対象にしているイベントや講義はあまりなく、最
初は明石高専生にゲームの意見や感想を聞いていまし
た。しかし、よりよいゲームにするために、ほかの学
校でも開催することで、新たな意見を取り入れること
ができました。これらを生かしてゲームを改善し、ま
た新たな場所にこのゲームを広めたいです。
続いて、防災講義についてです。今までの防災講義
でよくあった中学校、小学校などの継続依頼への対応
を行いました。また、今までの資料を使い回すのでは
なく、そのときの時期や時事ニュースを加えた内容を
加え、新たな講義を行いました。
また、幼稚園でも防災講義を行いました。防災に関
わる紙芝居を作成し、紙芝居の中に出てきた新聞紙の
スリッパを作る体験をしてもらいました。しかし、ス
リッパを折るのは難しく、先生方が折って渡すといっ
た形になってしまいました。スリッパを作ったという
記憶は残りますが、作り方は覚えていないという状況
になってしまいました。もう少し簡単で、実用的なも
のを折ることを改善点として挙げました。
また、段ボールキャタピラーで避難所の退屈や運動
不足解消方法を楽しく学び、大変な状況になってもで
きることがある、私たちにしかできないこともあると
感じてもらえるような講義にしました。
続いて、１月から３月の活動の一覧です。
今までの全世代対応ゲームではなく、今後は新たに
幼稚園ぐらいの子を対象にした「つめつめ」というゲー
ムを使用し、活動を広げていきます。
来年度に向けてです。今年度は対応できていなかっ
た２つの世代について、新たに防災の講義やゲームを
考え実施しました。それらを次世代へと共有しつつ、
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今まで続けてきたものも続けられるように、しっかり
引き継ぎをします。
また、今年度行った初の試みは、継続するだけでは
なく、徐々に改善することでよりよいゲームにしてい
きます。
また、全世代が対応していない、まだ対応できてい
ない世代もあると思うので、そこの世代にも対応した
ゲームを新たに考案できたらなと思っています。
以上で発表を終わります。御清聴ありがとうござい
ました。
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神戸学院大学
現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ

災害メモリアルアクションKOBE 2025

能登半島地震調査・最終発表

神⼾学院⼤学 / 現代社会学部 / 社会防災学科 / 安富ゼミ

------------Member-------------

教授 安富 信

3年 中井亜胡 東実穏 植村佳奈

宮本優斗 安富大貴 加賀山潤

北添 凌駕 大角悠真 福本颯多

大塚陽仁 岡﨑陸央

〒 650-8586 兵庫県神⼾市中央区港島1-1-3 �078-974-1551ポートアイランドキャンパス

危機管理・初期対応

復旧・復興

 ⾏政（災害対策本部）
• 地域防災計画＋自主防災組織の在り方

→公助に偏らないために、自助を進めていく

市⺠が⾃⽴することが初期対応

住⺠（仮設住宅に住む⽅）
• 高齢者の多い過疎地域＝コミュニティの重要性

→自助・共助だけでなく、公助も必要だ

「⾏政が応えてくれないので寂しく感じる。（聞き取り調査）」

意⾒のすれ違い

 ⾏政の⼈⼿不⾜
• 復旧に対しての市役所内の⼈員が⾜りず、被災者への

充分な支援が⾏き渡らない。

• また、各自治体から支援に出せる人材も多くはないため、

全国での公務員不⾜が露になった。

受け入れ側の問題
• そもそも⽀援者の宿泊施設が不⾜しているため、

支援者用の宿泊施設を準備するところからだった。
マンパワー

不⾜



○神戸学院大学１ ただいまより安富ゼミの発表を始め
させていただきます。
まず、私たち初期対応・危機管理班から発表させて
いただきます。
○神戸学院大学２ １月１日に発生した能登半島地震に
際して、私たちは現地で二度ボランティア活動を行い、
輪島市の市役所と仮設住宅でお話をお伺いしました。
輪島市の市役所と仮設住宅の意見で見えてきた課題と
して、行政と市民のすれ違いが顕著であるように感じ
ました。
今回は、その双方の意見をまとめ、具体的な解決策
を考えました。市役所と市民のすれ違いに関して、ま
ずそれぞれの意見から、お互いに行き違いが起こって
いる点を探していきました。
○神戸学院大学３ 市役所は市民が自立することが初期
対応だと考えていました。災害対策本部は意思決定を
し、市や市長のフォローをしないといけない。今回の
失敗、市民が抱えている問題といたしましては、公助
に偏りすぎていた点です。
また、やらなければいけないことが多く、市民に手
が回らなかった点、地域コミュニティが漁師と農家で
仲間分けされているため、不仲だと考えられていまし
た。
そして、市役所側が考える今後に関して、市民が自
立できるようにすることと、人員とリソースの分担で
す。
○神戸学院大学４ 次に、市民の方からの意見です。ま
ず、行政からのフォローが手薄いという意見をいただ
きました。特に輪島は備蓄が少なくて、初日は何も食
べられなかったという意見が多くて、それでも近隣の
方とみんなで協力し合って、途中から来たボランティ
アの方からのアドバイスも積極的に取り入れること
で、何とか避難所の運営を行ったという意見をいただ

きました。
次に市役所の上の方に、現在の避難所の状況を見て
いただきたいという思いがあるらしいんですけれど
も、なかなか手が回らないのか、市役所の上の方が来
てくださらないという意見もありました。
さらに、輪島の市役所の方は閉鎖的で部外者の方を
嫌っているという意見も多くありまして、それで
ちょっと確執があるかなと私は感じました。
また、行政の方が答えてくれなくて寂しいという意
見がありました。一例としては、輪島の方とかは、一
家に１台じゃなくて、１人１台車を持っている方がた
くさんいらっしゃるそうなんですけれども、駐車場の
場所を空けてほしいと行政の方に言ってもなかなか意
見を聞いてくれなくて、私たちの意見が、もしかして
文句みたいな感じで受け取られてるんじゃないかなと
感じている、という意見をいただきました。
そこから「両者の想い」ですけども、行政の方たち
としては自分たちで自立してもらって、自分たちでで
きることは全て自分たちでやってほしい、そしたら私
たちはもっと復旧のほうに手を回せるから、そうなっ
てほしいというふうに感じているそうなんですけど
も、市民の方としてはもっと行政と一緒にコミュニ
ケーションを取って、みんなでもっとよくしていきた
いと考えている。そういういわゆる両者の確執があっ
て、なかなかうまく行かない。お互いにあの人たちは
閉鎖的だと考えていて、いわゆる村社会だとお互いが
思っていることで、うまくかみ合わないという問題が
輪島で今起こっております。それが軋轢を生んでいる
のではないかなと私たちは考えました。
課題と必要なことといたしましては、まずそういう
確執というものを取り除くために、市民と行政の方で
積極的なコミュニケーションを取る場が必要だと考え
ます。ですけれども、市役所の方もやっぱり復旧のほ
うで手いっぱいで、なかなかそういう機会をつくるこ
とが難しいと思いますので、まずは復旧のほうをしっ
かりと行っていって、復興に関しては、例えば長田の
事例にあるように、市民と行政の方で積極的に意見を
ぶつけ合うことで、よりよい復興ができると私は習い
ましたので、そういう場を設ける必要があると思いま
す。
けれども、深刻な人手不足で、輪島とかに支援に来
ていただける市役所の方、職員の方がいらっしゃらな
いので、そういう問題を解決することが大事かなと思
います。
○神戸学院大学１ 続いて復旧・復興班について、お伝
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えします。
当時の復旧の段階では、初期の復旧はもう全然役場

が機能していなくて、進んでいないとお話を聞きまし
た。
何で機能していないのかというと、やることが多過

ぎるというのが１つありました。何でやることが多過
ぎるのかといったら、人手が足りない。僕らが現地
行ったときも人が街中にいないし、話を聞きに行った
ときも人が全然いないなという印象がありました。
支援者として入ってくる支援職員がすごく少ない。

まず公務員自体がとにかく減っているらしく、プラス
で周りの自治体もなかなか人を出すことができないと
いうのはありました。人がまずいないので力不足なの
が現状です。
次に、受入れ側の問題なんですけど、まず受け入れ

ようと考えていても、受け入れる人たちを泊める、受
け入れる場所がないのです。そのために、支援職員専
用に仮設住宅を造っています。また、珠洲市からト
レーラーハウスを持ってくるなどして対策をしていま
す。これらを備えるだけでも、およそ1,000万円ぐら
いのお金がかかってしまいます。
次に、人口についてなんですけど、2040年までには

8,700人ぐらいになる、推計で高齢化率が57％ぐらい
になるというのが現状です。2040年の90歳以上の人口
は10％です。今回の地震の発生を考慮していないのか
なと思いました。2040年の90歳以上の割合は増えてい
るのかもしれないと書いているんですけど、実際増え
ると僕は思っています。
○神戸学院大学２ 次に、港について話していきます。
まず復旧の段階では、国の制度を使いながら復旧を

していくとなっております。しかしながら、国の災害
復旧制度というのは３年をめどに復旧していくという
ことになっております。
ただし、自分が話を聞いたところ、恐らく３年では

復旧もできないということでした。これは能登の事業
者だけでは回らないということです。
次に、公費解体について説明していきます。公費解

体が進んでいない。まだ倒れていたりとかそういった
ところ、輪島塗りのところがやっと解体されるように
なってきたとか、そういうニュースがあったと思いま
す。公費解体のためには所有者の人たち全員が判子を
つく必要があるのですが、それは勝手に人の財産を
取ってはいけないということが根本にあるのです。こ
れが向こうの場合、空き家とかも結構増えているとい
うこともあって、相続がされていないとか、お父さん

のところ、おじいちゃんであったりとか、さらに遡っ
て多くの人の判子が必要になってくる。そのために公
費解体が進まないという原因もあります。
また、先祖代々持っているとか、周りの人が持って
いるという可能性もあるため、そういった事実確認を
進めていくということが、先ほどおっしゃいましたマ
ンパワーが不足しているというところで、進まない原
因になっています。
つまり、いろんな問題が結構重なっている結果、公
費解体が遅れているということになっております。
○神戸学院大学１ 最後に、復興に向けてということで
すが、これは基本的に目の前に起きている問題に対し
てどうにかしてくれという言葉が、市民側からは聞こ
えてきました。
また、実際に復旧・復興のための会議というものが
あったらしいのですが、未来志向を持っていた人から
すると、基本的に目の前に対しての問題を解決してく
れということが不満だったと思われております。
ただ、現状はとにかく目の前の問題に対してやって
いこうということが、形として動き出すということが
今の現状となっております。
以上で安富ゼミの発表を終わります。御清聴ありが
とうございました。
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神戸学院大学
クローズアップ社会研究会

編集・発行
クローズアップ
研究会

新・全力！

学院タイムズ

再び社会に「なぜ」を問いかける

2025年
(令和7年)
1月発行

特
別
号

メモアク2025年の選挙と防災

特別号 新 ・ 全 力 ！ 学 院 タ イ ム ズ

クローズアップ

社会研究会
クローズアップ社会研究会とは？

クロ社研ことクローズアップ社会研究会とは、
顧問の安富信教授・局長の小林春奈をはじめとし、
活動している団体だ。政治や防災といった時事問題
に対して「なぜ？」という疑問を持ち、研究を行い、
世の中に発信をしている。現在は4年生2名、3年生5
名、2年生2名、1年生3名の計12名で活動している。
去年のメモアクでは「山火事」という一味違った

研究を行ったが、今回は再び「選挙と防災」に着目
して研究を行った。

再び「選挙と防災」をテーマにした理由

令和6年能登半島地震が発生
＋

2024年度東京都知事選が行われる

再び「選挙と防災」に興味を持つ

公約調査

アンケート調査

インタビュー

比較・考察

新聞発行

メモアク2025での軌跡
公約調査

政見放送や選挙公報を用いて
調査した。
アンケート調査

投票を行くにあたってどのよ
うな点を重視するか調査した。
インタビュー調査

神戸学院大学社会防災学科の
教授陣にインタビューをした。

「選挙と防災」における目的
目的は候補者と投票者のギャップ

について調べることだ。

方法は以下の通りだ。

候補者視点の考え…選挙公約にて

投票者視点の考え…インタビュー、

アンケートにて

今回の研究テーマ

選挙と防災



○神戸学院大学４、５ こんにちは。今からクローズ
アップ社会研究会の最終発表を始めます。発表を担当
する小林と名越です。よろしくお願いします。
○神戸学院大学４ 最終発表の流れです。
これまでの振り返り、アンケート調査の結果、文献

調査の結果、インタビュー調査の結果、まとめの順に
発表いたします。
今回の研究テーマは選挙と防災です。候補者と投票

者のギャップについて、今回調査しました。
調査方法は主に３点です。１つ目はアンケート調

査、２つ目はインタビュー調査、３点目は文献調査に
なります。
まず初めにアンケート調査です。アンケート対象は

神戸学院大学現代社会学部の学生を中心に、様々な
方々に御協力いただきました。
アンケート結果に移ります。あなたが最も重視して

いる政策は、という問いに対して、最も回答が多かっ
たのが経済・財政政策でした。防災を最も重要視する
という学生の回答は25.8％でした。
次に、２番目に重視する政策はという問いに対して

は社会保障が挙げられました。
最後に、３番目に重視する政策は防災が挙がりまし

た。
このアンケート結果から、防災を最も重視している

学生は25.8％であり、７項目のうち２番目に重視され
ているということが分かりました。
現代社会学部ということもあり、日頃から防災を学

習している学生が多いことから、防災を意識している
学生が多いのではないかと推察しました。防災以外の
項目では、経済と社会保障が重視されているというこ
とも分かりました。
次に選挙公約についてです。兵庫県知事選挙の選挙

公報、政見放送を見て、１つ目、選挙の立候補者が何
人か、２つ目、公約に防災を掲げている候補者が何人
かということを調べました。
候補者ごとの防災政策についてです。2024年では７

人中５人が、2021年には５人中１人が公約に防災を掲
げていました。
2024年の公約には災害強化対策や、阪神・淡路大震

災30年を意識しての対策が主に公約として挙げられま
した。この選挙公約から、2021年のときよりも防災を
掲げている候補者が増加していること、つまり防災が
意識されてきているということが分かります。
投票者、候補者ともに防災意識が高まってきている

ことも読み取れます。能登半島地震や南海トラフ地震

臨時情報があったからではないかと推察しました。ま
た、30年前に阪神・淡路大震災が起きているという地
域特性も影響しているのではないかと思います。
○神戸学院大学５ 次は、インタビューを通して見えて
きた候補者とのギャップについて、話していきます。
まず質問内容なんですけど、前回中間発表のときに
指摘を受けたので変更しまして、教授の専門分野を交
えた現状の防災の課題とその課題に対してあればよい
と思う政策について、社会防災学科の教授６名にお聞
きしました。
挙げられた課題はこのようになっています。地域の
高齢化やコミュニティの希薄化、避難所の質の問題、
支援の偏りや伝えた教訓が生かされていないといった
課題が挙げられました。
そして、これらの課題に対して提案された政策や解
決策について見ていきます。
コミュニティの希薄化に対しては、住民一人一人が
地域の一員だと自覚してコミュニティを維持していく
ことが必要だという意見が出た一方で、行政のほうか
ら多世代の関わりの場を設けたり、自治体でのデジタ
ル面でのサポートを行ったりといったことをしていく
べきだという意見が出ました。
また、避難所のバリアフリー化や防潮堤の設置と
いった政策案も出されました。
そして、前回の能登半島地震での対応を見て、伝え
た教訓が生かされていないといった意見が出て、それ
らの課題に対しては防災人材の育成や、公的でない記
録も含めた震災の記録を残していくことが必要ではな
いかという意見がありました。
それで、教授からインタビューで意見を聞いたとこ
ろ、大体ソフト対策の意見が多めであった印象です。
これらは、教授の出した政策案と兵庫県知事選の５
者の公約を比較したものになります。防潮堤の設置で
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あったり、避難所のバリアフリー化、防災教育や災害
に強い地域づくりなど、共通しているワードが多いこ
とが見てとれます。
また、選挙公報の公約を見てみると、複合災害の対
策であったり津波・高潮への対策など、全体的にハー
ド対策が多いことが分かります。
まとめです。こうした政策に共通点も見られる中
で、候補者の公約はハード対策が多いことが、教授か
らはソフト対策の意見が多いことが分かりました。こ
うしたことから候補者のハード対策だけではなく、そ
れにソフトの要素を反映させていって、両立させてい
く必要があると考えました。
そして、今回最後に成果物として、調査内容を詳し
く載せた新聞を発行しております。先ほどお配りした
ものになりますので、ぜひ御覧ください。
以上でクローズアップ社会研究会の発表を終わりま
す。御清聴ありがとうございました。
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 SS fGraduate School and Faculty of Societal Safety Sciences

阪神・淡路⼤震災の教訓は⽣かされているのか︖

保田 香音 Kanon YASUDA / 関⻄⼤学 3回生
篠原 まどか Madoka SHINOHARA / 関⻄⼤学 3回生

松本 庄平 Shohei MATSUMOTO/ 関⻄⼤学 3回生

背景・目的 データ

結論

令和6年能登半島地震では，関連死による犠牲者が270名を
超えた．その要因の一つとして，被災者が生活拠点を迅速に確
保できなかったり，住み慣れない地域での拠点確保を余儀なく
されたことが挙げられる．
また，東日本大震災の福島県では原発事故の影響により，生

活拠点の確保が困難となり，これが災害関連死の増加に繋がっ
たと考えられる．

1. （１）申し⽴てられていない災害関連死が存在する可能性があるこ
と，（２）半年が経過しても⽣活拠点が安定しなかったこと，移動
してしばらく問題が起きなかったからと言って，油断してはいけな
いこと，（３）⼀⾒すると健康に⾒える⽅が、喪失感を伴う経験に
より⽣きる気⼒を失い⾃死に⾄った事例から、被災者の悲しみが⻑
期的に継続することを踏まえた⼼理的⽀援が重要であること，が分
かった．

2. 阪神・淡路⼤震災では，これらの問題がどのように認識され，どの
ような教訓が導出されたのか．誰がその教訓を使い，東日本大震災
における福島県や能登半島地震の犠牲がどれだけ軽減されたのか，
さらに分析を進めたい．

図１ 関連死等の申⽴書

東日本大震災における福島県の災害関連死の実態

82

結果

• 死亡届出数の超過は発災から6ヶ月間に集中している
• 公表されている直接死と関連死の数だけでは，死亡届出数の
超過を説明できない．申⽴られていない関連死か︖

図2

図3 • 6ヶ月以上経過後に亡くなられた方々の拠点数は，それ未満
の方々よりも平均で３カ所多い

本研究では，⼈⼝統計データや災害関連死申⽴書を⽤い，
福島県における災害関連死の実態を分析した．具体的には，
以下の３点に焦点を当てた．
（１）申し⽴てられていない災害関連死の把握
（２）生活拠点の数と滞在期間（分析対象︓楢葉町）
（３）関連死における自死 （分析対象︓楢葉町）
災害関連死が社会的に初めて注目された阪神・淡路⼤震災

から30年が経過した．その後も繰り返されている現実を踏ま
え，当時の教訓は生かされているかを検証する．

• 6ヶ月以上経過してから亡くなられた方々の１カ所あたりの

滞在日数は91.9⽇と⻑い。

図4 • 死亡直前の⾝体は健康的だった．住み慣れた町からの離別や
配偶者との死別，被災した⾃宅の目撃などの影響を受け，発
災から1年以上経過後に死亡に⾄った．

手法

I. 福島県の市町村
別・月別死亡届出数
(2006-2015)

II. 楢葉町災害弔慰⾦
支給審査委員会に提
出された関連死等の
申⽴書

申し⽴てられていない災害関連死

1.2006年3月~2011年2月の発災前平均死亡届出数を算出
2.発災前平均死亡届出数から超過した2011年の死亡届出数を算出
3.超過分と震災を原因とした死亡届出数の差が申し⽴てられていない関連死
であると推定

生活拠点の数と滞在期間

1.各事例の⽣活拠点数とそこに滞在した⽇数を⽤いて，生活拠点数と生活拠
点1つあたりの滞在日数の平均をそれぞれ算出

2.６ヶ⽉以前で死亡した事例と６ヶ⽉以降に死亡した事例の違いを分析
災害関連死における自死

1.死亡原因が⾃死の事例（４件/176件）について，「本人を取り巻く生活環
境の変化」「それによる心身機能の脆弱化・喪失・発病」を時系列で整理

2.被災者が死亡するまでに経験した出来事を分析

図2 東日本大震災後の福島県内８市町村における月別超過志望届出数

図3 ⽣活拠点の数と１カ所あたりの滞在⽇数（東⽇本⼤震災時の楢葉町の関連死163事例）

図4 ⾃死による災害関連死と認定された事例の時系列（東⽇本⼤震災時の楢葉町の4事例）

残り22事例は分析中

関西大学
社会安全学部 奥村研究室

1

東日本大震災における福島県の災害関連死の実態
あ

An Analysis of Disaster-Related Deaths in Fukushima Prefecture 
During the Great East Japan Earthquake

関⻄⼤学 社会安全学部 3回生 保田 香音

篠原 まどか

松本 庄平

阪神・淡路大震災の教訓は⽣かされているのか︖



○関西大学１ 関西大学社会安全学部奥村研究室の保田
香音です。よろしくお願いいたします。
私たち奥村ゼミは、災害関連死における阪神・淡路
大震災の教訓は生かされているのか検証すべく、東日
本大震災における福島県の災害関連死の実態を調査し
ました。
背景です。令和６年能登半島地震では、災害関連死
による犠牲者が270名を超えました。その要因の１つ
として、被災者が生活拠点を迅速に確保できなかった
こと、住み慣れない地域での拠点確保を余儀なくされ
たことが挙げられます。
東日本大震災でも同様に多数の災害関連死が発生し
ました。特に福島県の関連死は、原発事故の現況によ
り生活拠点の確保が困難となり、災害関連死の増加に
つながったと考えられています。
災害関連死が社会的に初めて注目された阪神・淡路
大震災から30年が経過しました。このように、この後
も繰り返されている現状を踏まえ、当時の教訓は生か
されているのかを検証するために、今回は福島県にお
ける関連死の実態を分析しました。
本研究では、楢葉町災害弔慰金支給審査委員会に提
出された関連死などの申立書を分析に用いました。
この申立書には、図に示したような氏名、死亡の原
因、死亡日、死亡場所、既往症、経過などの内容が記
載されています。黒塗りになっている部分はあります
が、氏名以外は全て分析に用いました。
まずは、申し立てられていない災害関連死の手法に
ついてです。福島県における2011年の死亡届出数と震
災前５年間の年間平均死亡届出数を比較しました。
2011年から１年間に提出された死亡届出数と、震災
前５年間の年間平均死亡届出数との差を算出します。
差である超過分から、直接死、関連死を除いた死亡
届出数が、震災前５年間の年間平均死亡届出数よりも

多ければ、申し立てられていない災害関連死の存在が
明らかになると考えました。
次に、生活拠点の数と滞在期間についてです。
申立書のうち、６か月未満で亡くなった人と、６か
月以降で亡くなった人に分類し、１件ごとに生活拠点
の数と生活拠点１つ当たりの滞在日数を算出し、それ
ぞれの平均を出しました。
最後に、災害関連死における自死の手法についてで
す。
まず、申立書のうち、自殺に該当するものを抽出し
ました。その後、被災者本人を取り巻く環境の変化、
それによる心身機能の脆弱化・喪失・発病を時系列で
整理しました。整理したものを用いて、被災者が死亡
するまでに経験したイベントを分析しました。
結果です。まずは申し立てられていない災害関連死
についてです。
この折れ線グラフは、市町村ごとの2011年と発災前
の死亡届出数の差を表したグラフです。2011年の死亡
届出数から、発災前の死亡届出数の平均を差し引いた
値を示しています。
グラフの中にある赤い基準線は発災前と、2011年の
死亡届出数の差が０である場合を示しています。この
線上にある月は、発災前と平均して死亡届出数に変化
がないと言えます。
このグラフから2011年の死亡届出数は、発災以降３
か月ほどは平均並みに戻らないことが分かります。ま
た、死亡届出数の超過は６か月間に集中しており、11
月から２月にかけては死亡届出数が平年比で減少して
います。
右上の棒グラフは、福島県全域で2011年の死亡届出
数と発災前の年間平均死亡届出数を2011年３月から
2012年３月までの１年間で比較したものです。
2011年の超過死亡届出数は4,682件でした。直接死、
関連死を加味しても1,600件以上の増加が見込めます。
この増加分には、災害関連死として死亡認定されてい
ない死亡者が含まれる可能性があると考えています。
次に、生活拠点の数と滞在期間についての結果です。
拠点数に関して、発災から６か月以降に亡くなった
方の拠点数は、それ以前に亡くなった方よりも平均で
３か所多いです。このことから、半年経過しても拠点
を転々とせざるを得なかった実態が判明しました。ま
た、長期にわたって日常に戻れなかったことが考えら
れます。
１か所当たりの滞在日数に関しては、発災から６か
月以降に亡くなった方は91.9日と長いことから、１か
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所当たりの生活が長くなっても、生活拠点が安定しな
い実態が明らかになりました。また、移動して短期間
で問題が起きなかったからといって、油断はできない
ことが分かります。
発災から６か月以降に亡くなった人は、６か月未満

に亡くなった方に比べ、約７倍長く１つの拠点にとど
まっていることが分かりました。
最後に、災害関連死における自死に関する結果です。
楢葉町の分析を行った結果、死亡直前の身体は健康

的、住み慣れた町からの離別、配偶者との死別、被災
した自宅の目撃、発災１年以上経過後に死亡という特
徴が見られました。
これらの特徴から、身体は健康だが、喪失感を伴う

イベントを経験し、悲しみを抱えながら生きる気力を
失い自死されたこと、被災者の悲しみが長期間継続す
ることを踏まえた心理的支援の重要性が示唆されま
す。
結論です。申し立てられていない災害関連死は存在

する可能性が示唆されました。
生活拠点の数と滞在期間については、１つの生活拠

点に長くとどまることができると、長い間生存できる
可能性があると考えられます。
災害関連死における自死については、一見すると健

康に見えても、喪失感を伴う経験をし、生きる気力を
失い自死されたこと、被災者の悲しみは長期的に継続
することを踏まえた心理的支援の重要性が示唆されま
す。
今後の課題はこちらです。
申し立てられていない災害関連死について、今回の

研究では、死亡届出数のみに焦点を当てました。今後
は、転入・転出者数なども考慮して分析を行いたいと
考えています。
生活拠点の数と滞在期間に関して、今回は生活拠点
の数と生活拠点一つ当たりの滞在日数の視点から分析
しました。今後は分析視点を増やして、さらに詳しく
楢葉町の災害関連死の特徴を明らかにしたいと考えて
います。
災害関連死における自死について、今回は楢葉町の
事例で分析を行いました。今後はほかの都道府県や、
ほかの災害の事例での研究を行い、地域ごとの違いに
も注目していきたいと思います。
最後に、今回の研究結果と阪神・淡路大震災の教訓
についてです。
阪神・淡路大震災では、これらの問題がどのように
認識され、どのような教訓が得られたのか、そして誰
がその教訓を使い、東日本大震災における福島県や能
登半島地震の犠牲をどれだけ軽減されたのか、さらに
分析を進めたいと考えています。
参考文献はこちらです。
御清聴ありがとうございました。
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兵庫県立大学
学生災害復興支援団体 LAN

災害メモリアルアクションKOBE

東北地方太平洋沖地震・令和６年能登半島地震

〜２つの地震から⾒えた復興の共通点と違い〜
兵庫県立大学学生災害復興支援団体LAN 北川凌雅 芦田悠真 島田都羽

LANと福島
• NPO法人野馬土のコミュニティカフェの建
設支援から福島での復興支援活動が開始

• 春と夏にメンバーを派遣し、様々な活動を
行う
①現地の方からお話を聞く
②東日本大震災関連施設訪問
③農業体験

LANと能登
• LAN主導で能登での活動は行っていないも
のの、メンバーが様々な形で支援を行う
①倒壊した家屋の片付け・掃除
②物資の運搬・陳列
③足湯ボランティア
④輪島塗の整理
⑤津波被害の側溝の掃除

※④⑤は減災復興政策研究科主導の派遣

福島と能登の共通点 

被災状況 

• 津波による被害

•  被災状況の中途半端に酷いところのみ報道さ
れる 

→本当に酷いところはマスコミも入れない 

復興 

• 復興に時間がかかる（ただし条件は違う） 

→福島…原発事故による帰還困難区域の制定 

能登…半島（陸の孤島）のため支援が困難 

• 復興過程で何も生まれていない
• 人口流出が避けられない

福島と能登の違い
被災状況
• 発災時期：福島…平日、能登…元日
• 国際支援の有無
→福島…在日米軍の「トモダチ作戦」が有名
能登…現地の状況から国際支援を断る

復興
• 復興を阻む大きな壁
→福島…原発事故の影響で支援できない
能登…ボランティアが入らない（県が断る）

・ボランティアの可能性は無限大 ・条件は違えど復興に大きな壁

・日頃からの信頼関係、心の繋がりが大切 ・地域の中心となるリーダーの存在

↓

・復興過程で新たに生まれるものは何かないか？ ・人口流出を食い止めるには？

・⾏政と住⺠のすれ違いにどう対応していくか？

LANと被災地との関わり 福島と能登の比較

今後の復興に向けて

まとめ

⾏政と住⺠

住⺠→行政への

要望の展開

普段からの関わり

地域のリーダー

地域の特性を

生かした復興

日頃からの

心の繋がり

ボランティア

復興のお手伝い

⻑期にわたる

関わり

私たち

SNSを活用した

発信

防災啓発活動

残る課題

LANと福島

・NPO法人野馬土のコミュニティカフェの建設支援

から福島での復興支援活動が開始

・春と夏にメンバーを派遣し、様々な活動を行う

①現地の方からお話を聞く

②東日本大震災関連施設訪問

③農業体験
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○兵庫県立大学１ これから、兵庫県立大学 LAN の発
表を始めたいと思います。発表は、北川と芦田と島田
で行います。よろしくお願いします。
まず、本日の発表内容についてですが、今回のこの

メモリアルでのテーマが能登と福島を比較していろい
ろ考察してみようということなのですが、それに先立
ちまして、初めに LAN について簡単に紹介した後、
去年の９月15日と16日に行った福島派遣について、活
動報告をさせていただきたいと思っています。
能登での活動に関しては、前回の中間報告にて発表

させていただきましたので、割愛します。その後に２
つを比較、考察、そこから考える復興について、そし
て LANで出た意見について発表します。
「LANって知らん？」ということで、LANについて
は去年８月のときの発表で、LANの歴史であったり、
ふだんの活動とかをお話しさせていただいたので、簡
単にここで説明させていただきます。東日本大震災を
機に発足した団体で、当時つながった福島県のNPO
法人野馬土さんと、その団体の代表を務めている農家
の方なんですが、代表の三浦さんと今も関わりがある
ため、現在でも毎年１回か２回程度交流しているとい
う感じです。
ほかには兵庫県立大学の減災復興政策研究科であっ

たり、他大学の大学生と交流をして、ボランティアに
行ったりもしています。
福島派遣では農業支援をしたり、お祭りを開催した

り、現地の視察をしたりしています。今年は１日目に
三浦さんの説明を受けながら、原発の 20キロ圏内の
視察をして、相馬市、南相馬市、双葉町ら辺を車で回
りました。
東日本大震災のときに津波で浸水した地域や、放射

線のお話とか、当時のお話を聞いたり、そこから行政
とどんなやり取りをして、どんなふうに農業を立て直
していったかというお話を伺いました。
この前にある左の写真がそのときの写真で、何億円

か忘れてしまったんですけれど、このお米の乾燥機の
横で、これはこういうふうに行政職員とやり取りをし
て予算をつけてもらって購入したんだという三浦さん
のお話を聞きました。
ほかにも最近住民の憩いの場としてつくられた新し

い仮設の神社みたいなもののお話であったり、太陽光
発電で企業に対して電気を売ってお金をもうけている
というお話も伺いました。
２日目は三浦さんが運営している綿花栽培のお手伝

いをさせていただきました。助成金であったり、予算

をつけてもらって購入した新型の農耕機械であった
り、ラジコンの操作体験もさせていただきました。
能登についてはこちらのスライドを作成したのです
が、時間の都合上省略させていただきます。
○兵庫県立大学２ 続きまして、福島と能登に行った際
に感じた共通点と違いについて、発表させていただき
たいと思います。
まず、共通点についてです。被災状況としては地震
だけではなく津波による被害があったというところで
す。
また、被災状況について、言い方は悪いかもしれな
いですけど、中途半端にひどいところのみ報道される
ということで、本当にひどいところはマスコミも入れ
なかったり、言い方は悪いかもしれないですけど写真
映えするような建物が、能登とかでもビルが倒れて家
が下敷きになっているところの報道が結構多かったと
思うんですけど、そういうところがよく報道されてし
まって、本当の裏側が報道されないという問題点が
あったりします。
また、復興に時間がかかるというところで、条件は
違うんですが、福島に関しては原発による帰宅困難区
域の設定や、能登は半島のため陸の孤島と化してしま
い支援が困難だったというところがあります。
また、人口が流出してしまって、お年寄りだけが残っ
て、それによる復興過程で何も生まれないというとこ
ろがあります。
また、違いとしては、発災時期、曜日が全然違った
というところです。福島は平日に発生したものの、能
登は元日に発生したため、帰省されている方が多く、
行政としても思っていた状況とは違うというところが
ありました。
また、国際支援の有無に関してです。福島、主にこ
ちら、在日米軍による「トモダチ作戦」は仙台空港な

30



どが有名ですが、全世界から国際支援を受け入れまし
た。ただ、能登に関しては、現地の状況、行く交通手
段がないというところから、国際支援を断ったという
ところがあります。
また、復興に関しては、復興を阻む大きな壁として
は先ほど申し上げたとおり原発による事故や、能登に
関してはボランティアが入らない、これは県が来ない
でくれと言って断ったことによって、ボランティアが
入らないというところがありました。
○兵庫県立大学３ それでは、今まで挙げてきたことか
ら、今後の復興について４つの点からお話しさせてい
ただきたいと思います。
まず１つ目が、地域のリーダーということで、被災
地でのリーダーの存在というのは、その地域のことを
よく知っているため、地域の特性を生かした復興がで
きるということと、ボランティアもお話を伺いながら
支援ができる、内部と外部の両方から、そのつながり
を持てる存在ということで、とても重要であると考え
ています。
そのため、日頃からの心のつながりが大切というこ
とで、地域のお祭りなどのイベントを通じた交流が大
切なのと、その地域のリーダーの存在がかえって浮か
ないようにしていくというのも大事ではないかなと考
えました。
また、復興はボランティア中心でやるものではない
ため、その地域住民の復興のお手伝いとボランティア
は定義づけられるべきではないかなと考えています。
２つ目に行政と住民の関係について、お話しさせて
いただきたいと思います。
時々挙げられるのが、行政と住民のすれ違いという
ことです。行政側としては住民の意見を聞きたいんで
すけど、住民からすると行政が意見を聞いてくれない
という感じで、すれ違いが起きてしまうという現状に
なっています。
この原因が、ふだんから行政と住民の双方の関わり
があるかないかの違いかなと考えておりまして、これ
がお互いの信頼関係につながってくるのではないかな
と考えています。
ですが、それを阻む壁としては、行政側として意見
を聞く場を設置するにも、行政は平日の昼間に主に活
動されているんですけど、住民はそこが一番忙しい時
間ということで、その時間のマッチがなかなか合わな
いのかなと感じました。また、目安箱を通じて、直接
会わずとも意見を聞くにも、記名するのか、記名しな
いのか、この匿名性の違いがあるし、行政からすると

個人一人一人の意見を聞いていくと、今度は平等性が
求められるという点もすごい難しい点なのかなと感じ
ました。
住民の中には、行政に要望を出すのが得意な人もい
るんですけど、これについては地域差があるというの
も知っておくべきかなと感じました。その点で大事な
のは、行政職員の方も１人の被災者なので、その認識
は忘れちゃいけないと感じました。
３つ目として挙げられるのが、ボランティアの存在
です。ボランティアの有無は、発災直後だけじゃなく、
その後の復興にも大きく関わってくるということで、
ボランティアの存在はすごい重要なんですけど、ボラ
ンティアを断ることの必要性ということで、先ほども
お話があったように能登半島地震の際には、最初ボラ
ンティアを断っていたというお話があったんです。発
災直後はボランティアの人命を考えたときにも、最善
の選択だったかもしれないのですが、ファーストペン
ギンを潰してはならないということで、第一に積極的
に行動する人の機会を潰してしまうと、後ろに続いて
いく人もいなくなってしまうのではないかなという懸
念もあります。
そのため、ボランティアがどこまで介入するかの難
しさが挙げられまして、被災者の方自身でできること
は被災者の方にやってもらって、ボランティアはボラ
ンティアでできることをやるという、この分担が大事
なのかなと考えています。
最後４つ目に挙げられるのが、私たちにできること
です。さっきボランティアの活動も挙げさせてもらっ
たんですけど、ボランティアの活動だけじゃなく、で
きることをこのスライドでは２つ挙げさせてもらって
います。
１つ目が SNS での発信ということで、これは現在
の情報技術の発展ならではということで、現地で活動
したことや感じたこととか現状を多くの人に知っても
らうことで、時間的な制約があんまりない大学生など
におすすめなのではないかなと考えています。
SNS で発信することは不謹慎かどうかというのは、
プライバシーの問題とか、被災地は見せ物ではありま
せんよという難しいラインではあるんですけど、現状
を発信して多くの人に関心を持ってもらうということ
が何より重要じゃないかなと考えています。
２つ目が防災啓発活動です。日頃からの防災意識を
高めるために必要で、これは大学生だけじゃなくて、
より多くの人に実施してもらって、それをさらに広め
てもらえたらなと考えています。
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今度のスライドには挙げてないんですけど、現地に
行って何か購買活動とか行うだけでも、その地域の地
域経済を発展させるという意味ではすごい重要なので
はないかなと考えています。
まとめということなんですけど、条件は違えど復興

に大きな壁があったということ、そして日頃からの信
頼関係、心のつながりが大切だということ、地域の中
心となるリーダーの存在が大切であるということ、ボ
ランティアの可能性は無限大であるということ、私た
ちはこれからも自分たちでできることを探してみよう
と考えています。
そして残る課題としては、復興過程で新たに生まれ

る何か副産物のようなものはないのかというのと、人
口流出という、震災と複合的に関わってくるこの課題
についてどう関わっていくのか。あと行政と住民の意
見の相違をなくすためにはどうすればいいのかという
のを、これからも念頭に置いて活動していきたいと思
います。
以上で、私たち LANの発表を終わります。
御清聴ありがとうございました。
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【コーディネーター】
●京都大学防災研究所 教授 牧 紀男さん
●明石工業高等専門学校 准教授 本塚 智貴さん
【グラフィックファシリテーター】
●大阪防災プロジェクト 共同代表 多田 裕亮さん
●山越 香恋さん
【パネリスト】
●兵庫県立舞子高等学校 勝部 太智さん
●滋賀県立彦根東高等学校 北川 空虎さん
● TEAM-3A 松岡 友菜さん
●明石工業高等専門学校
D-PRO135°地域連携チーム 西浦 航生さん
●神戸学院大学 クローズアップ社会研究会

藤原 勝利さん

○司会 それではパネルディスカッションを始めさせて
いただきます。
今回のパネルディスカッションのテーマは、「『伝え
る』ことから生み出した『新芽』～聴く、創る、報せ
るという観点から～」です。
災害メモリアルアクション KOBE の10年の活動で
は、震災21年から30年という長期の震災経験の継承・
語り継ぎの在り方について考えてきました。
活動の中から様々な新しい試み「新芽」が生まれて
きました。最後の数年間考えてきた、聴く・創る・報
せるという観点から、災害が頻発し、南海トラフ地震
の発生が懸念される中で、災害の経験を伝えること、
さらに被害を減らすための対策へとつなげる方法につ
いて、参加団体の学生とともに考えたいと思います。
ここでパネルディスカッションの出演者を御紹介い
たします。
コーディネーターの災害メモリアルアクション
KOBE 企画委員会、牧委員長と明石工業高等専門学
校、本塚准教授です。
続きまして、パネリストの兵庫県立舞子高等学校の
勝部太智さん、滋賀県立彦根東高等学校の北川空虎さ
ん、TEAM-3Aの松岡友菜さん、明石工業高等専門学
校 D-PRO135°地域連携チームの西浦航生さん、神
戸学院大学クローズアップ社会研究会の藤原勝利さん
です。
そして本日、グラフィックファシリテーションをし
ていただく大阪防災プロジェクト共同代表の多田さ
ん、それから山越さんです。
ではここで、山越様、グラフィックファシリテーショ
ンについて、一言御説明をお願いいたします。

○山越さん 本日は様々な方がここにいらっしゃいまし
て、文字や映像といった形でも記録を残していただい
ているかと思うんですけれども、この場で話されたこ
とのニュアンスでしたり、雰囲気でしたり、文字や映
像だけでは残せないようなエネルギーなどもグラ
フィックファシリテーションという形で絵とイラスト
で、残させていただければと思っております。よろし
くお願いいたします。

○司会 それではここからの進行は、コーディネーター
の牧委員長にお願いしたいと思います。よろしくお願
いいたします。

○牧コーディネーター それではパネルディスカッショ
ンに移りたいと思います。
今年度は、最後の10年目ということで、これでおし
まいですので、私が本日、このパネルディスカッショ
ンのコーディネーターを務めさせていただくのと、本
来は人と防災未来研究センターの研究員さんがするは
ずでしたが、急遽欠席ということで、１人だけでは心
細いので明石高専の本塚先生に御参加をいただくこと
になりました。
３回ほど質問をさせていただこうと思いますけど
も、まずは先ほどから御説明がありました「聴く、創
る、報せる」という観点から、本日皆さんから御報告
をいただいたんですけども、その中でもう少し聞いて
みたいなということについて、先に私のほうから聞か
せていただいて、もし本塚さん、もうちょっと聞きた
いということがあれば補足でと思います。
順番は舞子から順番に行きますので、まず舞子高校
のお名前が勝部さん。今日、「聴く」お話、新たに先生
にインタビューするときに先生の素性を調べ上げて、
しっかり聴こうという新しい取組をされたり、それか
ら「創る」ということでは、私どもも今日いただきま
したけど、大変分かりやすい資料を作られたり、それ
から今まではインタビュー結果、型にはめて作ってい
た。それを自由にすることで、もっとポイントが伝え
られやすくなったという、この「聴く・創る」につい
ては大変よく分かったんですけども、この「報せる」
ということで、今回ＱＲコードも教えていただきまし
た。それ以外に何か生徒に報せるために、こういうこ
とを工夫しましたとか、こういう取組をしましたとい
うのがあれば、補足で教えていただけたらと思います
が、いかがでしょうか。

○勝部さん 僕のほうからは「報せる」ということで、
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今回のメモリアルアクションの発表を、学校に持ち
帰って、学校の追悼行事で分科会という形で発表させ
ていただいていて、その発表の中で、今回のことだっ
たり、メモリアルアクションでやっていることという
のを共有、舞子高校の生徒の普通科の生徒だったり、
ほかの学年の生徒に報告するということを「報せる」
という面で取り組んでいます。以上です。
○牧コーディネーター ありがとうございます。本塚先
生、何か追加で聞きたいことありますか。
○本塚コーディネーター 勝部くんは今、２年生。
○勝部さん ３年生です。
○本塚コーディネーター ３年生。舞子高校の環境防災
科、もう大分歴史が積み重なってきたと思うんですけ
ど、勝部くんにとって舞子高校で防災を学ぶというこ
とはどういうことで、３年間やってみて、何か感じた
こととかあれば追加でお願いしたいです。
○勝部さん ちょっとそれてしまうかもしれないんです
けど、昨年度に能登半島地震があったんですけど、東
日本大震災であったり、阪神・淡路大震災というほか
の災害に比べて、報道だったり、SNSやメディアで伝
えられる数が少し減っていっているように感じてい
て、私が所属している環境防災科も、能登半島地震に
ついては結構深く学んでいて、その思いがちゃんと伝
えられているのかというのは、ほかの災害に比べて、
まだあまり伝えられていないことというのが結構ある
と思うので、そういう報道などの面では、ちょっと気
になる部分が多くあります。
○牧コーディネーター 今、能登の話も出ましたけど、
次、彦根東の北川さんにお伺いしようと思うんですけ
ども、今、舞子から学んだ「聴く」技術ということで、
相手の懐に入るというのがあると。今回「聴く」とい
うことと、それから「報せる」ということについて、
「聴く」については高校生だから、今日はマスコミのＯ
Ｂの方もおられますけど、なかなか話してもらえない
のが、高校生だから聞くことができるといったような
お話ですとか、「報せる」ということも後で聞いてみよ
うと思いますが、あれだけの大量の字をしっかり読め、
ということをポリシーとして置いている。だからイン
ターネットで報せるとか、SNSじゃなくて、これだけ
の分量の文字、読んでみよというところを「報せる」
ポイントに置いておられるというのは大変感銘を受け
たんです。それとは別で「創る」という観点で、震災
報道の在り方を朝日新聞の方とも議論をされたという
お話がございましたけども、何か「創る」ということ
で、ここポイントとして置いているんだみたいなこと

があれば、少し補足で教えていただきたいなと思うん
ですが。
○北川さん 自分で作っていく中で、今回の能登号では
結構多くの現地の方に取材をさせていただいたんです
けど、その方の声もそのまま届けたかったので、いか
に被害に遭われた方の気持ちだったり、今、どういう
ふうに生活していらっしゃるかというのを、そのまま
記事に込められたらいいなという思いで作りました。
○牧コーディネーター あともうちょっとだけ。例え
ば、今時マルチメディアですから、ＱＲを紙面に仕込
んでおいて、インタビューしているやつとリンクをす
るとかじゃなくて、やはり自分が理解した、相手の言
葉を私がこう受け取ったというその言葉でしっかりと
伝えようという、そういうふうにその紙面作りのとき
はされているんですか。
○北川さん ＱＲコードでインタビューの動画を見れる
ようにするみたいな考えが正直なかったというのもあ
るんですけど、やっぱり新聞部としてやっていて、今
まで発災当時から福島号を発行しているということ
で、今までの形を、今までの新聞というのを大事にし
ていきたいという思いも込めてやっています。
○牧コーディネーター まだ押すようですが、そっちの
ほうが伝わると思います。私は実はそう思ってて、時
間かかりますやん、あんなんビデオ見るの。それで何
か説得力はあるけど、一言でというか文字でしっかり
と聞いたことを記者の方の目線でまとめたほうが、何
となくタイムパフォーマンスもええんちゃうかなと
か、伝わるんちゃうかなとも思うんで、そこら辺って
何か考えてることってありますか。
○本塚コーディネーター 私も似たような視点で、この
「聴く・創る・報せる」の中において、今回の能登半島
では高校生だからって快諾されて、いろいろ話してい
ただいた。被災者の方から皆さんに何か聴く過程で託
されたものというのがたくさんあったりすると思うん
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ですけど。何かそれを言葉にするときに気をつけて、
個人としてではなくて、団体として彦根東の新聞部と
して心がけていることとか、継承していることとか、
いろんな被災地だけじゃなくてインタビューした人か
ら託された言葉を、どうやって創る過程で報せるに
持っていくか。何か引き継いでいるものがあれば、教
えていただきたいなと思います。
○北川さん あんまり決まりとかはないかなと思ってる
んですけど、紙面を見ていて、インタビューした方の
メッセージ、僕らに向けてであったり、その人が伝え
たいことに向けてのメッセージというのを最後に聞い
て、それを記事の中の最後に入れているというのを僕
もしていますし、そういう記事を彦根東高校の新聞で
よく見ます。
○牧コーディネーター あともう１つ、先ほど我々に
とって大変重いもの、風化してはいけないのかという
質問をしていただいたんですけど、それはまさに我々
もいろいろ議論してきて、一番専門が近いのが京大の
中野元太先生なので、少し中野元太先生から「風化し
てはいけないの」みたいなことについて、どういうふ
うに我々防災研究者は思って、今どうなってきている
のかというのを少し御解説をいただこうかと思うんで
すが。
○中野先生 解説なんて別にそういうことはするつもり
はないんですが、風化することが悪いことではないと
いうお話は、私も本当にそのとおりだと思います。も
う大賛成で、風化すること自体が悪いとまとめる必要
はないのかなと。
でも、その風化することが悪いことではないという
ことを、ちょっと言い方を変えるほうがいいのかなと
思っていまして、それは新しい語りが生まれていると
いうふうに考えるほうがいいのかなと。
つまり、何かがなくなっていくとか、風化していく
というふうに我々感じるときには、でもその背後にあ
るいは、それと同時発生的に、新しい語りとか新しい
活動って生まれていると思うんです。
それは何か社会の中から、その活動、今回の彦根東

さんの場合は東日本大震災というワードだと思います
けども、そのワードが何か新しいものではなくなって
きて、新聞の記事から消えていくんだけど、その背後
にはきっといろんな伝承館での語り継ぎみたいなもの
が、ちょっとずつ当たり前になっていったりとか、社
会の中にちょっとずつ防災活動というものが当たり前
になっていっているとか、津波対策とか復興というの
がちょっとずつ当たり前になっていってるというよう

なことがあるから、言葉というのが少しずつ使われな
くなっていくんじゃないかなというふうに思うんです。
なので、風化していくことはもちろん悪いことでは
ないですし、でもそれと同時に新しい何かが生まれて
いるというところに今度はフォーカスをしてみるとい
うのは、私はとてもいいことなのかなというのが１つ
目。もう一つは、まさに今日この場、震災30年という
節目を迎えているわけですけども、風化していってい
るというふうに、神戸では言われますし、あるメディ
アなんかは語り継ぎ限界30年というふうに言ったりも
します。けれども我々ここにいるメンバーにとって
は、それはとても失礼な話だと思いませんか。語り継
ぎが30年で限界です。いやいや皆さん語っているじゃ
ないですかと。
だから、社会の中では少しずつ風化というのは、忘
れられていくという側面は一方ではあるんだけども、
他方ではまさに皆さんが今、新しい阪神・淡路大震災
の語りを生んでいってくれているわけです。
皆さん、実際に語り継ぎをしている感覚はないかも
しれませんけれども、我々から見ると、皆さんがデザ
インしているゲームの中のルールであったりだとか、
それから実際に語りを聞いて、それを書くという行為
だとか、その中にやっぱり原点を阪神・淡路大震災に
見いだすことができている。そう感じているんです。
なので、皆さんが今、新しい語り継ぎというのをど
んどん始めていっている、それが何か風化を裏返すこ
となのかなと、話を聞いていて思いました。こんな感
じで大丈夫ですか。
○牧コーディネーター ありがとうございます。いかが
ですか、聞いてみて。
○北川さん もともと自分は風化させてはいけないとい
う考えだったんですけど、福島とかの現地の声を聞く
中で風化は必ずしも悪いことではないという考えも
あって、さっきおっしゃったので思ったんですけど、
どうしても偏った見方しかできていなかったなという
のがあって、もうちょっといろんな角度から見ること
が大事なのかなと思いました。
今のお話でそれが分かって、これは新聞に限らずな
んですけど、いろんな角度から見ることで、全然考え
方が変わるなと思いました。
○牧コーディネーター 皆さんにぜひ新しい語りを生み
出していただいたらと思います。
舞子高校の経験したことがない先生って、生徒に聞
かれるからもう困ったぞみたいな語りをされているん
じゃないですか。何かそう思うことはありますか。
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○勝部さん 震災を経験していない世代が先生になって
きていて、インタビューする中で、阪神・淡路大震災
を知らないという先生というのは増えてきてはいて、
そのような先生方には、その先生の親世代の話だった
りというのを聞いてもらっていて、その話をしていた
だいたりというのがあったんですけど、その中で先生
自身も初めてこんなことを聞いたっていうふうにおっ
しゃっていて、こんなことを自分の親が思っていたん
だと初めて思ったみたいな話とかもあって、そういう
のは１つあるのかなと思いました。
○本塚コーディネーター 中野先生がおっしゃったよう
な舞子高校の取組なんかが、阪神・淡路を経験してい
ない人同士の新しい語りのきっかけになっている。ま
さに好事例なのかなと思います。またそれが経験と
なって、経験者へもフィードバックしたりとか、その
行ったり来たりがこの30年というものの支え方の１つ
のヒントなのかなと、今、聞いていて思いました。
○牧コーディネーター それでは次に行こうと思います
が、TEAM-3Aさんは「創る」ということでは大変す
ばらしくて、我々も中間発表会で踊らせていただいた
り、それからゲームがあったりということと、今日一
番びっくりしましたのは、中学生の方は幼稚園のとき
に聞いてメンバーになった。だから人まで創り出して
いてすごいなと思うのと、「報せる」はやっぱりいつも
のことながら動画作るのうまいなと。動画作るの好き
ですよね。皆さん面倒くさくないですか。
○松岡さん 私はあんまり得意じゃない。基本的に。
○牧コーディネーター 誰か別にいるんですね。
○松岡さん はい。
○牧コーディネーター あと、お伺いしたいの「聴く」。
いろんな震災の経験を東日本に行ったり、それから神
戸のことを聴いたり、能登のことを聴いたりして、い
ろんなコンテンツを作っておられるんだと思うんです

けど。その「聴く」ということをどうされているのか
とか、聴くときのコツ、ポイント、そういうことがあ
れば、もうちょっと教えていただけたらと思うんです。
○松岡さん 東日本大震災で南三陸町に行ったのが私の
先輩なので、もうそこら辺に関してはよく詳しく分か
らないんですけど、地域の活動に参加する際、防災の
出前授業したときとか、参加する人がすごい高齢者の
方が多くて、イベントが終わった後に、こういうこと
があってんみたいな感じを片づけしながら何かすごい
お話ししてくださる方が多いので、そこで、あっ、そ
うなんやって。私たちの世代が当時何があったかとい
うのは、詳しくは分からないので、イベントを通じて
高齢者の方からそのときの体験談を聞いて、それを次
のイベントに生かしてみたりだとかを、メンバーみん
な意識していることだと思います。
○牧コーディネーター それで、聞いている中で、へえ、
そんなんあったんやというエピソードみたいなのが、
もしあれば教えてください。
○松岡さん 記憶に残っているので言うと、避難所での
生活ってトラブルが多かったり、トイレの片づけがで
きていなかったりみたいな問題がよくあると思うんで
すけど、私が聞いたのは、その話聞いた方が避難して
いたところでは、すごい子供がわちゃわちゃして楽し
そうで、そんな特別大きなトラブルもなく、子供が大
きく体調を崩すこともなかったから、そんな苦労せん
かったみたいな感じの話を聞いたときは、へえ、そう
なんやって思いました。
○牧コーディネーター 本物の話を聞いた感じが。
○松岡さん はい。
○牧コーディネーター そのお話しされる方って、うれ
しそうというか、どういう感じでお話しになられるん
ですか。
○松岡さん 確かにすごいうれしそう。そんな重い感じ
で話しする方はいないですね。
○牧コーディネーター ちゃんと私の話持っていってく
れという、そういう感じではない。
○松岡さん そんな感じで話す方もいらっしゃいます。
○牧コーディネーター そのうれしそうって言い方あん
まりですけど、自分たちの経験を皆さん若い方に伝え
たいという、そういう感じ。
○松岡さん はい、そんな感じでいっぱい話してくださ
る。
○牧コーディネーター 長いですか。
○松岡さん 長いですね。
○牧コーディネーター そうですよね。しゃべりたいん
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じゃないですか。だから皆さんがお作りになられたそ
の道具とか場がその話を引き出して、それを聞く機会
になっているような気もします。本塚先生、何か。
○本塚コーディネーター この TEAM-3A、団体そのも
のもまさにこのつくられた、この中でつくるというこ
と、特にこの良さというのが、いわゆる学校の団体っ
て卒業して終わってしまうところが多いんですけど。
関わりしろをきちんと残しつつ、しかも学校の枠も超
えて、地域の枠も何となく超えて活動されて、これが
生まれたことによって、何か見えてきたものとか、何
かやりやすくなったもの、逆に何かこれは失敗したな
とか、何かやりにくいなと思うようなことがあれば、
ほかの団体への示唆も込めて、教えていただければ。
○松岡さん 何かやりにくいなって思ったことは全くな
くて、卒業生で今、社会人として頑張っている先輩方
が優しくて話しやすくて、先輩なんですけど、すごい
友達みたいな感じで、気を遣わずにできるからすごい
活動しやすい。イベントとかで、変に気張らず緊張せ
ずにできるところがこのチームのよさなのかなって
思っています。
○本塚コーディネーター 逆にMRDP のままだったら
ＯＢが来て、面倒くさいなって思っていたかもしれな
い。
○松岡さん どうだろう。今のこの形だからこそ楽し
いっていうのはあると思うので。分からないです。
○牧コーディネーター では次、明石高専さんなんです
けど。「創る」と「報せる」チームがちゃんと分離して、
「創る」が開発チームで、今年から全世代対応というこ
とで高校生向け、それから幼稚園向け。「報せる」は地
域連携グループで、さらにアプリまで作ったり、マス
コミに載ったりして、すごく広がっていったというの
は分かったんですけど、今と同じで「聴く」、そのゲー
ムを作る上でいろんな新ネタというか、新たな情報を
取り入れたり、それからその本物感を出すためには、
実際のその災害の経験を聞いたりということもあるか
と思うんで、そこら辺、どういう取組をされているの
か教えていただけたらと思うんです。
○西浦さん 自分たちは大体そのひと世代というか、自
分たちの同学年で１つずつゲームを作っていくという
ことで、まだ自分たちの世代でゲームを作ってはいな
いんです。自分たちって、今、結成して10年になるん
ですけれども、その10年間で先輩方がためてきたたく
さんの経験であったり情報というのが引き継がれて
いっておりまして、それを今、使いつつ新しい情報、
インターネットを中心に交えてゲームとかを開発して

いっているというのが現状です。
○牧コーディネーター その先輩の情報を引き継ぐって
どう。大人はね、飲み会で聞いたりするんですけど、
先輩の情報を聞くっていうのは、どういう形でやって
おられる。
○西浦さん 完成しているゲーム自体がその防災の要素
というか、防災の知識が詰まったものになっているの
で、防災ゲーム、もちろん自分たちが地域実装するた
めには自分たちもルールを知っておかないといけない
ので、自分たちもそのゲームをするんですけれども、
そうしていくうちに自然と防災の情報であったりとか
が勝手に入っていくというような形です。
○牧コーディネーター だったら、ゲームをやるときに、
これはここ苦労したんやとか、ここはこういう思いで
俺は作ったんやとかという中でその情報を聞いてい
る。そういうこと。
○西浦さん そうですね。
○牧コーディネーター では、それはまさにこのゲーム
が目指している、そういうものが先輩から後輩に引き
継がれる中でできているという、そういうことになる
んですね。
○西浦さん そうです。
○牧コーディネーター そうか、地元やから。
○本塚コーディネーター ふだん聞かないことを聞きた
いんですけど。ゲーム作るっていう１つの目標を持っ
て、先輩たちのゲームを分析しながら自分たちのオリ
ジナルゲームを作るんですけど、体験した人の意識が
変わるかというのが１つの課題なんです。作る過程で
自分たちの意識っていうのはどう変化しているとか、
先輩方が作ったゲームをやっている中で、何か意識が
変わったとか、そういう気づきがあったことがあれば。
エピソードを教えてもらえますか。
○西浦さん 自分がそもそもこの明石高専に入学した
きっかけともつながってくるんですけど。自分がそも
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そも気象災害に興味があってこの学校に入っていて、
事前に明石高専に防災についてやっているクラブとい
うかがあるよというのを入学前には知っていて、それ
で入学して、ぜひその同好会というか部活に入ってみ
ようと思ったんです。ゲームを通じて伝えるというと
ころの斬新さという、そこがまず一番大きな発見とい
うか、ゲームをすることで防災を発信するんやってい
う、そこが一番自分にとっては驚いたことで。一般的
に防災といったら講義で受け身になることが多いの
で、そういった防災をゲームで伝えるという部分が、
一番自分にとって大きく驚いたところです。
○本塚コーディネーター ちょっと場外出して大丈夫で
すか。そのゲームを作られた多田さんがここにいるん
ですが。作った本人がこの数世代を超えてこう言って
いますが、どうでしょうか。
○多田さん 私、もともと学生サイドにいた人間で、D-
PROの１期生というか、立ち上げメンバーの中に入っ
ているんですけど。だからメモリアルアクション
KOBE の１年目から発表者サイドで参加していたん
です。そのときからずっとゲームを作っていて、その
ときのうちの学校は、例えば国際交流したいから入り
ましたとか、当然高専なので、そういう工業系の勉強
したいんで入りましたっていう子がほとんどやったん
です。今、すごい感動的で、そういう部活があるから
選ばれたっていうのがすごいうれしいですし、私、卒
業後も「だうでぃ」とか、いろんなゲームを個人的に
体験させてもらっているんですけど、どんどんデザイ
ンもよくなって新しくなっていってるし、どんどん面
白くなっていっているんです。中間発表とか、最初の
キックオフ会でもずっと話聞いていると、自分たちが
最初始めた頃の、何かわちゃわちゃとした熱い雰囲気
がまだ残っているなというのは、すごい感動していま
す。
○牧コーディネーター 西浦さんは開発組なのか、地域
連携組なのか、どっち組なんですか。
○西浦さん 地域連携組なんですけど、それこそまた来
年度ゲームを作るのは、自分たちの世代を中心で作っ
ていくので、ゲーム開発班に変わるかも知れないです。
○牧コーディネーター 学年進行に伴って、まずはその
修行として地域連携で先輩が作ったので遊んだり、地
域に出かけていって、修行が終わると、次の「創る」
組に昇進できるという、そういう仕組みになっている
んですか。
○西浦さん そこまで何か決まりきったものでもないん
ですけど、１年生とかのうちは割と地域のほうに出て

いって、２年生、３年生と年を重ねるにつれて、じゃ
あそろそろ自分たちで防災ゲーム作ってみようかと
いった形で、防災ゲームを作っています。
○牧コーディネーター 何でそんな質問をしたのかとい
うと、人間向き不向きってあるじゃないですか。そん
なんもう人としゃべるのは私絶対いやとか、だけど
ゲーム作ったり、デザインするんやったらすごく頑張
れるとかって、こういう防災を学んでいく上でも、全
世代というふうに言いますが性格もあると思うので。
初めから僕そんな人としゃべるなんていややから開発
がいいという方もおられるんですかね。
○西浦さん 自分の向いている部分というのはあると思
うので、そこを上手に生かしながら防災を発信してい
く側なのか、それとも作っていく側なのかというのを
考えながら活動しています。
○牧コーディネーター コミュニケーションのありよう
ですから。ゲームのデザインでそれが社会に伝わると
いう場合もあるでしょうし、現場に行ってぐるぐる回
すという立場もあるでしょうし、それから新聞書くと
いう方もいるでしょうし、ダンスするっていう方もい
るでしょうし。そやからそこは何かいろんな自分が得
意なものを選んでやっていけるような感じと思ってい
いですか。
○西浦さん はい。
○牧コーディネーター 最後は、クローズアップ社会研
究会ですけども、今日は「聴く」を中心に、調べるも
含めて「聴く」だと思うんですけど、先生に聞いたり
公約を調べたりして、いろいろ今回の選挙と防災につ
いて調べたところはお伺いしたんですけど。あと「報
せる」と「創る」というとこで、新聞、こういう形で
いただきましたけども、そこら辺でこういうことを頑
張ってんねんとか、さっきの彦根東と一緒ですけども、
そもそもこんだけのちっちゃい字、こんだけの文字量
でなぜ勝負しようと思ってるのか。文字がちっちゃい
ということじゃなくて、やっぱり文字で行きたいいう
のが多分あるんですよね。何かそこら辺の「創る」「報
せる」について、もう少し補足いただいてもよろしい
でしょうか。
○藤原さん まず私たちは今回この「創る」「報せる」と
いうところで作った新聞なんですけれども、そもそも
私たちの団体に所属しているメンバーが、神戸学院大
学の現代社会学部の社会防災科で防災を学んでいる学
生だけじゃなくて、現代社会学科という防災をふだん
学んでいない学生もいるんです。
そういった中で去年は山火事というのをテーマにし
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て取り上げたんですけれども、そのときは動画という
形で提出させていただきました。その前は新聞だった
んです。新聞、そして動画というのを出してきた中で、
新聞でこの団体として求めているという声もあったん
です。
そういう中で、僕らの団体が新聞として伝えること、
そしてその新聞の記事を書いた学生というのも、さっ
き言った防災じゃなくて、現代社会学科、すなわちふ
だん防災を学んでいない学生が書いたものになるんで
す。
なので、防災をやっている人の視点だけじゃなくて、
防災をやっていない人から見たこの防災の視点という
ところ、さっきそれこそ中野先生からも新しい伝承の
仕方みたいなところが出てきているというのはあった
と思うんです。そういう観点というのも、防災をふだ
んやっていない人から出てくるところもあると思いま
すし、それを新聞という形で文章にして、それこそ社
説みたいな形で、自分たちの考えも入れてみたりとい
うので、答えになっているか分からないですけれども、
新聞で今回はさせていただこうかなと思ってこの形で
提出いたしました。
○牧コーディネーター その求めていると言った人の、
先生の姿、大体思い浮かぶんですけど、お一人ではな
く、ほかの先生方も、こういうメディアやろっていう
御意見が多かったんですか。そもそも新聞読まないで
しょう。今取っていないでしょう。
○藤原さん 僕は一応取らせていただいています。でも
新聞というメディアが、正直、昔と比べて縮小してき
ているというのは事実としてあると思いますし、その
中で新聞を求める声というのは、そもそも社会防災学
科の先生だけじゃなくて、ほかの、それこそメモアク
の会場でお話をさせていただいたときに、あれ、今年
は出さないのというのを昨年いただいて、そこから、

そういう声もあるんだなというのも拾って、今回はさ
せていただいたという形になりました。
○牧コーディネーター まだもうちょっと聞きたい。
「報せる」という観点からこういうメディアというの
はあると思うんですけど、今回新聞を作るのは初めて
ですか。
○藤原さん 作ったのは僕じゃないんですよ。
○牧コーディネーター じゃあ周りから見てて、これ作
るということで、どういう御苦労がありそうやったと
か、何か気づいて、自分が作るんやったらこれこうし
ようかとか、ここら辺こうしようかとか、そういう作
るということについての考えってありますか。今回は
白黒で行ってたりとかあるんですけどとか。何かもし
お考えがあれば。
○藤原さん 新聞という形にしたことによって、そもそ
も新聞って事実と、主観とを切り分けないといけない
と思うんですけれども、そういった中では今回は社説
という形、コラムで用意させていただいたんです。そ
の中で載せる文章というのを、動画のときとは異なっ
て、制限する必要もありますし、さらに文章で表して
いくので。動画って時間を伸ばせたりもするので、ま
た２本にしたりだとかでも可能なんですけど、新聞っ
て１つの内容で載せられる限界もある。特に１枚で
行っているので、今回は。
という中で、どこを切り取ってどこを選ぶかという
のは、切り取り過ぎると、今度それは一部の印象が全
部になってしまうので、その辺りの難しさというのは
すごくあるのかなと思います。
○本塚コーディネーター 私、個人的にクロ社研のこの
取組が本当に毎年楽しみで、山火事と結び付けたり、
選挙と結び付けたり、ほかの団体よりかは切り口が全
然違う角度から、それを固定的にするんじゃなくて、
今年はこっちからっていうのが、こんな多様な視点か
ら見れるし発信できているチームっていうのはすごい
なと毎年思っているんです。とはいえ、この「報せる」
方法というのがまだ確立していないのかなとも一方で
思っていて、もっと多くの人に知ってもらいたいし、
もっと時間かけてどんな議論しながら作っているのか
見てみたいしというのがあるんですけど。クロ社研と
してその辺の手応えというか、自分たちのやっている
ことに対しての何かモチベーションみたいなものと
か、今後の展望みたいなものがあればちょっと教えて
もらいたいんですけども。
○藤原さん 迷っているところがあるんじゃないかっ
て、先ほどおっしゃっていただいたと思うんですけど、
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本当にそのとおりで、新聞をして、その後動画に変え
て、そしてまた新聞という、迷走しているところもあっ
て、どの伝え方がいいのかなというのがまず１つあっ
て。でもそれって、先ほどいろんな、特にそれこそ彦
根東さんだったら新聞だったりとか、動画をされてた
りだとかっていろいろあると思うんですけど、いろん
な媒体を結局は使うことが一番いいとは思うんです
よ。でも、今後の展望というところで言うと、いろん
な媒体で発信していくというのが一番いいと思うんで
す。何かその中でも世代ごととか、向けるその対象者
によって変わってくるところとかもあるんで、それら
をいろいろ加味しながら何かできるような発信があれ
ばよいのかなと思っています。
○牧コーディネーター 今回のテーマで取り上げられた
選挙の１つの想定というのを、ラジオは何でやらな
かったんですか。古い系のメディアでいうと、テレビ
やって、新聞やったら、ラジオじゃないですかね。
○藤原さん ラジオは考えなかったですね。
○牧コーディネーター そうですか。では先に進みま
す。
皆さん、聴いて、創って、報せるとフルセットをさ

れているわけですが、伝わったということが、その評
価になるわけです。皆さん、今回の取組を通じて、自
分たちが伝えたかったことは伝わったと思いますか。
舞子高校さんから順番に聞いていきたいと思うんです
が。いろいろ改良をして、ＱＲも作ってどうですか。
○勝部さん メモリアルアクションで意見をもらって、
いろんな意見から変えていって、最初に比べたら全然
伝わっていって、それで興味を持ってくれる先生だっ
たり、メモリアルアクションの中でもそういう興味、
防災読本新しいのできたんやとか言ってもらったりと
いうのは、すごくその部分では伝わっているのかなと
は思うんです。一方で、インタビューの冊子だったり
というのは今１セットしかなくて、ＱＲコードも作っ
て発信していく取組に変えたんです。そういうのはま
だ浸透しきっていない部分もあると思うので、そうい
うのはまだまだ発信していかないと伝わらないのかな
と思います。
○牧コーディネーター 伝えるということを考えるとき
に、私もよく言われるんですけど、こういう冊子を作っ
ておられる方とか、あと自分の学生にも言ったりする
んですけど、誰にというのがやっぱり伝えるというと
きには、愛の言葉は彼女に届かないとしょうがないで
すし、そんなんぶつぶつ一人で言うてもね。今回メイ
ンのターゲットはやっぱり高校生、同級生ですか。高

校生については伝わったのかどうかというのは、同級
生の反応とか聞いたりしていますか。
○勝部さん 防災読本を各クラスに置かせていただい
て、友達も読んでもらったりして、意見をもらったり
というのは幾つかあって、その中でここはすごいよ
かったよとか、ここもうちょっとこうしたほうがいい
んじゃないみたいな話というのを聞くと、ちゃんと読
んでもらえているんだなというのは伝わるし、そうい
うところからまた改善もしていけると思うので、より
伝わっていくんじゃないかと思います。
○牧コーディネーター 続きまして彦根東高校。硬派で
こんだけの字を読め、というそのことで伝えたい対象
である人たちには伝わっていると思っていますか。
○北川さん 正直ちょっと厳しい部分もあるのです。東
高新聞は生徒に配っているんですけど、そもそも目を
通さへんみたいな人も結構いて、自分も新聞部入って
いるから見ているんですけど、入っていなかったら見
ているか、正直分からへんなみたいな感じやったりす
るんです。確かに字も多いんですけど、学校で友達と
かが新聞読んだよって言ってくれたりとか、よかった
とか言ってくれたりするんで、そういう人には伝わっ
ているのかなと思います。
○牧コーディネーター 要するに伝わるということもい
ろいろあって、私が思うこの人たちが読んでくれて、
ここを理解してくれたらいいんだよと。一般に広げる
のやったら、皆さんは何を使われるんですか、SNSは。
○北川さん 一応、僕はインスタと Twitter 入れていま
す。
○牧コーディネーター Facebook とかは、おじさん、
我々しか使っておりません。Facebook なんて読ま
ないでしょ。そっちじゃなくて、ここを新聞で行くぞ
ということもいいと思うんですけど、伝えるメディア
として、あの文字数で、自分が伝えたいと思っている
読者層には伝わっているという感じってあるんです
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か。みんな読んでくれてへんやろうけど、俺は彼が読
んでくれたらええねんっていうのもありだと思うんで
すけど、何かもう少し思うところありますか。
○藤原さん 誰が読んでくれてるかはあんまり分からな
いですけど、いろんなクラスに配ったときに、勉強し
てた人とかが手を止めて記事読んでくれたりしたとき
は、作ってよかったなと思うし、伝わっているなとは
感じました。
１人でも読んでもらって、少しでも震災についてと
かの記事で伝えたいことを分かってもらえればいいな
と思っているんで、それで読んでくれる人がいたら、
もう伝わっているなと思います。
○牧コーディネーター 幅と深さがあるんやったら、幅
を狙うメディアと、深さを狙うメディアというのが
あってもいいのかな。TEAM-3Aさんは、自分が伝え
たい相手に伝わった、何かそこで感想ありますか。
○松岡さん イベントを通して、参加してくれる人たち
がニッコニコで、家帰ったら娘に言うわ、いうような
感想も含めた感じで言ってくださる方が多いので、伝
わっているんじゃないかな、少なくとも私は思ってい
ます。
○牧コーディネーター どのネタがええとかあるんです
か。
○松岡さん それこそオリジナルゲーム「あにまるず」
をイベントでさせてもらったときに、これ売ってへん
のって言ってくださる方もたまにいるんです。ゲーム
が楽しい、防災の知識を得られてすごいいいよね、み
たいな感じで感想くださるので、防災のことも伝わっ
ているし、私たちが意図している「楽しく防災」も伝
わっているんじゃないかなとは思っています。
○牧コーディネーター 明石高専さん、いかがでしょう
か。
○西浦さん 自分たちのモットーは、防災の楽しさを伝
えるというところなので、それを伝えられているかど
うかといったら、伝えられているとは思うんです。実
際自分たちが、ゲームを実装するに当たって学校に呼
んでいただいたりとか、イベントにブース出展したり
しているんですけれども、ブースに来てくれる人って
いうのは、もともと災害、防災に興味がある方ってい
うのが多くて。世の中には、防災について、後ろめた
い気持ちというか、あまり防災なんてせんでいいん
ちゃうって思う人は中にはいると思うんで、防災の興
味がある人には伝わるんですけど、防災にあまり興味
がない人にはあまり伝えられていないのではないかな
というのが、今課題ではないかなと思っています。

○牧コーディネーター さっきの幼稚園の「つめつめ」、
あの子たちは防災に興味ないですよね。そういう意識
はない。そこは、伝わったか伝わっていないのかって
どう評価しているんですか。
○西浦さん 取りあえず楽しんでくれているというの
と、「つめつめ」のものって、釣るものっていうのが防
災アイテムとかなので、防災アイテムっていうのを身
近に知ってもらうという分では新しく気づきという
か、知ってもらえたというところだと思うんです。
○牧コーディネーター では最後、クローズアップ社会
研究会の方は伝わっていましたか。
○藤原さん 先ほど彦根東さんのお話でもあって、その
中で出た牧先生の答えの中に、私たちの解でもあるの
かなと思ったりしているところではありますが。深さ
があるメディアとして、新聞という形、文字上で伝え
ていくに当たって、期待してたよと言っていただいた
方、先ほどもおっしゃっていただきましたけれども、
そこには伝わったのかなというまず印象が１つありま
す。
それ以外に伝わらなかったのかというと、全くもっ
てそうでもないのかなっていうのが、１つ僕の感想で
す。例えばその新聞という媒体を配ったとき、別にそ
れを意図せずとも受け取る形なので、そこで中身の文
章まではたどり着かなかったとしても、例えばそこに
は選挙と防災っていうワードであったり、丸バツの最
初のところであったり、そういうところだけでも、
あっ、こういうこととかってあるんやなという知る
きっかけになると思っていて、そういう面ではもうス
タイルのところ、深さまでは行かずとも最初のきっか
けとして伝わる最初の機会になったのではないかなと
私は思っております。
○牧コーディネーター 本塚先生、全体で、もうちょっ
とここ聞いてみたかったとか。
○本塚コーディネーター 伝えるのところで、もしエピ
ソードとしてあれば教えてもらいたいんですけど。意
図せず何かこの人にこういうものを伝えようと思って
なかったけど、結果として何か反応として伝わって、
こういうことも自分たちの活動の中でできるんじゃな
いかって、何か気づいたことってあれば教えてほしい
んですが。何かあったりしますか。なければ、ないっ
て言っていただければいいんですが。
○勝部さん さっきも言った中であったんですけど、イ
ンタビューやったりすると、震災を知らない先生に親
御さんに聞いて、それを知ってというのは、それにあ
てはまると思うし、それ以外にも防災読本というのを、
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教室の後ろに置かせてもらっているんで、何かの拍子
でそれを見てもらったら、それはプラスになるんじゃ
ないかなと思うし、避難訓練とかするときの前に、
ちょっと見てくれたりとかというのがあれば、それは
確実にプラスになるんじゃないかなと思うので。
○本塚コーディネーター 彦根東さんはどうですか。
○北川さん 僕は自分らの伝えたいことを、高校の生徒
らに伝えようと進めてきていたんですけど、その中で
新聞社さんたちと意見を交えることがあって、そのと
きに大人じゃなくて、僕ら高校生としての伝える側へ
の考えというのを新聞社さんの人に伝えられるという
ところ。もともと自分らの生徒に伝えるだったけど、
新聞社さんとも連携を取れて、自分らも新聞社の人に
思っていることを言えたりとか、相手からも知識を得
られたりとかするんで、そこですかね。
○本塚コーディネーター TEAM-3Aさん、どうでしょ
うか。
○松岡さん ちょっと難しいなって、今思っていたんで
すけど、それこそ今日話してくれた中学生のメンバー
がいるんですけど、その子が何か証明してくれている
のかなって思っていて、私じゃなくて先輩たちの活動
に憧れてって言ってくれているから、少なくとも小学
校に授業しに行ったり去年したんですけど、その中で
も、お姉ちゃん、お兄ちゃんかっこいいって言ってく
れている子がいたので、この活動にでも、そうじゃな
くても、ボランティアに対する興味を子供たちに意図
せず伝わっていたりするのかなというのは思いまし
た。
○本塚コーディネーター D-PRO さん、どうでしょう
か。
○西浦さん 自分たちは幅広い世代、お年寄りから小さ
い子供までを対象に、今までゲームを制作してきてい
たんですけれども、今回「だうでぃ」「つめつめ」を作っ

たそのきっかけにもなるんですけども、そのイベント
に行って実際にゲームをして実装してみたときに、小
さい子供は、小さ過ぎると今あるすごろくゲームとか
難しかったり、逆にむしろ自分たちの高校生世代とい
うのは、ふだんすごろくゲームとかでも遊ばないとい
うのに気づいた。対象の年代というのが難しいなとい
うのを感じたというきっかけですね。
○本塚コーディネーター クロ社研さん、どうですか。
○藤原さん まず１つの点として、新聞の中で意図せず
渡した人に対して、中身までは行かなくても見ていた
だいたというところでのきっかけづくりが１つなんで
す。それと別で、今考えていて思ったのが、本当に根
本的な話にはなるんですけど、自分たちがまずこれ知
るきっかけになったなっていうのがあります。
例えば、僕たちは今回この選挙の防災という形で、
候補者だったりだとか、あとはインタビューで教授の
方に話を聞いたり、それから学生の方にアンケートを
採ってみたり行ったんですけども、その中で思ってい
たものと少し違うものがあって。例えば社会防災学科
であったり、ここにいる皆さんの一部にも御協力いた
だいたんですけれども、そのアンケートを採った中で、
すごい防災に関する人がたくさん集まっているにもか
かわらず、一番目に政策として重視するのはって聞く
と、防災は25.8％だった。経済とかのほうが多かった
というので、防災をやっている人たちの中で聞いても、
経済のほうが割合として大きいんだみたいな、自分た
ちも意図しなかったところの防災をやっている人たち
の考えみたいなところも、知ることができたので、そ
ういう点で、自分たちが調査するに当たって知るきっ
かけになったかなと思います。
○牧コーディネーター もう時間ですが、最後一言だけ
短くいただきたいんですが。来年もやるでと皆さん
おっしゃっていただいたんですが、残念ながら災害メ
モリアルアクションは今年で終わりでございます。
こういう場の役割、こういう場がやっぱり欲しいよ
ねとか、こういう場がどう役に立ったとか、やるとお
約束をするわけじゃないんですけど、こういう場の意
味とかいうことを、最後一言ずつ言っていただいて終
わりにしようと思います。順番にどうぞ。
○勝部さん メモリアルアクション KOBE みたいな活
動はやってほしいなと考えていて、こういう場があれ
ば同世代だけじゃなくて、防災の知識を学んできてい
る学校の生徒さんだったり、大人の方だったり、専門
家、先生の方々からの意見というのはとても大きいで
すし、そういう校外の意見があることで違った視点か
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ら考えることができたり、それを持ち込んで、こうい
うところを変えたほうがいいんだなとか、こういう世
代にはこういうのがはまるんやというのが分かるの
で、そういう活動はあってほしいなと思います。
○牧コーディネーター では彦根東さん。
○北川さん 自分は滋賀に住んでいるんですけど、震災
というのは近くであんまり体験したことなくて、震災
に対してあまり意識することが今までなかったんです
けど、こういう機会があって意識が変わって、震災に
対する意識を持つようになってきたので、意識を持つ
ことでその震災への危機感、震災への恐怖というのを
ちゃんと分かったら、震災を甘く見ず、ちゃんと起き
たときに避難ができるというのがあるので、こういう
機会は震災を経験してない人にとって意識が変わる機
会になるのかなと思いました。
○牧コーディネーター TEAM-3Aさん。
○松岡さん この活動、メモリアルアクション KOBE
がなくなるのはちょっと寂しいな。私ごとなんですけ
ど、このメモリアルアクションに参加させていただい
たことで、こうやって人前で話すという力が身につい
た気がしています。
TEAM-3Aの活動を普及できる場にもなるので、ぜ
ひこういう機会をまたつくっていただけたらなと思い
ます。
○牧コーディネーター では明石高専さん。
○西浦さん 自分たちはゲームを作っていて、よりよく
どうしたらいいのかとか、専門的な視点からたくさん
アドバイスをいただける場がメモリアルアクション
KOBEだと思っていますし、ほかの東日本大震災とか
能登半島地震とか、そういった中で阪神・淡路大震災
というのが一番古いというか、そういう活動の最前線
だと思うので、今後も似たような同じような活動とい
うか、イベントが続いたらいいなと思います。
○牧コーディネーター クローズアップ社会研究会さ
ん。
○藤原さん 私も大変こういう機会ってすばらしいなと
思っています。
というのも、高校生の皆さんとかとお話しする機
会って、なかなかなかったりもするので、そういう中
でほかの防災の活動されている団体があることは知っ
ていても、でも実際何をしているんだろうとかという
ことは分からないですし。それこそ未災者から未災者
へというところを伝えていくに当たっては、最初に新
しい伝え方ができてきているというようなお話もあり
ましたけれども、どんなことをみんながしているのか

ということを知る機会というのがあることで、次のま
た新しい伝え方というのも生まれますし、明石高専さ
んが最初のほうで言ったと思うんですけど、ゲームで
こんな楽しい防災の伝え方あるんやみたいな、そうい
うきっかけとかも知れて。そのきっかけというのも、
また次の未災者に伝えていくところのヒントになると
思っていて、そういう次の新しい伝え方のヒントを得
る、それをさらに共有できる場としてすごいよいので
はないかなと思うので、ぜひ続けて、何か別の形でも
やっていただければと思います。
○牧コーディネーター ありがとうございます。
御意見はお伺いいたしますが、21年から30年こう
やってきましたけど、このやり方はほかでも使えると
思いますし、ここが主体となってやることじゃなくて、
皆さん勝手に集まってやってもいいと思いますし。で
すけども、こういう場があったということがよかった
んだと、そこで交流が生まれてということは皆さんに
御評価いただいたのはありがたいと思います。
でも、私が先ほども言いましたが、もう57歳で最後
なので、次のフレッシュな人たちにこういう取組のあ
りようというのは考えていただき、本塚さんはそうい
う世代だと思いますけども、引き継いでいっていただ
けたらと思います。
取りあえずこの10年は、最後褒め言葉で締めくくっ
ていただいたと理解をしました。どうも長時間にわた
り御議論いただきましてありがとうございます。
では、皆さんへの拍手をもって、このパネルディス
カッションを終わりたいと思います。どうもありがと
うございました。
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閉会のあいさつ
○人と防災未来センター河田センター長
初めまして、河田でございます。
今日は本当にとても寒い中を、朝からお集りいただきありがとうございます。
先ほどの話題にもありましたように、このメモリアルというのは、次どうなるのか
ということですが、なくなりません。少なくとも私がセンター長である間は続きます。
なぜ10年ごとに変えるかというと、メンバーを変えなければいけない。分かります
か。僕は30年前からこれをやっているんで、30年間やるというのは絶対非常識です。
ですから10年経ったら、全部入れ替える。こういうルールに決めたんです。
だから最初の10年間、次の10年間、全部メンバー変えていただいています。牧先生は57歳ですけれども、これを受
け継いでやっていただいたときは47歳だったんです。
僕も阪神・淡路大震災のとき、48歳だった。それがもう30年経った。まさかこんなに長くセンター長をやると思っ
ていなかったんです。最初は１年ぐらいで辞めるつもりだったんですが、気がついたら長くやっていたんですね。
でも、長くやっていたので、とてもすてきなセンターになりました。こんなセンターは世界にここしかありません。
しかも、これからもっと強くなっていく。
皆さん知っているでしょうが、石破首相が３年間かけて防災庁をつくる。この30日にその懇談会が始まるんですが、
私、座長なんです。私以外の人はみんな私より10歳以上若いんです。なぜ私が座長になっているかというと、一番分
かっているからです。30年間やっているんですから、無視できない。
政府の委員というのは、全部70歳未満なんです。70歳で定年です。だから中央防災会議の委員を、70歳のときに定
年で辞めたんです。
だけど、今皆さん知っているでしょうが、南海トラフ巨大地震の被害想定、できてないんです。昨年３月に報告す
る予定がまとまらない。
なぜかといいますと、先ほど報告ありましたように、災害関連死がどうなるか全く見えないんですね。上限がない。
今、能登で関連死を認めてもらおうとしている人がまだ200人以上残っています。これがあと200人増えるかもしれな
い。えらい社会になってきたんです。
少子高齢化というのは皆さん御存じだと思うんですが、高齢化がまさにこの災害とリンクして、大変な状況になっ
ていることが分かってきたんです。
そうすると、昔のことを知らない人間が、新しい組織なんか絶対できない。だから私が、11月15日に首相官邸に呼
ばれて、どうしたらいいかアイデアが欲しいと言われ１時間話をしました。
30年前に阪神・淡路大震災が起こって、当時、将来このような問題が大きくなるとは、誰も分からなかったんです。
つまり、将来のことは、分からないんです。
何ができるかというと、そのとき、そのとき、考える一番いいことをやらなきゃいけないということは間違いない
と思うんです。
さっき話題の中に能登半島でボランティアが活動できなかったという、そういう報告がありました。なぜか。石川
県がボランティア要らないって言った。でも石川県にそんな権利があるんですか。ないじゃないですか。ボランティ
アというのは、個人が自分でどう思うかによって動くのがボランティアなんです。
なぜそんなことになったかというと、実は阪神・淡路大震災で140万人のボランティアが動きました。これをどうす
るか考えたときに、一体どこが世話をするんだとなったんです。
そこで、全国的にここをきちんと管理できるのは社会福祉協議会しかないとなったんです。実は日本赤十字社に
やってほしかったんです。でも日本赤十字社は断ったんです、医療だけやりたいと言った。赤十字が医療だけをやっ
ているのは日本だけなんです。今、アメリカ合衆国では、例えばイスラエルのガザ地区にボランティアがたくさん行っ
ているんですが、これはアメリカの赤十字社があっせんしているんです。日本は誰もボランティアに行っていないで
しょう。なぜか。社会福祉協議会がやっているからです。
だから、今、例えば避難所の運営なんかもみんな福祉しか考えていない。そこに災害関連死が増えてきたから医療
が入った。じゃあ医療と福祉で解決できるのか。
先ほどの関西大学の奥村先生の研究室の報告から分かりますように、決して医療と福祉だけで災害関連死なんか減
らないんです。日本の少子高齢化というのを止めないと。南海トラフ巨大地震が起こると、私が推定すると毎年１万
人以上災害関連死で亡くなるんです。まさに津波と同じぐらいの被害が予想される。そんな社会になってきている。
先ほどの活動そのものはそんなに大きくありませんけれども、これからどうなるんだということを、一体誰が議論
するんだ。高校生、あるいは大学生諸君がこの10年間、いろいろ発表していただいたこと、これをベースに私たち将
来考えなきゃいけないっていうことなんです。
だから、それは大きな力にならなくても、分かっている人間が将来をどうするということについて発言しないと、
社会は変わらないと思うようになってきました。
本日の会は、２部構成ですから、第２部で牧先生や矢守先生と３人で、一体将来どうするんだというお話をします。
まさに今、石破首相が防災庁をつくる。単に防災庁をつくるだけじゃないんです。日本の国づくり変えていかなきゃ
いけないんです。
なぜか。これだけ災害関連死で亡くなる。90％以上が後期高齢者。こんな国になってしまったんです。だから、私
は、防災をきっかけとして将来の日本というのをどうつくっていかなければいけないかというアイデアを、今日発表
していただいた皆さんの努力に報いられるような形でやっていきたいと思っているんです。
30年やったからここまで来た。もっとやれば、もっといいものが出てくると思っていただいて。ぜひ皆さんも、毎
年、年を取りますけども、年取ってからも若いときにこういうことをやった。だから自分の生き方が変わった。私ど
もも、まさか最初からそんなことを考えていたわけじゃないんですが、結果的に非常にうまく進んでいるということ
を御理解いただいて、閉会の挨拶とします。どうも御苦労さまでした。

河田惠昭センター長



【進行】
●兵庫県立舞子高等学校 環境防災科長

鈴木あかねさん
【出演者】
●神戸親和大学 准教授 臼井 真さん
●兵庫県立舞子高等学校 教諭 菅原 祐さん
●兵庫県立舞子高等学校 ２年 内林小都泉さん
●兵庫県立舞子高等学校 １年 西口 知華さん

○司会 ただいまから、災害メモリアルアクション
KOBE第２部、阪神・淡路大震災30年特別企画を始め
させていただきます。
まずは「震災30年スペシャル～臼井先生、その生徒、
その生徒の生徒～」と題しまして座談会を行います。
ここからの進行は、兵庫県立舞子高等学校の鈴木先
生にお願いいたします。

○鈴木先生 進行役を務めます舞子高校の鈴木と申しま
す。本日のスペシャル座談会、御参加いただくこちら
の皆さんですが、私のほうから御紹介したいと思いま
す。
まず、タイトルにもありますように、「しあわせ運べ
るように」を作詞・作曲された臼井真先生です。その
お隣、臼井先生の教え子であられます菅原祐先生です。
現在、舞子高校でお勤めになっています。そのお隣、
お二人ですね。舞子高校の生徒の２人です。自己紹介
をお願いします。

○内林さん ２年生の内林小都泉です。よろしくお願い
します。

○西口さん １年生の西口知華です。よろしくお願いし
ます。

○鈴木先生 ということで、臼井先生とその教え子、そ
のまた教え子という生徒の生徒ということで、言わば
３世代が集まったわけなんですけれども、そのきっか
けをつくったのが内林さんと西口さんなんですよね。

○内林さん はい。私たち災害メモリアルアクション舞
子チームでは、舞子高校の先生方に、震災体験をイン
タビューしています。その中で菅原先生が「しあわせ
運べるように」を作った臼井先生から教えてもらった
ことがあるということを知りました。

○鈴木先生 それを聞いたとき、どう思いましたか。西
口さん。

○西口さん とてもびっくりしました。
○鈴木先生 それを舞子高校のほかの生徒に言って、10
月の中間報告会のときに、うちの学校の先生で臼井先
生に教えてもらった先生がいるっていうのを、ぽろっ
と言ったのを災害メモリアルアクション KOBE の企
画委員が聞いて、それじゃ「実際臼井先生に会いたい
ですね」っていう流れで今日の企画が生まれました。
今日は３世代が集まって、また新しいお話が聞けるん
じゃないかなと思います。
どうぞ、４人の皆さん、よろしくお願いします。
ということで、早速臼井先生からお話伺っていきた
いんですけれども、まず震災当時のこと、そしてその
中からどうやって「しあわせ運べるように」が生まれ
たか、その辺りのお話聞かせていただいてよろしいで
すか。

○臼井先生 はい。今から30年前になりますが、私は当
時34歳で小学校の音楽の先生になって12年目でした。
退職まで小学校８校赴任しましたが、３校目の吾妻小
学校、現在、コミスタこうべ（神戸市生涯学習支援セ
ンター）になっていますが、校舎というか外観はその
まま残っているんですが。そこで５年目でした。29歳
にそこへ赴任しまして、その年、２年生を教えていた
ので、２年生から教えてる子たちが６年生になるまで
５年間勤め、転勤する予定でした。そのころ、ずっと
マーチングバンドの早朝練習で毎朝４時半に起きて、
７時半ぐらいから練習していました。あの日もその
マーチングバンドの発表会が近かったので、動きの
フォーメーションをあの日から練習する予定でした。
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いつもよりも少し早く目が覚めて、木造の２階建ての
１階で朝食もすませました。そして２階に上がって
２、３分後に地震が起こった。だから私は１階にその
ままとどまっていたら、今ここにはいないですし、も
ちろん歌も作っていない。私の自宅の１階部分は完全
に押し潰されて、２階が１階になってしまった。１階
から２階に上がる階段が屋根にねじれて突き刺さって
いるような状態で全壊したので、本当にけがなく助
かったのが奇跡的なような状態で命を取り留めまし
た。そして、私は、今はもう亡くなっている母の姉が
近くに住んでいて、そこの家は地盤が固くて無事だっ
たので、そこで居候させてもらった。避難所には行か
なかったんですが、勤めている小学校が最初は2,000
人ぐらいの方が避難されている。もう学校じゃなく
なってしまった学校に、たくさんのボランティアの方
たちと一緒に、避難所運営をしていました。
多分地震から２週間後ぐらいだったと思うんです

が、親類宅でたまたま交代勤務で、夜の８時、９時ぐ
らいに帰れたんですが、そのとき、夜のニュースで神
戸の三宮の街が映ったんです。それが私が生まれ育っ
た、そして思い出のいっぱいある三宮じゃなかったと
いうことに衝撃を受けました。もう神戸のまちは消え
てしまったと思って初めてふるさと神戸っていう思い
がものすごく込み上げてきました。そして、親類宅の
同い年のいとこに２歳の子供がいたんですが、その子
供のために、いとこがアンパンマンの絵を描いていた
紙の裏に、この歌の歌詞を。これは作ろうと思って
作った歌じゃなく、そのときにこみ上げてきた思いを
忘れないように記して作詞、そして作曲しました。私
は、そのとき、神戸市の小学校の音楽の先生になって
12年間で、既に150曲ぐらいの神戸市の子供たちのた
めに歌を作っていました。いつも作詞をして作曲、そ
してときと場所を選ばずに、いつも頭の中でメロ
ディーが浮かんだのを歌詞の横に片仮名で音を書い
て、後で楽譜に直すというような創作方法を採ってい
ました。そのときも同じように作詞をして、心の中で
メロディーを歌って、忘れないように片仮名で記して
という状況で、親類宅で30年前の日にちははっきりと
分からないですが、その夜にこの歌を神戸の子供たち
に未来を託して作ったという状況です。
○鈴木先生 ありがとうございます。
まず、ぱっと思い浮かんだ歌詞というのは、「しあわ

せ運べるように」のどの部分なんですか。
○臼井先生 本当に書いたとおりで、一番最初に書いた
のは「地震にも負けない」。私は、本当に精神的に一番

苦しい、先が見えない、音楽の先生なんて何にも役に
立たない、全壊した家をどうする、学校は授業がいつ
再開できるか分からないっていうような、精神的に
ちょっとおかしくなりそうな状況でした。だけどボラ
ンティアの方の背中を見ながら、くじけそうな心を助
けてもらったりだとか、そういう状況の崖縁状態でし
たので。
けれども、先ほど最初に言いましたように、２、３
分の差で命が助かる。あのとき亡くなられた方は、絶
対にこんなところで死にたくないとか悔しい思いで去
られていたのがすごく切実に分かっていた。その亡く
なった方々のことを思えば、どんなにつらくても前を
向いて生きていかなければいけないと思ったのが一番
です。もうこの歌詞のとおりに毎日の時間を大切に生
きていくんだと、この歌を歌う子供たちにも生きてほ
しい、そして聞いてくださる皆さんにもそう思ってほ
しい。それで書き出しの部分ですね。そこが一番とい
うことです。
○鈴木先生 そうですか。もうまさにその当時の先生の
思いがそのまま歌詞に反映されているということなん
ですね。
そうやってできた「しあわせ運べるように」を今度
は子供たちに歌唱指導という形でされてきたかと思う
んですけど、どういう思いで歌唱指導されてきたか、
そのことをお話しいただけますか。
○臼井先生 最初は、学校が避難所で、廊下には避難の
人が寝ていたりしていた。けれども、ボランティアの
方も授業を見に来られてたりとかした状況だったんで
す。全員の子供はそろっていなかったんですが、私が
模造紙に歌詞を書いて、貼って、これは先生が神戸の
まちに対するいろんな思いを込めて作った歌だと。け
れども、これは先生が歌うんじゃなくて、みんなに歌っ
てほしいというメッセージを最初に伝えて、１年生か
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ら６年生までの無事だった子供たちに音取りから始め
てというような状況で、最初は教えました。
最初の子供たちは、そのままの状況で、この歌の歌
詞のとおりに歌えたんですけど。しかし、それが今30
年たって、菅原先生もそうですけども、地震の後に生
まれた人たちにどのように伝えていくかということ、
30年間でいろんな経緯がありました。
○鈴木先生 そうですね。またちょっとお話も聞かせて
いただきたいと思うんですけれども。さて、先ほど臼
井先生からもありましたけど、菅原先生は震災後に生
まれた世代の先生なんですよね。
○菅原先生 そうですね。
○鈴木先生 臼井先生との出会いというのはいつのこと
になりますか。
○菅原先生 私が2001年生まれで、低学年の頃に教えて
いただいていたので、2006、７、８年とかその辺りで
すかね。
○鈴木先生 21世紀に生まれた人なんですね。
菅原先生は当時の地震のことは知っていただろうけ
れども、直接は体験していない。その世代の先生はど
ういう思いで「しあわせ運べるように」を歌っておら
れたんでしょうか。
○菅原先生 低学年とかの頃は、とにかく真剣に相手に
伝わるようにということを、もう必死に頑張って歌っ
ていたという記憶あるんですけど、それがだんだん高
学年になったり、あと中学校に上がるにつれて、歌詞
の意味というのがだんだん分かるようになってきて、
例えば２番の歌詞の「優しい春の光のような」という
ところも、震災が冬に起こったので、もしかしたら
ちょっと先の未来の暖かさ、そういったことを考えな
がらこの歌詞書かれたのかなとか、そういったことを
想像しながら歌うようになっていきました。
○鈴木先生 もちろん臼井先生から直接御指導いただい
たときもあったんですよね。
○菅原先生 そうですね。
○鈴木先生 そのときの臼井先生のその指導の中で覚え
ておられることってありますか。
○菅原先生 指導というところから、ちょっと外れるか
もしれないんですけども、とにかく臼井先生の音楽の
授業が好きで、毎回本当に楽しみにしていて。という
のも、臼井先生の歌とか、忘れ物をしたときの歌とか、
何かそういった歌だったり、あと音楽会の最後に歌う
「見えない翼」という曲があるんですけども、そういう
歌をこの大人になっても思い出すこともあって、そこ
から私は音楽の習い事をしたりとか、合唱コンクール

の指揮してみようかとかそういうことにもつながって
いったので、自分の中の音楽の基礎をつくっていただ
いたって言ったらちょっと大げさかもしれないんです
けど、本当にそれぐらいすごく印象に残っています。
○鈴木先生 先ほどエレベーターホールのところで、何
か踊っていたみたいな話もちょっと聞かせてもらった
んですけど、それはどういうときに踊っていましたか。
○菅原先生 授業の始まるときとか、授業中とかも。
○鈴木先生 授業で踊る、授業中も体で音楽を楽しむと
いうような、そんな楽しい授業をされていたんですね。
○菅原先生 あと「しあわせ運べるように」の歌唱の指
導もしていただいたんですけども、その際にも相手の
ことを思うというのはもちろんそうなんですけど、
歌っている途中に感動して、当時のことは分からない、
イメージではあるんですけど、本当に感動して涙が出
そうになるくらい引き込まれる授業だった、貴重な経
験させていただいたなという、そういった思いです。
○鈴木先生 そうでしたか。臼井先生、今のお話聞いて、
どうですか。震災を知らない世代だけれども、思い出
してぐっとくるものがあるということで。
○臼井先生 とてもうれしいのは、私、本当に１万人ぐ
らいの教え子いるんですけれども、今はもう40歳、50
歳になっている人たちが、その音楽の一番最初の出会
いが臼井先生であって、それで音楽が好きになって、
今も菅原先生言ってくださったのが、僕は本当にうれ
しくて、それを願って音楽の指導をしてきたので、そ
れが私が作ってきた歌にも通じているところがあっ
て、国語の先生だし、とっても言葉が大変美しくて心
に響きました。
○鈴木先生 菅原先生、国語の先生なんですね。音楽の
先生じゃないんですけれども。やっぱり詩的なところ
に引かれるところがあるんだなって、さっきのお話聞
いて思いました。
30年という時間がたって、先生の指導もちょっとず
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つ伝えたいことも変わってきているかなと思うんです
けれども、もちろん菅原先生みたいに震災を知らない、
直接教えられた生徒さんで、端に座っている２人なん
かは歌は知っているけど、臼井先生には直接教えても
らっていない。そういう子たちもたくさん「しあわせ
運べるように」歌っているんですけれども、歌を通じ
てそういう世代の子に伝えたいことって何かあります
か。
○臼井先生 歌を知っていても、私がこの歌に込めた思
い、歌詞の本当の意味、そういったものを今、小学校
とかゲストティーチャーで呼んでいただいたときに、
お話ししているんですが、例えば「傷ついた神戸を」
というのは、神戸のまちは死んではいないんだと、大
けがをしているんだと。だから絶対によみがえるとい
う願いがあったんです。人間のように例えていた。傷
ついたという意味であったりとか。先ほど言われた
「優しい春の光のような」はまさしく本当に心も体も
凍りつくような思いの中で、この悲惨な神戸のまちに
も、やがてそよ風が吹き、桜の花が咲き、そういう優
しい春の光のような未来が来てほしいなということを
２番の歌詞に思いを込めて書きました。そういう歌詞
の本当の意味を、私が命ある限りは、また直接お話し
して伝えていけたらいいかなと思っています。
○鈴木先生 きっと、ここにいる人たちも初めて聞いた
こともたくさんあるかと思います。
さて、端に座っている２人、とっても緊張している

と思うんですけれども、今、臼井先生、菅原先生のや
り取り聞いて、菅原先生にインタビューはしたかと思
うんですけど、改めて何かインタビューし直すなら、
これ聞いてみたいなということありますか。
○西口さん 菅原先生は、教師になってから何か気をつ
けるようになったこととか、意識するようになったこ
と、ありますか。
○鈴木先生 防災に関してっていうことやね。教員採用

試験みたいな質問ですけれどもね。
○菅原先生 意識が変わったことは山ほどあるんですけ
ども、その中でも、私は３月まで大学生で、４月から
教員になるぞということで、今までの大学生みたいに、
責任感はないところから、今クラス担任しているんで
すけども、クラスの子の命を預かっているんだという、
そういった気持ちはすごくあります。
その中でも例えば、地震起こったときに逃げるとい
うことはもちろん大切なんですけど、その後のどう生
き抜くのか、そういうところまで教員になってから発
想が行った。例えば避難所のことであったり、様々な
トラブルが予想されるとか、後は事前のこの準備して
おけばとか、そういうことをよく考えるようになった
かなと思います。
あともう１つ、この職業まだ９か月なんですけど、
教員している中で伝える、高校生みんなと一緒の時間
を過ごすというすごい貴重なことをさせていただいて
いるなというのはすごく感じて、意識としては。悔い
のないように伝えたいと思ったことはすぐ伝えるとい
うところです、
○西口さん ありがとうございます。
○鈴木先生 今の菅原先生が子供たちに伝えたいという
ことは何かありますか。
○菅原先生 よく自分のクラスの子には言っているんで
すけど、本当に命だけは大切にしてよと。そういうこ
とは言っていて、命さえあれば、今苦しいし思春期真っ
ただ中で様々なことが周りで起こるわけですけど。本
当に何とかなるからっていうのはすごい言っていま
す。
○鈴木先生 本当にそうですよね。災害が起こるとか、
起こっていないとか、そういうこと関係なくやっぱり
命あってこそですよね。それはやっぱり私も同じ教師
として思うところはあります。
内林さんも何か聞きたい。

○内林さん はい。今、臼井先生のお話を聞いて、改め
てそういう授業を使って生徒に伝えたいことって何か
ありますか。
○菅原先生 来週であれば舞子高校はメモリアル行事も
あって、この震災のことを考えるという期間があるん
ですけども、そのときにも、もちろんさっき言った命
を大切にということは言うんですけど、それにプラス
して、今後起こり得る南海トラフ地震の話なんかも交
えながら、クラスの子だったり、授業でとかちょっと
でも伝えられたらいいのかなというのが１つあるの
と、後は最近、家族で地震について話すということが
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あって、父のエピソードが１つあったので簡単に説明
します。父は神戸市の出身で、震災当日は京都のほう
で仕事をしていて、地震が起こったということに気づ
いて、車で神戸に戻る、様子見に行くっていうことが
あったんです。そのときに父の職場の方がこれもあれ
もっていろいろ食料品を提供してくれて、それを車に
積んで運んたというエピソードを聞いて、苦しい中で
も人の温かさというのは大切なんや、苦しい中にもそ
れをばねに頑張れる、自分もみんなも震災は経験して
はいないんですけど、もし起こったとき、苦しいとき
は人の温かさを大切にしたいよね。そういう話は来週
クラスではしようかなと、今考えています。
○内林さん ありがとうございます。
○鈴木先生 そういうエピソードがきっとたくさんあっ
たんだろうなと思いますし、直接体験してない菅原先
生でもお父さんのお話を聞いて、こうやって皆さんの
前でお話しするというのも、また１つ語り継ぎの形な
のかなと思いますね。きっとそうやって御自身のお話
をされると、生徒ってとっても引きつけられるという
ところありますよね、臼井先生。絶対、心に響くもの
があると思うので、ぜひお話ししてあげてください。
○菅原先生 ありがとうございます。
○鈴木先生 せっかくお会いできたので、臼井先生に何
か聞きたいことありますか。
○西口さん 菅原先生のお話でもあった南海トラフ地
震。今後必ず発生すると思うんですけど、そのとき臼
井先生は、阪神・淡路大震災での経験をどんなふうに
生かして対応していきたいですか。
○臼井先生 私が生きているうちに、もう起こってほし
くない、あんな目にはもう二度と遭いたくないなとは
思っているんですが、防災安全教育でいうと、あのと
きに建物とかタンスとか重いものが寝室で倒れてきた
ので、備えを常にしておくということ。頭を打たれて

亡くなった方もいっぱいおられたり、もちろん今は建
物も、耐震構造で造られていると思うんですが。いつ
どこで地震が起こったらどう行動するか、家族がどこ
で会うか、約束をどうするか、携帯が使えなかったと
きどうするかということを常に想定しておかないとい
けないという準備ですね。阪神・淡路のときは何の予
備知識もないときに地震が起こって、学校も初めて避
難所になり、公務員が避難所の運営するということも
私も知らなくて、そういう戸惑うようなことばっかり
だったので、常に備えておくということですかね。
○西口さん ありがとうございます。
○鈴木先生 臼井先生は今、大学生をお相手に音楽を教
えておられるとお聞きしましたけれども、大学生の皆
さんにそういうお話をされるということはあります
か。
○臼井先生 私は音楽教育を中心に教えているんです。
今、４年目で、今年の４月から５年目になるんです。
防災安全教育というのも１週間に１度担当しているの
で、１年に１回は１時間半の講義で、「しあわせ運べる
ように」の歌に込めた思いとか、今までの経緯、そし
て願いをその授業を取っている学生にはしています。
あとは音楽のゼミを担当しているので、３回生、４回
生のゼミ生を受け持っているんです。来年度からは共
学になって、初めての男子の学生も入ってくる。一番
近い存在のその人たちに、より深く、いろんな場面で、
大学生バージョンの「しあわせ運べるように」をどう
伝えていくかということをしていきたいなと思ってい
ます。
○鈴木先生 大学生バージョン、時間があったらぜひ聞
いてみたいですね。
内林さんも何かありますか。

○内林さん その「しあわせ運べるように」の歌詞で、
今私たちに「しあわせ運べるように」の歌の指導をす
るってなったときに、歌詞のどのフレーズを一番重要
というか、一番意識して歌ってほしいとかってありま
すか。
○臼井先生 先ほど言った「亡くなった方々の分も毎日
を大切に生きていこう」ということが、私がこの歌に
込めた一番のメッセージかもしれないので、先ほど菅
原先生も言われたように、6,434名の方、生きたくても
生きられなかった命がたくさんあったということを、
この歌を歌うときに、いま一度思い返してほしいし、
御自身の命、そして周りの方々の命、そういうことを
この歌を歌うときに大切に歌ってほしいなと思いま
す。
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○内林さん ありがとうございます。
○鈴木先生 いろいろ初めて聞くお話もたくさんあった
かと思うんですけれども、菅原先生、この後もまた「し
あわせ運べるように」を歌うわけですけれども、どん
な気持ちで歌いますか。
○菅原先生 経験していないんですけども、亡くなった
方の思いを考えながら、歌いたいなと思います。
○鈴木先生 内林さん、西口さんはどうですか、お話聞
かせてもらって。
○内林さん 私も小学生のときからずっと１月になった
ら毎年歌っていて、臼井先生からのお話を今聞いて、
その歌詞の意味を理解して歌いたいなって思ったし、
環境防災科に入って阪神・淡路大震災のことを詳しく
学んだからこそ、今日のお話もそうだし、阪神・淡路
大震災のお話ももっといろんな人に伝えていきたい
なって思いました。
○鈴木先生 西口さん、どうでしょう。
○西口さん 今のお話を聞いて、これまで歌ってきた中
では、歌詞を分かったつもりでちゃんと考えて歌って
いたつもりだったんですけど、臼井先生のお話を聞い
て、よりもっと思いをはせて歌うことができるんでは
ないかなと思います。
○鈴木先生 「しあわせ運べるように」は、神戸の歌だ
けじゃなくて、各災害で被害に遭われたところでも歌
われておられるわけですけれども、改めて臼井先生、
歌の力ってどうですか。人を救ったり励ましたりする
ものがありますか。
○臼井先生 私は、講演会のタイトルとして「歌の力を

信じて」というタイトルで、たくさんの講演もさせてい
ただてるんです。私は幼いときから歌うことが大好き
で、いろんな歌に励まされたり、慰められたり、元気を
与えてもらったり。歌は時間の壁を越えていくような
ものだと思うので、人の心をつないでくれますし、そ
のときの記憶を思い返してもくれる。そういう思いで
これからも歌を作っていきたいと思っていますし、今
まで作った歌も大切にしていきたいなと思っています。
○鈴木先生 ありがとうございます。
この後の記念ミニコンサートでも御披露いただける
ということで、臼井先生も引き続きよろしくお願いい
たします。
そろそろお時間が来たということなので、震災30年
スペシャル座談会～臼井先生、その生徒、その生徒の
生徒～はここまでということになります。
臼井先生、菅原先生、内林さん、西口さん、ありが
とうございました。
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記念ミニコンサート
指揮：神戸親和大学 准教授 臼井 真さん
演奏：長田区合唱団
曲目：「しあわせ運べるように」「群青」



【コーディネーター】
●ＮＨＫ大阪放送局 チーフ・アナウンサー

大山 武人さん

【グラフィックファシリテーター】
●大阪防災プロジェクト共同代表 多田 裕亮さん
●山越 香恋さん

【パネリスト】
●人と防災未来センター長 河田 惠昭さん
●京都大学防災研究所 教授 矢守 克也さん
●京都大学防災研究所 教授／
災害メモリアルアクション KOBE企画委員会委員長

牧 紀男さん
●明石工業高等専門学校 准教授 本塚 智貴さん
●兵庫県立舞子高等学校 環境防災科長

鈴木あかねさん
●ＮＰＯ法人 TEAM・あげあげ 代表理事

高橋 徹さん
●ＮＰＯ法人防災デザイン研究会／
株式会社ＧＫ京都 第１デザイン部 シニアディレクター

卜部 兼慎さん
●株式会社ＧＫ京都 第２デザイン部 シニアデザイナー

伊藤奈緒子さん
●関西大学社会安全学部 教授 奥村与志弘さん
●京都大学防災研究所 助教 中野 元太さん

○司会 ただいまから「これまでの30年とこれから～
“アクション” の次は？～」をテーマに、特別シンポジ
ウムを始めさせていただきます。
ここからの進行は、ＮＨＫ大阪放送局チーフアナウ
ンサー大山様にお願いいたします。

○大山コーディネーター ＮＨＫ大
阪放送局アナウンサーの大山と申
します。
災害メモリアルアクション
KOBE の企画委員を務めております。今日はどうぞ
よろしくお願いします。
今日は、これまでの30年ということで、いろいろ話
が出てきていますけれども、今の災害メモリアルアク
ション KOBEは３代目のプロジェクトであります。
初代、そして２代目、３代目という形で、プロジェ
クトのリーダーの方に今、既に御登壇いただいていま
す。
阪神・淡路大震災を経験した世代による「メモリア
ル・コンファレンス・イン神戸」というのが2005年ま
で、これ初代のプロジェクトです。その教訓を次世代
に伝えるための災害メモリアル KOBE が2015年まで、
これは２代目です。そして、そのバトンを引き継いだ
災害メモリアルアクション KOBE が2016年から今年
までとなっています。

今日は、その３つのプロジェクトの位置づけや意義
を共有するとともに、この10年で参加した若い世代の
変化やプロジェクトの成果、さらにこの先の10年を見
据えたこのアクションの次のキーワードは何なのかと
いうことを探ってまいりたいと思います。これから90
分語り合ってまいります。
そして、グラフィックファシリテーターを御紹介し
ます。大阪防災プロジェクト共同代表の多田さん、そ
して山越さん、引き続きお願いします。
今日のシンポジウムの構成をお伝えします。まずこ
の30年、そして災害メモリアルアクション KOBE の
位置づけとか意義について、このお三方とお話をして
まいります。
さらにこの10年、参加した若い世代の変化とは、と
いうことで、教育現場の視点から、主に教育現場の企
画委員の方に壇上に上がっていただきまして、話を
伺ってまいります。
そして、この10年の成果物の取りまとめということ
で、様々なプロダクトが生まれていますけれども、そ
こから分析するとどんなことが言えるのか、さらに、
この成果の取りまとめで、どんなものが出てくるのか
ということをお伝えしてまいります。
最後に、ここ一番重要なところですけども、この先
の10年、「アクションの次は？」ということで、また話
を進めてまいります。
それぞれパート２からパート４に関しては、災害メ
モリアルアクション KOBE の企画委員が代わる代わ
る登壇していただきまして、お話を進めてまいります。

○大山コーディネーター では、もう既にスタンバイし
ていらっしゃっていますけれども、パネリストの御紹
介と、それぞれ震災30年を迎える思いを一言お願いし
ます。
まず、人と防災未来センター長の河田先生です。よ
ろしくお願いします。

○河田氏 一言で言いますけども。
とても信じられないといいます
か、30年前に起こったときに、全
く考えてもいないような30年後が
今起こってると思っています。

○大山コーディネーター そして、２代目の京都大学防
災研究所教授、矢守先生です。では30年の思い、いか
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パート１：震災30年「災害メモリアルアクション
KOBE」の位置づけ・意義は？

特別シンポジウム
「これまでの30年とこれから～“アクション”の次は？～」



メモリアル・コンファレンス・イン神戸 提言 - 第1回 １９９６年２月２０日 -

１． 広域防災体制の確立

２． 地震規模の予測とインフラの設計法の見直し

３．産業とくらしの早期復興のための国家による財政支援

４．地域に根差した協働型まちづくりシステムの確立

５．巨大都市災害対応におけるコーディネーション機能の強化

６．支援のネットワークづくり

７．建物の設計・施工システムの見直し

８．心のかよう災害情報は、生きた地域コミュニティを作ることから

特別シンポジウム

これまでの30年とこれから～“アクション”の次は？～

がでしょうか。
○矢守氏 30年は、皆さんそれぞれ
今、自分の頭の中で自分の年齢を
言っておられると思うんですけ
ど、私は32歳から62歳の30年間で
した。ちょうど自分が仕事を人生の中で、一生懸命
やっている時期に、この30年が重なりまして、その30
年、一緒に仕事をしてくれてよかったなと思っていま
す。今日はよろしくお願いいたします。
○大山コーディネーター ありがとうございます。
そして３代目、京都大学防災研究所教授で災害メモ
リアルアクション KOBEの企画委員長の牧先生です。
○牧氏 30年目で、中越地震があっ
て、それから東日本大震災があっ
て、昨年、能登半島地震があって。
一言で言うと。創造的復興という
復興の姿も変わらないといけないのかな。30年１世
代、一区切りという気もいたしております。よろしく
お願いします。
○大山コーディネーター 今、申し上げましたけれども、
３つのプロジェクトが10年区切りで進められてきまし
た。
最初のメモリアル・コンファレンス・イン神戸、河
田先生、これはどういったプロジェクトだったんで
しょうか。
○河田氏 まず、震災が起こった当時、都市災害の研究
をやってる人は世界で僕１人だったんです。だから、
非常に大きなショックを受けたわけです。三宮に来た
ときに、目の前に廃墟になったまちが展開していて。
それまでは、非常にプライドを持って研究していたわ
けです。だから、世界一流の研究をやっているという
自負があって。でもあの惨状を見たときに、何をやっ
てきたんだ。たくさん論文も書いたし、一生懸命やっ

てきたんだけど、ちっとも役に立ってないということ
が分かったんです。
だから、震災のときに思ったのは、役に立つ研究や
らなきゃ駄目だって思ったわけです。実は当時の防災
というのは土木工学が主流だったんです。そこに
ちょっと建築が入っているという形でね。だから、こ
んな大きな都市災害が起こって、土木とか建築だけ
じゃ駄目だと。だから、この震災に関心のある人を全
部集めて議論しなければいけない。これが実はこのメ
モリアル・コンファレンス・イン神戸を作った土台に
なっているんです。
○大山コーディネーター その最初の提言というのがこ
こにありまして、1996年２月20日に提言がありました。
こういった８項目です。１番目が広域防災体制の確
立とか、２番目が地震規模の予測とインフラの設計法
の見直し、３番目が産業とくらしの早期復興のための
国会による財政支援、そして４番目が地域に根差した
協働型まちづくりシステムの確立など、こういったこ
とを提言されていますけど、今、30年前のこの提言御
覧になってどうですか。

○河田氏 ここに至るまでのプロセスがとても大事で、
実はメモリアル・コンファレンス・イン神戸という組
織をつくったのはいいんですけど会議をする場所もな
い。お金もない。こういう中でどうやって大きくして
いこうかということが非常に大きな課題になったんで
す。
それで土木や建築だけではなく、まちづくりとかい
ろんな人を集めなきゃいけないというので、当時500
人ぐらい集まって実行委員会をつくって、80人ぐらい
で毎月会合をやって、１年後の２月に大会をやろうと。
神戸国際会議場というのが潰れてなかったので、２
日間借りるのに当時600万円が必要だったんです。
○大山コーディネーター 大金ですね。
○河田氏 組織委員長に新野先生になっていただいて、
実行委員長に土岐先生、僕が幹事長で、幹事が当時助
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教授の林春男で、この４人が動き始めたわけです。そ
れで、お金が一銭もないと分かったんです。もう予約
はしたんですが600万円必要です。どうするとなった
ときに、僕が幹事長で、河田に責任があるとなったん
です。突然です。困った。
それで東京の土木学会に行ったんです。専務理事

に、こういうことやるから100万円ほしいと言ったん
ですよ。そうしたら専務理事がびっくりして、そんな
こと私に今言っていただいても、急にそんなもの出せ
ないって言われた。もう２月にやらないといけないん
だから。土木学会で理事会やって100万円くれるの決
まるまでに６か月ぐらいかかるでしょう。これはいか
んと思って、とっさにうそをついたんです。建築学会
が100万円くれることになったと言ったら、土木学会
が、えっ建築学会が出したのか。じゃあ出さなしゃあ
ないというので100万円もらった。それで、その足で
建築学会行ったんです。それで、土木学会で100万円
もらったと言ったら、何、土木学会が100万円出した。
じゃあうちも100万円出すって。これで200万円。これ
はいいと思って大阪に帰ってきて、今度は関西電力に
行ったんです。それで、大阪ガスが100万円くれたと
言ったら100万円くれて。今度大阪ガスに行って、関
西電力が100万円くれたと言って、それで400万円です。
しめしめと思い、今度ＪＲ西日本に行って、民鉄協

会が100万円くれたって言ったんです。何、民鉄協会
100万出した。じゃあうちも100万円出さないかんなっ
て。これで600万円です。
１か月で1,280万円集めたんです。僕は大学の先生

にならなくても、立派な経済のリーダーにはなれた。
だからお金なかったらできないではない。そういう苦
労から始まったんです。要するに、このメモリアル・
コンファレンス・イン神戸というのは、つくった時点
でみんなの意思をそこに反映しなければいけないとい
うことから始まっているわけです。補助金で行ったん

じゃないので。
だから、この提言は土木と建築が中心になっている
んです。ですが、コミュニティの問題など、今は本当
に大切な問題も実は当初から入っているんです。そう
いう意味で非常に大きな不幸だったけれども、これを
学ばないで一体どうする、そういう熱意だけはあった
んです。
○大山コーディネーター そういった知見を10年間積み
重ねていって、バトンを受け取ったのが、この２代目
のプロジェクト、災害メモリアル KOBE です。矢守
先生、どういうふうにバトンを受け取りましたか。
○矢守氏 大体３代続いたものって、２代目の印象がな
い場合が多くて、徳川将軍もそうだし、足利将軍もそ
うだし、そもそもバトンをもらっているという段階で、
自分でバトンをつくっていないというのが問題なんで
すけど、今、河田先生がお話しくださったように、絶
対１回しか通じないテクニックで1,280万ですかね。
ファンドレイジング、お金を集めていただいて、その
おかげで第１世代から渡ってきたバトン。これをどう
受け渡していこうかというときに、私たち２代目なの
で、第１世代と第２世代をどうやってつなぐかという
のが、最初からキーワードになりました。
後でまたゆっくりと思いますけど、私がその第２世
代を担当させてもらっていた期間、2006年から2015年
なんですけど、その間に2011年東日本大震災が起こっ
たので、それをどう第２世代として受け止めるかとい
うのも、もう一つ大きな課題だったですね。
○大山コーディネーター この第１世代、第２世代とい
う言葉、非常に印象的なんですけれども、これはすな
わちどういう問題に向き合おうとしたんですか。
○矢守氏 一言で言うと、さっき臼井先生とその生徒、
その生徒の生徒というすてきなお話と歌を聞かせてい
ただきましたけれども、全く同じような意味で、第１
世代、河田先生を中心に引っ張ってきていただいた皆
さんと、それから直接は震災を経験していないという
世代はまだそんなにいなかったんですけど、子供だっ
たっていう世代がたくさん、10年たっているんで、当
時７歳だった人が17歳、10歳だった人が20歳。その人
たちが、高校生とか大学生とか、あるいは就職し始め
たという時期だったので、その当時の10代後半から20
代の人たちを第２世代というふうに位置づけて、震災
当時、もう第一線で活躍した世代を第１世代と位置づ
けて、その間をどうブリッジするかというのが大きな
課題だったんです。
○大山コーディネーター まさしく、この図のようなこ
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とですね。
○矢守氏 これは懐かしい資料で、第２世代の10年間が
終わった後にみんなで作った資料なんです。その中に
今、画面で皆さん御覧いただいていると思うんですけ
ど、キーワードとして、横に「ヒト」と「モノ」でつ
ないでいく、それから縦のほうに「ココロ」と「コト」
でつないでいくというのがあって、例えばその中に、
先ほども披露いただいたような歌もあれば、それから
左下のほうですか、先輩と後輩、それから先生と生徒、
師匠と弟子とか、こういう関係の中で第１世代から第
２世代へバトンをつないでいこうと。そのバトンをつ
なぐというときの、バトンを手渡す人と送られる人の
関係、これはいろいろあると思うんですけども、それ
をいろんな形で模索しましょう、探しましょうという
のが大きなテーマでした。
○河田氏 それも大事なんですが、例えば、このメモリ
アルアクションのパンフレット。これ実はＧＫ京都が
頑張って作ってくれているわけです。ＧＫ京都の卜部
さんは、被災者なんだけど。30年前若者で、彼はずっ
と30年間やってくれている。こういう個人の熱意。こ
れがこの会議に活かされている。だから、今発表して

もらった内容、中身は変わったけれども、どう出すか
というふうなところは１回目から変わっていないんで
す。これが非常に大事だということです。
○大山コーディネーター 今日は卜部さんも登壇されま
すので、お楽しみに。
そしてそのバトンをさらに３代目が引き継ぐわけで
すけども。牧先生、災害メモリアルアクション KOBE
として、どのように引き継いだんでしょうか。
○牧氏 ３代目というのは初めのうちは楽なんです。先
代２代にわたって大変すばらしい成果をつくっていた
だいているので。ただ、同じ商売を30年続けるという
のはなかなか難しくて、やろうと思ったこと、アクショ
ンとつけた意味は、もうそろそろ南海トラフ地震も来
るから、語り継ぎだけではなくて、これをどういう形
で実際の防災・減災に続けていくのかということ。も
う一つ受け取ったメッセージは、今日の午前中のパネ
ルディスカッションで最後に皆さんに聞きましたが、
こういう場をどう維持していくのかということが大事
かなと思いました。３年目ぐらいまでは矢守先生の成
果というか、先代の御意思を食い潰して、結構うまい
こと行ってるなと思っていたんですけど、このまま
やってもいけないのかなという、その後少し不安に
なってきたということです。
○大山コーディネーター 若い世代が震災の教訓を伝え
るための仕組みづくりを目指したということで、今日
この後のお話につながってまいります。この10年間で
どんな活動で、どんなことが見えてきたのかというの
を見ていきたいと思います。
ここからはお三方にはコメンテーターとして残って
いただきまして、企画委員がそれぞれのテーマごとに
登壇いただきましてお話をいただきます。

○大山コーディネーター ２番目のパートは教育現場の
視点からということです。この10年、参加した若い世
代の変化というのも、私見てきて感じておるところが
あります。そこを教育現場の視点から、先生方に登壇
していただきます。災害メモリアルアクション
KOBE の企画委員から３人の方に登壇していただき
ます。
まず、明石高専の本塚先生、午前中に引き続きよろ
しくお願いします。
そして、県立舞子高校の鈴木先生、先ほどに続いて
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よろしくお願いします。
続いて、元明石南高校で現ＮＰＯ法人の TEAM・あ

げあげの高橋先生、よろしくお願いします。
それではまず、それぞれの先生方に、それぞれの学

校でどのような形でもって、このメモリアルアクショ
ン KOBE に参加してきたのかというのをお話しいた
だきたいと思います。
まず、本塚先生、お願いします。

○本塚氏 明石高専の本塚です。
私はこのメモリアルアクション

KOBEに関わったのは、もともと
人と防災未来センターのときに、
出身校の明石高専が参加しているので、メンターのよ
うな形で関わらせてもらったというか、ちょうどその
頃がD-PRO135°の生まれたてのほやほやの時期で、
まさに一緒に歩んできたという形なんです。３年目ぐ
らいに私が母校に戻ることになって、そのまま顧問を
務めさせていただいているというような状況になりま
す。
○大山コーディネーター D-PRO が母体となってとい
うことは、防災士の資格を持った学生たちですか。
○本塚氏 D-PR135°のこのメモリアルアクション
KOBE に関わる前に、明石高専を含めた近畿の高専
が、神戸に位置する高専を中心に防災に特化した事業
を始めよう。その中に太田先生もいて防災リテラシー
という事業を始められて、２年目ぐらいにその防災士
の資格の養成講座に登録されたことで、学内でも防災
士が生まれるようになった。
生まれてそこで終わりだと、何も活動しない防災士

をたくさん生み出すことになるので、太田先生がうま
いこと学生のお尻を叩いて、おまえら何もしんかった
ら単なる防災士やぞと。何かやることないんかと言っ
て、まさに第１世代の多田くんたちが、じゃあ自分た
ちで組織つくるっていってつくったD-PRO135°が、
このメモリアルアクション KOBE とともに10年間ど
んどん大きくなっていったというところを伴走させて
もらっているような状況です。
○大山コーディネーター そして、舞子高校の鈴木先生。
舞子高校ではどのような形で生徒さんは参加している
んでしょうか。
○鈴木氏 ここにいるのは環境防災科の生徒なんですけ
れども、本当に有志なんです。別に強制しているわけ
でもなく、先輩たちが午前中見ていただいたようなイ
ンタビューとかをしていて、そういう活動をやってい
るからやらないっていうふうに勧誘をかけて、それで

いいなと思った子が手を挙げてチームに入ってくると
いう、そういう形で集ってきています。
○大山コーディネーター じゃあ有志が10年間続いて参
加してきたってことですね。
○鈴木氏 そうなんです。私はこれ
には転勤と同時に関わったので、
私この10年の最後の３年間だけな
ので、その淵源は分からないんで
すけれども、そうやって続いてきたんだと思います。
○大山コーディネーター そして高橋先生は、元明石南
高校の先生でいらっしゃって、めいなん防災ジュニア
リーダーでしたか、メモリアルアクション KOBE に
は、そこから途中参加しているんですね。
○高橋氏 どういう流れか、太田先
生にえらく気に入られまして。参
加しませんか、えっ、そんなん出
れんのとか思ったんですけど、子
供たちの勉強にもなるやろうし、不細工でもやってい
るうちに、様になるやろうと思って参加したのが、６
年ほど前です。だから、ちょうどこのメモリアルアク
ション KOBE の５年目ぐらいからですかね。参加さ
せていただきました。
○大山コーディネーター そして、この10年なんですけ
れども、若い世代の変化といいましょうか、この阪神・
淡路大震災というのが距離感、つながり感が変化して
きたのかなと思っております。本塚先生、明石高専で
すと、今、多田さんがいますけど、多田さんとか、活
動を思い出したら渡部さんという世代から、今日い
らっしゃる世代まで、阪神・淡路の距離感とかどうで
すか。
○本塚氏 当初は阪神・淡路だけじゃなくて、自分たち
のスタイルを模索していったという時代があって、募
金活動したり、阪神・淡路の教訓を得るためにインタ
ビューしたり、いろんなことやってる中で、彼らなり
にゲームを作るというのに到達したのがまさに第１世
代です。
第２世代にどうバトンを渡すのか。そのまま作った
ゲームをそのまま使ってずっと遊んでたらいいじゃな
いですけど、やっていたらよかったんですけど、第２
世代はゲームを作らずに地域連携にずっと走ったんで
すね。
第３世代がそれを見て、両方できるんだということ
で、その辺りで大体形ができてきたのかなというとこ
ろで。ですから私が何かを言っているというより、内
部で何となくその先輩の姿であったり、姿が見えなく
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なっても出来上がったプロダクトのゲームなんかを体
験する中で、こういう込められた思いがあるんじゃな
いか、じゃあ自分たちはどういうものを作るんだ、越
えるべき壁としての先輩たちの姿が出来上がって、今
70人近い学生が参加しているというような状況になっ
ています。
○大山コーディネーター 70人ですか。
○本塚氏 そうなんです。だから私も全然顔と名前が一
致しなくなってきたし、初めはすごく優秀な第１世代
だったので、こんな人たちが卒業したら多分この活動
は止まるんだろうなと思っていたんですが、それぞれ
の代がいいところを出しながら、よく分からないけど
継承している。それが実は防災って楽しいという一言
に行き着いているのかなと感じています。
○大山コーディネーター 今日、午前中、非常に印象的
だったのは、牧先生が明石高専の学生さんに、先輩か
ら何か引き継いでいるもの、聞き出しているものがあ
るのかというふうに問うて、学生さんがそういうのは
ありませんというようなお話でしたけども。ここにす
ごく象徴されているというか。
○本塚氏 だから、私も講師とかで地域に出て、防災を
きちんとつなげないといけないとか、依頼を受けてマ
ニュアルをつくらないといけないとか、そういう相談
受けるんですけど、ないほうが本人たちも自覚して自
分で学んでいって、それでもきちんと伝わっていると
いうところを、目の当たりにしてきたので、本人たち
もすごいなと思います。５年ぐらいして、第１世代の
先ほど話ししていた渡部くんが、自分たちの熱意込め
て作ったゲームの使い方が分からないと言い出して、
このゲームのルールを教えてくださいって言いに来た
ときに、そんなものがあったのかと思うこともあった
りして、何となくそういうつながりが生まれているの
が面白いなと思っていますし、それがこのメモリアル
アクション KOBE という活動で、毎年１回ほかの学
校さんとかグループと共有していく中で、それがより
洗練されていったし、自分たちらしさを見つけていっ
た過程なのかなと思います。
○大山コーディネーター 若い世代らしいなと思うの
は、何か口伝えみたいなものが詳細に伝わったりとか、
マニュアルがあったりとかいうことではなく、伝わっ
てきたゲームをプレイすることによって、それで伝
わってきたということなんですね。
○本塚氏 今となってしまっては、このゲームの正確な
ルールって、一応そのマニュアルがついているんです
けど、誰も読んでいないし、同じチーム内でもやって

いる人によって全然違うけど、最終的にアウトプット
として伝えたいことは一緒という、何かそういう不思
議な状況になっています。それが若い世代のこの取組
の一番の魅力なのかなというふうに思います。
○大山コーディネーター 私たちではちょっと思いつか
ないですよね。若い人ならではの感性でありますけど
も。
鈴木先生、今日午前中、先生から話を聞くインタ
ビューの話があって、若い先生は親御さんから話をさ
らに聞くことになってという話があって、そこから新
たな語りが生まれたっていう話ありましたよね。そう
いった若い世代ならではの取組が最近見えてきた。
○鈴木氏 やっていることは、きっと先輩から先生にイ
ンタビューをするということで変わっていなくて、ま
とめ方もあのように手書きで超アナログで１冊しかな
いという、そういうアナログなやり方をずっと口伝え
じゃないけれども、先輩と一緒にインタビュー行って、
先輩と後輩が一緒に活動する中で引き継がれていった
というところだと思うんです。
決して新しいということではなくて、ただインタ
ビューするお相手が震災の御経験がないから、じゃあ
どういうインタビューをしていこうかっていう彼らな
りの工夫の中で、そういう話が引き出せたんじゃない
かなと思いますね。
○大山コーディネーター 阪神・淡路大震災との距離感。
皆さんもちろん生まれていないわけですよね。そこら
辺ってどうお感じになりますか。
○鈴木氏 私たち、学校の中ではメモアクって呼んでい
るんですけど、メモアクメンバーといっても環境防災
科の生徒なので、決して阪神・淡路大震災のことを知
らないわけでもないから、どこかひとごとに思ってい
るわけではないとは思うんですけれども、生のお話を
聞くという、難しい話じゃなくてもその人にしか聞け
ない話を聞くというところが、より自分に引きつける
というところにつながっていくとは思います。
○大山コーディネーター 聞くことが大事だっていうこ
となんですか。
○鈴木氏 まず聞かせていただくというところが、全て
伝えて語り継ぐというところにつながっていくと思う
ので。聞くというのがまず第一歩かなと思いますね。
○大山コーディネーター 舞子高校は聞くことを大事に
されていますよね。
○鈴木氏 語り継ぐというのは、このメモアクだけじゃ
なくて大事な教育活動の一環なので、そこはどの生徒
も感じているところだと思います。
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○大山コーディネーター 高橋先生の明石南高校は途中
参加で、メモリアルアクション KOBE に新しい風を
吹き込んだ注目のグループでございますけれども、彼
らの阪神・淡路大震災との距離感はどうですか。
○高橋氏 高校で最初にスタートしたときに、実は私、
そんな子がいるというのを全然知らなかったんです。
総務部というところに配属されて、防災の担当には
なったんですけど、管理職が勝手にボランティア部と
か生徒会の担当者に、こんなんあるから生徒を出して
くれって言ったのが、１回目の淡路での育成合宿だっ
たんです。スライドには女の子５人映っていました
が、それまであの５人全く知らなかった。よい子たち
ばっかりだったので、君ら実はこんなんせんとあかん
けどって言うたんやけど、なかなか分からないんです。
防災のぼの字も興味がなかった子ばっかりなんで。
次の年から１年生に頼んで募集をかけたのが実際の

始まりです。ただ、やってきたのは、なんか無口な、
おまえできるんかみたいなぼやっとした男の子１人
やったんです。でも彼がいなかったら今がなかったと
思います。
○大山コーディネーター どんな活躍をされたんです
か。
○高橋氏 その子の友達とか友達の彼女とかが入ってき
て、４人ぐらいになったんですけど、何もできない子
たちで、何も分からない。
次の年に割と元気な４人が入ってきたんですけど、

防災をやるより、部活も何かあんまり面白ないし何か
ないか、というて来た子ばっかりなんです。
ただ、この子たちが賑やかで、いろんな話をするう

ちに、へえとか、はあとか言いながら。だから、阪神・
淡路大震災との距離も何もない子らやったんです。そ
の辺から上と相談して、きちんと教えていかなあかん
なと。その子たちだけに教えてもしょうがないんで、
総務部の防災担当やったので、年間２回ずつ、１年か
ら３年まで計６時間、防災のホームルームやらせてく
れないかということで。１年生から、その子らがおる
うちに、元気な子らに対して。実際に私、阪神・淡路
大震災の前に明石南に１回目いましたので、一番奥の
校舎と体育館がもうほぼ全壊で、実際全部建て直して
いるんです。私がおった２回目のときでも、まだその
余波といいますか、壁にひびが入っている。壊れかけ
ようから次の地震で落ちるぞって。よう言っていまし
た。
そんな状態なので、そういう話もしながら、工事で

取り壊している写真とか、３年生の卒業式が何と体育

館が使えないので、市民体育館でやったと神戸新聞で
出ていたその記事見つけてきて見せたりして。ずっと
やる中で、ちょっとずつ関心が向いてきた。課題研究
というのがあるんですけど、総合学科なので。そこで
阪神・淡路大震災のことに取り組んだ。全然その防災
授業に関係ない子が。聞いたらお父さん、お母さんが
被災したんです。
そういう中で、少しずつ、先ほど松岡が言っていま
したけども、活動すると結構いろんな話をしてくれる
んですよ。家が燃えて、これはもうどうしようもない。
体育館行ったらもう寝床もなかったという話をしてく
ださる方がたくさんいて、だんだん、その活動を通じ
て距離が狭まってきたといった感じになりました。
○大山コーディネーター 明石南高校の取組が始まった
この一連のグループの皆さんは、とにかく楽しくやる
ということがありますけど、それはどういうところか
ら出てくるんでしょう。
○高橋氏 先ほども言いましたように、何も意識のない
子らなんです。そこで難しい話をしたら辞めるいうて
出ていくに決まってるんです。だからせっかく集まっ
て逃したらあかん思って、わざと楽しいこと、スライ
ドにもありましたけど、廃油と空き缶でランプ作れへ
んか言うたら作る作ると言うて、トイレ作れへんか言
うたら作る作ると言うて。あのダンボールのトイレ１
個作るのに２時間ぐらいかかったんです。ああでもな
い、こうでもないと言いながら。喜んでいました。そ
の後に入ってきた子らが、今度は自分らで何か作る、
作りたいって言い出したのが、あのゲームにつながっ
てくるんです。
○大山コーディネーター 牧先生、この TEAM-3Aとか
彦根東高校新聞部など、途中の新規参加もかなり多く
なりましたよね。そういった新規参加のグループが、
このメモリアルアクション KOBE に与えた影響とい
うのはどうですか。
○牧氏 一言で言うと気抜けへんなと。先ほど先生が
おっしゃったみたいだけど、メモアクで頑張っている
やん、これはようできるチームやと思ってるけど、ほ
かから新しいの入ってくると、おいおい、大分ええや
ないかというので、すごくいい刺激になりましたし、
その頃からお互いのそういう活動を共有しませんか
と。お互いこんなことやっている、知らん子たちが
いっぱいいるんやから、そういう子と知り合うのもい
いよなという、そういうことも気がついたということ
があったと思います。
○大山コーディネーター 交流するという話が結構聞こ

58



えるようになりました。
ただ、この若い世代が震災の教訓を伝える仕組みづ
くりというお話だったんですけども、課題と感じると
ころもあると思うんですが。本塚先生、どんなところ
が課題と、この10年でお感じになりましたか。
○本塚氏 メモリアルアクション KOBE に参加させて
もらって、何度も失敗の経験も話しさせてもらってい
るんですけど、例えば２代目の学生たちは地域に出て
いって、行政からの補助金を受けて、感震ブレーカー
の設置を要配慮者の家に自分たちでブレーカーの形が
違うから、高専生の技術をもって既製品をつけていっ
たら、役に立つんじゃないかっていってつけて回った
ら、施工が甘くて平時に落ちて、要配慮者の人は平時
にブレーカーを上げれなくなって、自分とこだけ停電
するという、今じゃ考えられないことを起こしている
んです。ただ、それを地域の人が受け入れてくれる。
学生がやることだから失敗も含めて受け入れてくれ
て、失敗したとしても地域でまだ活動させてもらえる。
そこがやっぱり難しいですし、学生がすることの意味
なのかなと思っています。
だから、イベントとかの依頼を受けても、学生がや
ることなんで失敗はありきですと。だから皆さんが期
待する、新聞に載ってすごく高いものができると思っ
ているかもしれませんが、そんな大したものは出てき
ませんという相互理解なのかなと思います。
○大山コーディネーター 温かく見守るというやつです
ね。
○本塚氏 これだけ結構いろんなところで報道されて、
何やこれはすごいですって褒められている一方で、裏
ではいっぱい失敗して、それを地域の人たちにうまく
フォローしていただいて育てていただいているという
ような状況かなと。
○大山コーディネーター 地域連携をしたということ
が、地域との交流、信頼づくりになっていますよね。
○本塚氏 よく学生に言うのが、被災地にボランティア
に行くのもいいんですが、自分たちの住んでいる地域
に足を運んで、その人たちに怒られて、一緒に頭を悩
ませて、その地域に参加させてもらっている中で、今
回は自分たちのタームなんで、主催で防災ゲームをさ
せてもらいます。次回は皆さんの主催の秋祭りの警備
のお手伝いしますでいいんじゃないかなと。そういう
関係づくりというのが、うまく行きつつ失敗も繰り返
しているようなところなのかなと。
○大山コーディネーター 舞子高校、鈴木先生はどうで
すか。課題と感じられていることは。

○鈴木氏 今、本塚先生のお話聞いていて、地域という
のがキーワードで出てきたと思うんですね。きっと高
橋先生もフィールドは地域でいろいろ活動されている
んですけど、じゃあ舞子高校が地域をフィールドにし
てメモアクチームが活動できているかといったら、そ
うじゃないなと思っていて、結構伝えたい相手という
のは自分の同級生だとか、インタビュー対象の学校の
先生だとか、割と舞子の中で完結しているなというの
は、お二人のお話聞いていて、地域という視点が欠け
ているなって。
今、地域っていうところをフィールドにして、これ
から活動していかないといけないなと、お話聞いてい
て思いました。
○河田氏 こういう活動ってここだけやっているんじゃ
ないんです。もう20年、「ぼうさい甲子園」というのを
やっていて、これは、非常に大規模になっているんだ
けど、まさに今、御紹介いただいたように、学校と地
域がどうつながっているかというのがポイントになっ
ているんです。
だから、こういう災害メモリアルアクションの活動
だけじゃなくて、これが発端になって、国的にそうい
う防災教育が、非常に見直されている、どんどん変わっ
てきているんです。だから、ここの活動だけがどうと
かというよりも、30年間やってきて、日本の防災教育
の中身も随分変わってきているというのに、つながっ
ているということも僕は高く評価しないと。単に１年
に１回ここに集まって、それを成功させるためにそれ
ぞれのところで努力しているというレベルで評価して
はいけないと思うんです。
○大山コーディネーター 高橋先生、明石南高校の皆さ
んとかはすごく活躍してましたけれども、課題も感じ
られるところもありますよね。
○高橋氏 今一番思っているのが、よく新聞の記事とか
ニュースでも、地域で若い人がどうのこうのってある
んですけど、じゃあその子たちが本当に将来的に地域
に残って、南海トラフ地震とか、大きな災害があった
ときに活躍してくれる人材になれるんだろうかという
一つ疑問があるんです。
というのは、私が今まで活動に参加してもらってい
た高校生、大学生は基本的に自分たちの発想でやって
きたんです。もちろんスタートはこれやって、はいや
ります、こんなん手伝うて、はい手伝いますで入った
んですけど。途中からは、ちょっとこんなんやらせて
もらえませんかということで、それをやっているうち
に自分たちの自信がつきますし、今まで50人ぐらいが
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巣立っているんですけど、その50人が生まれ育ったと
ころに戻ってきて活躍しているかどうかという自信は
ありません。けれども、何かのときに、ぱっとひらめ
いて、気になって戻ってくる子は絶対おるなと思うん
です。そういうのを、地域の力で一緒に育てていただ
けるようなことをしていかないと。学校とか特定の個
人が幾ら頑張っても駄目だなというのがあって、去年
から明石市の担当部局とか、コープこうべさんが結構
支えてくれているんですけども、社協さんとかと連携
して、できるだけ自治会とかに呼びかけて、地域の中
で、地域の力で育ててもらえませんかということを
ずっと言い続けているんです。
○大山コーディネーター 矢守先生、地域の力で若い人
たちの力を引き出すというんですかね、広げていくっ
ていう取組ってやっぱり重要ですね。
○矢守氏 自分もそういう考えに則ってあちこちの地域
で、学校と地域のおじいちゃんおばあちゃんといろん
な活動してきましたので、本当に大事だと思います。
あと、それにちなんでですけど、高橋先生がさっき

おっしゃったことの中で、あと本塚先生もおっしゃい
ましたけど、今日、距離感というのはちょっとキーワー
ドで出ていたんです。高橋先生が、この子ら何も知ら
んとか、何も意識なかったんですっておっしゃったん
ですけど、それが大事だったんだと思うんですね。つ
まり、これを知ってからじゃないと、何か防災のこと
をやっちゃいけないとか、阪神・淡路のことを考えちゃ
いけないってやるから、距離感ができるんであって、
距離感を何かつくっているのはこっちだということで
す。それは全然ゼロで、白紙でボンと臨んでくださっ
た皆さんには、これあんまり距離感なかったんやなと
思いました。
○大山コーディネーター むしろそれがよかったと。
○矢守氏 もちろんいきなりブレーカーが落ちるとか、
そんなことは起こるんでしょうけど、でもそれが大事
だったんだなって、今気づかされました。
○大山コーディネーター まさしく牧先生、この後にも
出てきますけれども、今のお話というのが、この10年
での気づきの１つでしたね。
○牧氏 そうですね。だからさっき３代目としては、語
り継がなあかん、語り継がなあかんのやと思っていた、
それが要するに重いと。今日、午前中の彦根東の御発
表の中でも、風化するっていうのでいいじゃないとい
うお話がありましたけれども、そこの壁を越えたこの
20年目から30年目やったのかなと。
だから、「KOBE のことば」ということをずっとタ

イトルに銘打っていて、本当に「KOBEのことば」と
いう私たちのイメージは臼井先生の話を聞くとか、被
災した人の話を聞くやったんですけど、そうじゃない
んやと。逆に言うと今、気づかされたのは、そこに距
離をつくってしまっていたのかなと思います。
○大山コーディネーター この10年の活動、特に教育現
場の視点で御覧になったからこそ言える次のキーワー
ドのヒントみたいなことをお話しいただけたらなと思
うんですが。本塚先生いかがですか。
○本塚氏 難しいですね。
○大山コーディネーター これまでのキーワードでも、
楽しむとかもうさんざん明石高専で出てきていますよ
ね。
○本塚氏 明石高専としては楽しむですし、ＯＢなんか
と私が言っているのはキリンというのを１つキーワー
ドにしているんです。キリンというのが明石高専の代
表作の「RESQ」っていうゲームのカードの中に、ホ
イッスルを吹いたら動物を呼べるという効果があるん
ですね。それを初めて遊んだ私が、動物呼ぶんなら僕
はキリン好きなんで、キリン呼びますといってゲーム
を破綻させたんです。でもそれから何となくゲーム作
るときにキリンの要素を入れよう。だから完全にオリ
ジナルじゃなくてファンタジー要素、そういう教える
サイドとしては、きちんと取り組んでもらいたいし、
しっかりするというのを指導するんですけど、それが
明石高専でいうキリンなんです。そういうのがあるこ
とが、自分ごととして取り組めるきっかけになってい
るのかな。
○大山コーディネーター 鈴木先生、いかがでしょうか。
○鈴木氏 本当、難しいですよね。でも、こうやって私
たち教師って基本自分が得意なことを常に教える立場
で、答えが分かっていて、分かっているのに質問する
という、ちょっと意地悪なところもありますけど、こ
うやって分からないことをポンって出したときに、一
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生懸命一緒に考えてやるのが大事なのかなって思いま
すね。私もそうやし、一緒に考えてやるというか。
どうしても、活動しているところ見たら、何でもっ
と早くやらへんのやとか、何やねんともう本当に
ピャッと何でも口も手も出したくなるんですけど、本
当にここでぐっとこらえるだけの、こっちの胆力とい
うか、それも要るかなって思いますね。
○大山コーディネーター この胆力に関しても、牧先生、
この10年、割とぎゅっと抑えたところもありましたよ
ね。胆力というか、何でもかんでも答えを言わないと
いうんでしょうか。かなり自主性に任せて、彼らに自
由に考えてもらうというところですか。
○牧氏 そうなんです。まさに、いつも企画の中では、
こっち側が片づけて、私たちの考えたこの夢を、生徒
に実現していただきたいということを思って、いつも
押し込んで、いつも安富先生に、そんなことできるか、
おまえって怒られるんです。ですが、それがすごくよ
かった。胆力というか私たちが思っていることを押し
つけるのではなくて、そこから生まれてくることで学
ぶということがすごく多かったような気がします。
○大山コーディネーター それも10年の１つの気づきで
ありましたね。
高橋先生、いかがでしょうか。

○高橋氏 さっきの話に戻りますけど、何か難しいこと、
こうやってやろうという気負いとか、そういったもの
は捨てていかなあかんのかなという気がします。実
際、私はそこからスタートしたんです。何も分かって
ない子らやし、阪神・淡路大震災のこと何か言うてみ、
言うても何も出てこないんですよ。せいぜい１月17日
なんですよ。何時やと言うたら、６時やら７時やいろ
いろ出てくる。小学校や中学校で習ったんちゃうかと
いうようなレベルの子ばっかりやったんです。だか
ら、そこからスタートしていたので、いきなりこんな
のって出しても絶対駄目やっていうのは分かっていた
んです。だから、低いいうたら言い方悪いですけど、
下のほうからこう掘っていって、それで外に出て、
ちょっとずつ積み上げていくみたいなことしかやって
いなかった。それで、自然に自分らで考えるように
なっていたというのがあったので、私としては今まで
どおり、そういうスタンスでやっていくのが一番かな
と思います。今、全員で集まってというようなことは
なくて、LINE とか、そういったものを使ってしかやり
取りできませんので、余計かなと。
○大山コーディネーター 10年で得たその気づきと、こ
の先しばらくはその発想も生きていくんじゃないかな

という感じですね。
ここまで教育現場の皆さんからの視点から、お話を
伺いましたけども、河田先生、何か感想はありますか。
○河田氏 まず、能登半島の地震が起こって１年たつん
だけど、この１年間、地元の防災教育というものがど
うなっているかなんていうのは全くメディアに取り上
げられていないんです。避難所がどうだったとか。つ
まり30年前と変わらないということです。さっきの歌
じゃないけど、あの歌を聞いた途端に涙出てくるで
しょう。だけど、涙出てこない地域があるんです。こ
れ、どうするんだって。南海トラフ地震が起こったら
6,100万人が被災者になる。国民の２人に１人です。
そんな状態が地域間で、例えば防災教育の格差が、結
局被害にレスポンスするんで、これを放っておいたら
駄目なんで。そこはこういう組織から出していかない
と、放っておいたら駄目です。
もちろん、高校生とか高専生とか大学生が成長する
プロセスってとても大事なんだけど、それを待ってお
れるところと、待っておれないところがあるというそ
の切迫感をこの会で伝えないと。悠長なことをやって
いたら日本潰れちゃうぞと僕は言っているわけです。
○大山コーディネーター その切迫感をどう伝えていく
かというのは、私たちの知恵の絞りどころだなと。そ
れもこの30年以降の１つの視点にもなってくると思い
ました。
ここまで本塚先生、鈴木先生、高橋先生、どうもあ
りがとうございました。

○大山コーディネーター 続いてはこの10年、成果物の
取りまとめから見えてくるものは何だろうということ
を、皆さんと一緒に確認してまいりたいと思います。
先ほどお話ありましたＧＫ京都から卜部さん、そし
て伊藤さんに御登壇いただきます。お願いします。
災害メモリアルアクション KOBE では、この10年
の活動の成果を取りまとめるための作業を実施してき
ました。成果物として今後発表することになっている
んですが、その中心となっているのが、卜部さんと伊
藤さんです。
この10年の活動の成果を取りまとめるための作業
が、昨年の秋、２回にわたってＧＫ京都で行われまし
た。
これがその様子ですね。皆さんこのように、一生懸
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命、真剣に様々な議論をしています。大きなこの壁に、
縦軸が年代で、横軸がそれぞれの各グループの時代ご
と、その年ごとのプロダクトを並べて、そこから見え
てくるものを検討しています。
卜部さん、この成果物の検討について、まずお話し

いただけますか。
○卜部氏 ＧＫ京都はデザイン事務
所でございまして、河田先生から
も紹介いただきましたけど、最初
のメモリアル・コンファレンス・
イン神戸のロゴマークとかレポート、その辺をお手伝
いさせていただいたところから30年です。当時は25歳
でした。
取りまとめの冒頭はせっかくなんで、一緒に動いて

いる伊藤さんのほうからお願いしたいと思います。
○大山コーディネーター 今、このように、プロダクト、
ことば、グラフィックレコード、という様々なものが
積み上がっていますけども。
○伊藤氏 各年度で出している災害
メモリアルアクションの報告書と
いうものがあるんですけれども、
そちらにまとめられている、各参
加されている団体さんの成果物のページと報告書の後
ろにある各回の言葉ですね。印象的だった言葉という
ところがまとめられているページと、今書いていただ
いているグラフィックレコードのページがあるんで
す。そちらをばらばらに一旦出力をしまして、それを
一覧で見れるように整理を行っていきました。
１回目は10月頃、皆さんが出されたプロダクトと団

体というのを先ほど言っていただいたように縦軸・横
軸という形で整理したというところです。
そこに加えて、それぞれのプロダクトにどういう人

たちが関わっていたかというところも併せて彫り出し
ていきました。

２回目は12月にあったんですけれども、そちらでは
その横軸・縦軸のところに加えて、それぞれ出てきた
言葉をさらに整理していったという流れでやっており
ます。
○大山コーディネーター ということで、今こういう形
で見えてきたところですね。
○卜部氏 じゃあ私がここから説明しましょう。
まず、先ほど大山さんから御紹介いただきましたよ
うに、縦のずっと並んでいるのが各組織やチーム、そ
の方々が１年目からずっとやってこられたことで、そ
れを引いて見てみたら、大きく４つに分かれるよねと
いうことが分かりました。
牧先生も、この壇上でおっしゃっていましたけど、
最初の３年ぐらいは、皆さんが模索しながら、うちは
何をやる、これをやるというのがいろいろ出てきます。
そういった中で、それぞれの団体さんのやりたいこと
とか、やっていきたいことというのをずっと見ていく
のに、３年ぐらいかかった。
そして、2019年あたりから、これも先ほど牧先生か
らもおっしゃられましたが、「KOBE のことば」から
ちょっと離れようというのが、皆さんの活動の中から
垣間見える。神戸を引きずるということだけではなく
て、もっとワイドにやっていくというのがよく見えた。
神戸にとどまらない。ここからは神戸という言葉では
なくて、大震災を伝える、つながっていくんだみたい
な時間になった。
2020年にコロナがありまして、これによって、こう
いう集まりができなくなったから、それによって社会
も大分コミュニケーションのやり方が進みましたが、
オンラインでやろうと、それによって動画であったり
とかやり方も広がったと思うんです。それがこのアク
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ションの中で大きかったということで、社会も変わっ
たよねと。
それで、そろそろ取りまとめないといけないという
ことで、やっとテーマを決めまして、「聴く」「創る」
「報せる」というのを３年やってみましょうというこ
とで動いたのかなというのが、このメモリアルアク
ションを検証した形になります。
それで、この10年で生み出されたものとして見えて
きたのは、もの、ことば。１つ前の10年でもう随分出
てきたんですが、新しい人がどんどん出てきた。人と
人とのつながりであったりとか、学生さんなんで３年
から５年とかで、人が入れ替わっていくという中でも、
10年続いてるというのは、３代とか3.5代みたいな形
になってきて、そのつながっていく感じって非常に面
白いし、特徴的だということ。都度都度、壇上で話し
ていただく方とか協力しているチームの人とか、人が
出来上がってきている感じで、若い未災者の方々の中
で新たな人がどんどん出てきている。人、物も新聞も
あればゲームもある、それも何種類もある。それから
インタビューもあれば防災読本もあるということで、
もうメディアも非常に多様です。
それから、言葉ですね。さっき伊藤さんが説明して
くれたとおりですが、グラフィックレコーディングの
中でも、言葉を常に拾っていただいているので、既に
編集が入っていい言葉は残っている。この３つが出た
とまず思います。
それをさらに分析をかけたのがこのページになるん
ですが。ちょうどこの私の後ろあたりに手書きでウ
ワーッと書いてあるのが、これって結局こういうこと
だねっていうのを、さらに近しいものを集めたり、そ
れに対してのタイトルを決めたり、これはよくあるデ
ザインプロセスなんですけど、コンセプトを絞って
いっているんです。
ざっくりですが、まず、聴く、報せるという取組か
らは、やってみてこれが伝わった、伝えるってこうい
うこと、それで、聴くってこういうことというのが、
皆さんの経験が見えたような気がする。
創るという行為からは、新しい世代の方々は、何で
これをやっているんだみたいなモチベーションとか、
あと、何度も出てきている、それやることがとにかく
楽しいというようなこと。あと、みんながいるチーム
がある、こういう場がある、クラブがある、そういう
未災者の方の原動力、そういうものが見えてきた。
それで、旧世代は後世を死なせないために、生きて
楽しいことができるようになってほしいなという思

い。これは多分、河田先生が最後の締めのときに言っ
てる。それもしっかり拾われています。いつも言って
いるのが、もっと勉強して、もっと知って、もっと周
りのみんなにも広げてほしいという、そのためにやっ
とんねん。そういうことをおっしゃっていたので、そ
うかなと。
ここにいつもの吹き出しのデザインで抜いていって
るのは、これがいいという意味ではないです。もっと
あります。代表例として幾つか並べさせていただい
て、教訓は大事にしてきたんですが、それも全てじゃ
ないし限界がある。上から聞いたことじゃなくて、周
りから聞いたことでなくて、自分が知ることが大事
じゃないみたいなことを、我々がじゃなくて、皆さん
がここの会場で言っていただいているというのを大事
に集めていっています。
最後、これはまだイメージなんですが、そういう皆
さんのどういう人がこの10年いて、どういうものがで
きて、どういう思いを持っていたのかを、新芽として
捉えて、アクショングラフィティーということで
ちょっと引いて、全体が見えるような図を作ってみた
らどうでしょうと。
このまま行くと限らないです。実際こうならないか
もしれないけど、でもそこから、この人たちはメディ
アも違うし人も違うけど、これを狙ってたんだなみた
いなことが見えてくるようなのが幾つか出ればいい。
アクションをやった結果になるかなと思って、こうい
うのも考えてみています。
そういう意味では、今ここにはいらっしゃらない10
年前の先輩、渡部さんという言葉が出て、多田君は多
分言ったらすぐ来てくれると思うんですけど、前やっ
ていたときと今と何が違うんみたいなインタビューを
撮ってみたり。その心の変化みたいなものも集めて、
皆さんの手に取れる、こういったメディアとして10年
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をまとめておくということは、とても意味があるかな
と思っています。
○大山コーディネーター 牧先生、取りまとめ作業も入
られておりましたけれども、牧先生はどのように御覧
になりましたか。
○牧氏 この10年振り返ってみて、全然やっているとき
には気づかなかったんですけども、こうやって引いて
みると、非常にシステマティックに論理的に動いてい
て、我々いつも言いますけどフロントランナーですか
ら、こういうふうな形でやっていけばいいんだよとい
うのが伝えられるような、そういう仕組みができてき
た。そういうプロダクトができてきているのかなと思
いましたのと、一番の今回の気づきであり、これが30
年続いた１つの鍵は、ある段階で神戸だけ、「KOBE
のことば」を捨てたとは言いませんけども、神戸の教
訓だけにこだわらなかったというのが、実は若い世代
の方が続いてきていただけたのかなと、非常に私個人
としては思っておりまして、ずっとおまえら絶対神戸
や言うたら、やってられるかいと言われたような気が
すごくしました。
○大山コーディネーター 先ほどの教育の視点でも、そ
れを言うことによって距離感がかえって生まれてきた
というお話もありました。まさしくそういったところ
がつながってきたというこを思いますけども、河田先
生は、これをお聞きになってどうですか。
○河田氏 また裏話になるんですけど、１回目からこう
いうまとめをＧＫ京都にやっていただいて、卜部さん
はとても才能のある方なんで、僕たちが意図する以上
のことを出版物でやっていただいた。ずっとやってき
たのが途中で県がもっと安いところに発注しろと言い
出したんです。もう話にならないので、僕は科学研究
費でこのメモリアル・コンファレンスの運営費を要求
したら、文部科学省は問題ないんです。レベルの高い
ことをやるのに当然経費も高くなる。だから認めてく
れたわけ。だから、みんな政府が悪いと思っているけ
ど違うんです。自治体のほうがもっと悪い。
○卜部氏 ＧＫ京都は決して高い会社ではありませんと
いうことはお願いします。
○大山コーディネーター 矢守先生、一連の取りまとめ
について何か。
○矢守氏 さっきのお話と、あと牧先生がさっき言われ
たこととも併せて、メモリアルという言葉、この言葉
だけは３世代全部共通しているんです。ここから先は
全然英語学的には正しくないんですけど、メモリア
ルって言葉は、さっき気づいたんですけど、これ分解

すると、「メモ」と「リアル」と分かれる。
メモのところが、今日まとめていただいているよう
なグラフィックレコードとか記録です。神戸の記憶と
か記録を牧先生も言われたように、完全に忘れるとい
うことじゃなくて、横にちゃんとメモとして置いてお
いて、しかしもう一方で、若い方中心に、今、リアル
なこの場面で楽しいとか、あるいは新しいものを付け
加えられるとか、自分の思い入れを持って活動できる
ということが組み合わさないと、そのメモの部分とい
うのも、いつしか死んでいってしまうので、そういう
意味でこのメモリアルという言葉は、日本語になった
メモリアルですが、そういう意味なんだろうなと、さっ
き気づきました。これ多分グラレコに残るかなと思っ
て。残してください。お願いします。
○大山コーディネーター ここまで成果物の取りまとめ
をしてきましたけど、最終的には卜部さん、どういう
形の成果物になりそうですか。
○卜部氏 まだ分からないですが、紙媒体というのは何
らかの形で残して、こういうふうに開いたりこの場で
渡したり、さっきの新聞と一緒ですね、即効性がある
んで作ろうかなと思っています。また、インタビュー
を行ったり、ゲームも実際にこうやっているというの
が動画で見れたほうが多分伝わりやすいので、今回は
マルチメディアみたいなものもできたらいいんじゃな
いかなとは思っています。
○大山コーディネーター 今回、10年の成果の検証を経
て、今後のキーワードにつながるような発見というの
はいかがでしょうか。
○卜部氏 30年のロゴが全部並んでいるページがあった
と思うんです。これ、一番最初ってジグソーパズルの
神戸なんです。臼井先生のお話を伺っていて、ものす
ごく同じような感覚で捉えていまして、僕も木造の２
階建てで２階にいました。臼井先生は天井を階段が突
き破ったということでしたけど、僕は２階の壁が滑り
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落ちて、おやじの車の上で止まって助かった人間です。
そういう意味で、ばらばらになってしまった神戸。地
層が７層あるんです。河田先生から分科会は７つある
と聞いた。それでいろんな人間がしゃべって、これか
らやっていくんやということを聞いたのがコンセプト
なんです。だから７つの積層のジグソーパズルが、ま
さにはまろうとしているということを、これは描いて
います。
次の10年は、これは語り合いということで、そうい
う場を描いています。だから吹き出しが語ろうという
デザインになっている。
３代目はクロス。これ十字架なんですけど、そうい
う人がクロスする場で動きが出るという、牧さんがア
クションでやりたいとおっしゃったから。
だから委員の先生が、何をコンセプトとしてやりた
いかというのが非常に大事かなと思って、それをビ
ジュアルというか見て伝わるように描いていく。だか
らこれ矢印が先にちょっと出ているでしょ。これ本当
は、ここに座っていてほしかったＧＫ京都の横山愛子
さん、矢守さんの代から長年一緒にやっていっている
んですけど、今お子さんができてお休みをしているん
ですけど、彼女がデザインしてくれたんです。こう動
きが出て、新しいものを生み出すという、そういう意
味なんです。
そういう意味ではその次ですよね。じゃあ次は何を
目標に狙ってコンセプトを立てるかというのは、牧先
生の次を担っていく委員の方々が１回議論する。ヒン
トは僕、動きをやったんで、もうちょっとそれを大き
くするとか、さらに、輪が広がるとか、何か非常にビ
ジュアルチックな言い方で申し訳ないですが、そんな
んかもしれない。
でもそれは僕が思っているだけで、皆さんで決めて
いただければいいかなと思います。
○大山コーディネーター 伊藤さん、何かありますか。
今回、成果物の取りまとめ、次のキーワードにつなが

るんじゃないかというような。
○伊藤氏 こんな卜部さんが立派なお話をした後で言う
のは何ですが、私も本当に横山さんの代打というかつ
ながりで、つい最近入らせていただいて、このメモリ
アルアクションに参加しているんですけれども、こう
いう脈々と受け継がれてきたもので、今30年目でその
アクションがいろいろ出てきたよというところで、次
はそのアクションが行った先、それぞれで波及してい
く、さっき広がりって言いましたけど、波紋のように
広がるみたいなイメージとかが何となく私の頭の中で
はあるんですけれども、それも次の委員、次の40年の
委員の方々とお話をしながらビジュアライズしていく
のかなというふうに思っております。
○大山コーディネーター ありがとうございました。次
のパートへの引渡しも意識してお話しいただきまし
て、ありがとうございました。
ＧＫ京都の卜部さんと伊藤さんでした。

○大山コーディネーター さあ、次はですね、いよいよ
最終のパートです。これまでのお話を踏まえて、この
先の10年のキーワードを探ります。
関西大学社会安全学部の奥村先生、そして京都大学
防災研究所の中野先生に御登壇いただきます。よろし
くお願いします。
この先の10年、アクションの次は何なのかというこ
とでありますけれども、まずこれまでの議論を聞かれ
て、感想から伺ってまいります。
中野先生、いかがでしょうか。

○中野氏 メモリアルアクション
KOBEの感想とか、本日の感想と
いうよりは、非常に感慨深く感じ
ていました。というのは、私自身、
舞子高校環境防災科の２期生で2003年に高校に入学を
して、生徒をしていたわけですけども、そのときから、
もちろん河田先生、矢守先生、牧先生のことを存じ上
げていて、そこから20年たって、この次の10年を考え
る場に立っているということにすごい感慨深さを覚え
ましたし、ちょうど災害メモリアルのとき、2008年か
７年ぐらいだったと思うんですけども、そのときも私
はこのイベントに、大学生のときに登壇者として出し
ていただいてお話をする機会があったので、そうした
イベントに、今、委員として関わっている。そういう
メモリアルのイベントの長い歴史の一端に関わって、
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これから引き継いでいかないといけないんだなという
ことに、すごく感慨深さを持っているという感想です。
○大山コーディネーター 中野先生自体がメモリアルの
成果物みたいなもんなんです。
○中野氏 そう思っていただけるとうれしいです。
○大山コーディネーター 奥村先生、これまでのお話の
感想、いかがでしょうか。
○奥村氏 私は阪神・淡路大震災の
ときは中学２年生で、京都に住ん
でおりましたので、全くと言って
いいぐらいに、小・中学生にとっ
ては京都から神戸というのは遠いんですね。ですか
ら、我が事と思って向き合ったことは当時はなかった。
飼っていた犬がオシッコこぼしたぐらいで、特に大き
な被害はなかったんです。
けれども、2003年に人と防災未来センターが始まっ

た年に河田研究室の４年生の学生として河田先生と出
会った。私は別に防災やりたいと思って河田先生のと
ころに行ったわけではなく、友達についてきてくれと
言われたから、嫌だな、面倒くさいなと思ったけど、
嫌な友達ではなかったからついて行った。河田先生の
話を聞いて防災をやりたいとはこれっぽっちも思わな
かったんですが、河田先生の生き方、いろいろなお話
を聞いていてかっこいいなと思ったんです。それを私
はどう受け止めて、自分の生き方に反映させていこう
かなというのを考え始めたのが、今から20数年前のこ
となんですね。
今日、臼井先生のお話を聞いていて、あるいは卜部

さんのお話を聞いていて、生きるか死ぬかというよう
な大変な思いをされて、その後その思いを秘めながら
ここまで生きてこられたその熱いものに触れて、河田
先生に感じたものと同じようなものを今日は感じるこ
とができたと思っています。
この後、これからのことについて、いろいろ話があ

ると思うんですけれども、今日午前中、多くの学生さ
んたちの発表を聞いていて、その背中を見て自分たち
もまねをしたいと思っているもっと下の世代が出てき
ているというのは、私が河田先生の背中を見ながらこ
れまで数十年生きてきたのと同じようなことが、次の
世代でも起こっているんだなということを感じたとい
うのが今日の私の受け止めです。
○大山コーディネーター というわけで、いよいよこの
先10年のキーワードということで。画用紙を壇上に上
げていただきまして、そしてマジックと画用紙を皆さ
んにお渡しいたします。ここにこの先10年のキーワー

ドと思われるフレーズをお書きになって、一人一人
伺ってまいりたいと思います。その理由も併せてお話
しいただきます。
キーワードですね。メモリアル何とか何でもいいで
すし、全く別物でも構いません。あるいは、こういう
コンセプトが大事だということで、そういうワードを
挙げていただいても結構です。
10年までがメモリアル・コンファレンス・イン神戸、
20年までが災害メモリアル KOBE、そして30年までが
災害メモリアルアクション KOBE というキーワード
でありました。もう河田先生、よろしいですか。じゃ
あ河田先生からお願いします。
では、開けてください。「国際化」ですか。

○河田氏 皆様、御承知のように、気候変動で世界各国
で大きな災害が今起こり始めているんです。今まで起
こってきたところは何らかの防災対策はできるんです
けども、今まで災害が起こったことがないところで大
きな災害が起こることは考えておかないといけない。
例えばパリのセーヌ川とか、ロンドンのテムズ川とい
うのは、ここ最近あふれたことないんです。あふれた
らどうなるかと考えたら、東京とか大阪の被害の比
じゃないです。起こったことがない。しかも防災とい
うのは必ず起こってからやるという流れになっている
んで、未然に被害を少なくするということは、今まで
の歴史にないんです。これじゃあ困るわけで、今、実
は南海トラフ地震だけ心配だけど、阪神大震災の後、
みんな南海トラフ心配して何とかせないかんと思って
いるんじゃない。こんな国、日本だけだ。ほかの国は
絶対そんなこと思ってない。だから起こってからじゃ
遅いんで、阪神大震災の教訓というのは、起こったら
どうしようもないということ。だから起こる前に被害
を少なくしなきゃいけない。そうするとこのメモリア
ル・コンファレンス・イン神戸から始まった30年。こ
のほとんどの情報は日本国内に向けてしか発信してい
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ないんです。阪神大震災で世界各国からものすごく御
支援いただいているわけ。その御恩返しを実はやって
いないんです。国内だけやっている。
ですから、これから大きな災害が世界各国で起ころ
うとしているここにおいて、日本のこの姿勢を海外で
使っていただきたい。つまり、起こってからじゃ駄目
だっていう、そういうことを実行していただきたい。
皆さん、ウクライナの戦争とかイスラエルの問題と
か、そういう問題はメディアがどんどん伝えてくれる
から関心高いんだけど、地球温暖化ってもう避けられ
ないんです。もっと大きな災害が、今まで起こったこ
とのないところで起こるとなったら、阪神・淡路大震
災ぐらいの被害には収まらないんです。そこを私たち
先取りしなきゃいけない。
ですから、これからの10年というのを、この活動を
もっと世界に対して貢献するということをやっていた
だきたいと思うんです。
実は、人防では２年前から防災絵本100年計画とい
うのを始めていて、100年間で500冊の絵本を出版する。
これは、日本語だけじゃないんです。英語、フランス
語、いろんな言葉に訳して少なくとも500冊出す。こ
れで母親から子供に対する語り継ぎのようなものを普
及させたいと。そういう今、出発点になっていると僕
は思っていますので、よろしくお願いします。
○大山コーディネーター 若い世代への非常に大きな期
待。そして１つのこれはヒントです。大きなヒントを
いただきました。
では、矢守先生、お願いします。出していただきま
しょう。「君」。
○矢守氏 あなたという意味の「君」という言葉です。
これはさっきの２曲目の歌、「群青」に触発されまし
て、今の河田先生のお言葉も少しお借りしますと「君」。
皆さんにとって「君」って呼ぶ、あるいは呼びたい人っ
ていらっしゃると思うんですけど。その人が亡くなっ

たときのことを、あの歌は歌っていました。でもそれ
からでは戻ってこないので、自分にとっての「君」は
どういう人かな。それから、その人を守るために何を
しなければいけないのかなという、原点っちゃ原点な
んですけど、それをもう一回、30年目から戻って考え
たらどうかなという意味が、この「君」という言葉で
す。
ちなみに僕は10回に１回ぐらい、河田先生に「君ね」、
あのシンポジウム聞かなかったのかとか言われるんで
す。この「君」とは違う意味かもしれませんけども。
○大山コーディネーター ありがとうございました。で
は、牧先生、お願いします。
○牧氏 私は「場」。私がこの会に参加させていただい
たのは、私だけが98年に神戸で仕事を得まして、それ
からずっとこのメモリアルという活動には参加をさせ
ていただいて、この10年、自分でこの「場」を維持さ
せて、させられたいうたらおかしいけど、しないとい
けなかったんですけども。私も河田先生にお教えいた
だいたさっきの建築学会などでのお金を集めるという
のを今年１回やってみました。この「場」を維持し続
けることは年寄りにとっては大変重要な役目なんだろ
うな。アイデアというのは実は私はあんまりよく分か
らなくて。でも、この10年何とか頑張ってくると、先
ほど卜部さんがお示しになられたような大変すばらし
い人、それから気づきというのを得られましたので、
この「場」を維持していくということが大変重要なん
だろうと。中野先生は、私はここの「場」でつくられ
ましたと言いましたけど、そのうちに、今日お座りの
方があの「場」、私は、今後維持していきたいというこ
と、人ができてくるということが重要なのかなと思い
ます。
それから、ちっちゃいほうで「定番化」と書いたの
は、これを次にされる方々にこの「定番化」、これが見
つかったら大変すばらしいことで、今回は「聴く」「創
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る」「報せる」というのを見つけるのに６年かかってい
るわけです。これはその時代の流れの中で生まれてく
ることでしょうけど、こういう定番化を最後見つける
ようなことを目指した「場」を維持していくというこ
とが大変重要だと思いました。
○大山コーディネーター ありがとうございました。で
は、奥村先生お願いします。
○奥村氏 全くコーディネーターの指示に従わず、キー
ワードじゃないんですけど。まず１つ目の言葉は「時
代の壁を越えられるもの」。これは、今日臼井先生の
言葉から出てきたことです。もう一つは「花や実をつ
けさせる」と書かせていただきました。
まず１つ目のこの「時代の壁を越えられるもの」と

いうことを書いた思いを、話をさせていただきたいん
ですけれども、歌は時代を超える、そういう力がある
んだというお話をされていて、私は20数年前、河田先
生の生き方を見ててすごいな、かっこいいなと思った
んで。時代の壁を越えることができる何かを生み出せ
る人はすごいなと、自分の頭の中の言葉を今日置き換
えました。
歌だけではなく、私たち研究者がやっている知識も、

一瞬で消える知識もあれば、何十年、何百年と残る知
識もあるんです。
今日、私の研究室の学生は、研究成果として生み出

された知識を一生懸命発表してくれていましたが、高
校生の中には自分たちで一生懸命作ったゲーム、劇、
紙芝居、そして新聞記事であるとか、いろんなものを
紹介してくれていましたけれども、私の価値観を押し
つける気はさらさらないんですが、時代を超える力の
あるものを残すってかっこよくないですか。皆さんも
そういうものを残せる、何かそんな生き方ができたら、
自分の人生いいなって思ってくれる人が出てくればい
いなと思うんです。
河田先生は、阪神・淡路大震災のときに、自分がやっ

てきたことは何にも役に立たなかった、愕然としたと
おっしゃってたんです。そういうことを二度と繰り返
してはいけないと思うと、時代を超える、時代の壁を
越えられるような力のあるものをこれからどれだけ残
していけるか。そういう生き方を自分もやってみたい
と思える、別に阪神の言葉とか、神戸の言葉とか、こ
だわらないんです。たくさんの種があって、そこに水
をたくさんやれば、花や実は実るんです。
私、今、自宅でパクチー育てているんです。研究室
は南向きで暖かいので、研究室でもバクチー育ててい
るんです。実らない種もいっぱいあるんです。だけ
ど、たくさん種があると、その中から芽吹きたいと思っ
ている意識のある子たちは芽を出すんです。こんな寒
いのに。南国の植物ですよ。
そう考えると、この10年間の振り返りを自分の中で
やったときに、皆さんは種だと思うし、皆さんの周り
にも種はたくさんあると思うんですけれども、しっか
り水をやって、栄養をやって、次の10年間は、もっと
もっと花を咲かせたり、実をつけさせられるような「時
代の壁を越えられるもの」をつくれる人を生み出して
いきたいというか、私もそうなりたいし、その仲間に
なってくれる人がこの中から生まれてきてくれたらい
いな。
次の10年間、一言でというか、全然一言でしゃべれ
ないですね。まだまだ私も未熟ですので、３年、４年
ぐらい次の活動をやりながら、キーワードを探ってい
けたらいいかなと思っています。
○大山コーディネーター 中野先生、お願いします。
○中野氏 私は「コネクト、新しい阪神・淡路」と書き
ました。この「コネクト」という言葉は、実は先ほど
卜部さんがこれまでの10年の検証を２回話し合ったと
いうときの、１回目にも出てきたキーワードでもある
んです。
このメモリアルアクションのパンフレット、これも
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卜部さん、おっしゃっていましたが、十字架になって
いるんです。十字架で矢印が１つついている。
私はこの矢印を２つにするのが次の10年かなと思っ
ています。なぜかというと、これ左から右に矢印が伸
びていて、これ阪神・淡路の矢印しか伸びていないん
です。そこにもう一つの線を持ってくる、その線とい
うのはほかの地域で起きた災害かもしれないし、ほか
の地域での様々な防災に関する学びであったりもする
かもしれません。新しい何か、もう一つの要素を持っ
てきて、それを常にコネクトするということを次の10
年試みるのがいいんじゃないかと思っています。
本当は「コネクト」じゃなくて「クロスロード」に
したかったんです。ただ、「クロスロード」だと、既に
聞いたことのある、分かる人には分かる、「クロスロー
ド」という有名な防災ゲームを矢守先生が作っておら
れるので、「クロスロード」にすると何か被るなと思っ
て「コネクト」という言葉にしました。
この「コネクト」という言葉に込めたい思いはたく
さんあるんですけれども、１つは、いろんな阪神・淡
路大震災のことをこれまでやってきて、その教訓って
本当に伝わったのかなと思うような出来事って、日本

でも、そして世界でもたくさん起こってるじゃないで
すか。
それから、阪神・淡路大震災をいい契機にして、い
ろんな支援が生まれて、神戸からいろんなところに支
援に行くと、能登でもそうだし、東日本大震災の被災
者もそうだし、神戸から来てくれたんだねということ
で、すごく身近に感じてくれる、どこかでコネクトす
る場って必要だと思うんです。
そういう「コネクト」というのを、たくさんつくっ
ていくと、私は原点の阪神・淡路大震災に戻っていき
たくて。だからここに新しい阪神・淡路って書いたん
ですが、１世代目の10年とも、そして２世代、３世代
目の、それぞれ10年、10年とも違う、４世代目の阪神・
淡路大震災ってこうだったよねという、阪神・淡路大
震災のイメージ、像というのを、次の10年で改めてつ
くり出すというんですかね。
そのときには、例えば、教訓が生かされていないと
思っていたんだけど、やっぱり生かされてきた阪神・
淡路大震災だったよねと言えることもあるかもしれな
いし、いやいや、まだまだだねということになるかも
しれない。それは分からないんですけども、そういっ
た10年をぜひここにいる皆さんも含めて、一緒につ
くっていけたらいいかなと思っています。
○大山コーディネーター 奥村先生、この先の10年、ど
のように進めていくというか、あまり奥歯にものが挟
まっているような言い方になりますけれども、抱負を
お願いします。
○奥村氏 キーワードは定まらないんですけど、中野先
生とこうできたらいいよねみたいなことに関しては結
構重複しているところもあって。ですので御賛同いた
だける方々のそれこそ花を咲かせたり実をつけさせよ
うと思ったらいろんな栄養やらないかんし、２種類だ
けでは大したもの育たないと思うんです。
ですから、私は河田先生と矢守先生に御指導いただ
きながら、学生時代勉強してきたんですけれども、あ
まりにも偉大な恩師に御指導いただいた分、自分の力
のなさというのもすごく痛感していて、それを補って
くれるものというのは仲間だと思っているので、私の
未熟さであったり、中野先生は立派な方ですけど、い
ろんな皆さんの知恵と、それとさっき実をつけるとか
花をつけるって話しましたけれども、ここに高校生と
か大学生の方がいると思うんですけど、別に高校生や
大学生である間に花咲かせなくたっていいんですよ。
この災害メモリアルアクションのここでの参加した経
験を踏まえて、その後社会人になって、どこかで実つ
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けてくれるかもしれないんです。
そのきっかけを、この学生生活の間でやっていらっ

しゃるし、私もまだそんな大した幹になっていないん
です。これからちゃんと花をつけていけるような人間
になっていかないかんなと思っているんですけれど
も、そういう「場」をここで次の10年間、もっと広げ
ていけるように、「Expand」という言葉をちょっと実
は英語では考えていたんですけれども、もっと広げて
いかないかんと。でなければ、美しいものにはならな
いんだろうなと思いますし、次の世代の皆さんとかに、
私が今日感じた、あるいはこれまで感じてきたような、
自分もこう生きたいなと思える目標を与えられるよう
な「場」を、この神戸は残していかないといけないん
じゃないかなと思っています。
○大山コーディネーター 中野先生、最後、一言、今後
10年に向けての抱負をお願いします。
○中野氏 非常に重たいバトンではありますけども、
しっかり頑張っていきたいと思います。
○大山コーディネーター 奥村先生と中野先生、どうも
ありがとうございました。
そして、長きにわたりまして御登壇いただきました

河田先生、矢守先生、牧先生、本当にありがとうござ
いました。
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災害メモリアルアクションKOBE2025のことば
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プログラム

阪神・淡路大震災30 年

伝える大震災、つながる防災

2025

参加無料
当日先着順

（事前申込不要）

活動報告会

2025.1.11 
10:00→16:15

日時

阪神・淡路大震災記念

人と防災未来センター
会場

SAT

のことばKOBE

　これまで私たちは「阪神・淡路大震災」を経験した世代が教訓と提言を

まとめた「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」、そしてその教訓を次世

代に伝えるために「災害メモリアルKOBE」 を実践してきました。

　2016年からの10年は当時大人だった世代が少なくなるさらに次の

10年を見据えて、今後使える方法やしくみを試行錯誤し、発見し、つくる

10年とし、「KOBEのことば」をキーワードに「災害メモリアルアクション

KOBE」 という取組みを行ってきました。

　「KOBE」とは、阪神・淡路大震災の被災地域全体と、災害の影響を受け

たひと、そして災害後まちのために活動したひと、すべてを表現しています。

　阪神・淡路大震災から30年、大震災を直接経験していない若い世代の

人たちが、災害を経験した人々へのインタビュー、アンケート、交流事業な

どの活動を通じて、次世代に伝えるべき「KOBEのことば」を紡ぎ、活かし、

拡げます。「過去・いま・未来」を見据え、世代を超えて活動する、最先端の

アクションです。

 ： 
 ：
 ：
 ： 

主　催
共　催
企　画
後　援

人と防災未来センター、京都大学防災研究所
京都大学防災研究所 自然災害研究協議会近畿地区部会
災害メモリアルアクションKOBE企画委員会
兵庫県教育委員会/神戸市/神戸市教育委員会/朝日新聞神戸総局/読売新聞
神戸総局/毎日新聞神戸支局/産経新聞神戸総局/神戸新聞社/ＮＨＫ神戸放
送局/ラジオ関西/神戸学院大学/明石工業高等専門学校/関西大学社会安全
学部/兵庫県立舞子高等学校/兵庫県立大学/兵庫県立尼崎小田高等学校
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活動発表

合唱

国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°（明石高専防災団）

D-PRO135°開発チームは、昨年度より制作を進め
てきた「災害版人狼ゲーム だうでぃ」および未就学
児を対象とした避難バッグ「つめつめ」の開発・展開
に取り組んでいます。今後は、継続的なプレイと実
際の教育効果に焦点を当てて活動していきます。

開発チーム

地域連携チーム
D-PRO135°地域連携チームは、前年までの経験を
もとに新たな挑戦として、幼稚園児を対象とした防
災講義や、働く世代に向けた活動など、日々防災の
広め方を模索しています。防災寺子屋といった小中
学校への出前講義のような新たな活動を作ります。

兵庫県立舞子高等学校 

今年度は、先生方への被災体験インタビューや、
防災読本の配布・紙面改良、避難所運営マニュア
ルの作成に取り組みました。被災者・未災者問わ
ず、皆さんの思いに真摯に向き合い、私たちが得
た気づきをできるだけ多くの人へ広めていけるよ
う、頑張ります。

滋賀県立彦根東高等学校 新聞部

「福島をつなぐ」と題し東日本大震災復興支援の
連載をはじめて１３年になります。本年度は能登
半島地震にスポットを当て災害復興特集号を作
成しました。石川県金沢市を中心に現地取材を
行って復興の課題について考えたり、現地高校生
との交流等を行いました。 関西大学 社会安全学部 奥村研究室

阪神・淡路大震災では、大きな精神的ストレスと劣
悪な生活環境により命が失われることが、初めて
「災害関連死」として広く社会に認知されました。
私たちは、その後も繰り返される関連死の実態を
分析し、当時の教訓がどのように生かされている
のかを検証しています。

兵庫県立大学 学生災害復興支援団体LAN

兵庫県立大学学生災害復興支援団体LANは、東
日本大震災を契機に結成され、被災地復興支援
や防災活動などに取り組んできました。今年度は、
福島や能登でボランティア活動や交流活動を
行っています。

兵庫県立尼崎小田高等学校 

災害が発生した時に学校が『HUB』となり、地域コ
ミュニティが協力でき、「助けて」と言える関係を、
平素から構築していくための取り組みをはじめて
９年。災害時要配慮者の支援に高校生ができるこ
と、防災・減災文化を地域社会に根付かせる取り
組みを報告します。

アクション参加チーム紹介

神戸学院大学 現代社会学部

安富ゼミ

クローズアップ社会研究会
私たちは、身の回りで起こっている社会・時事問題につい
て研究をしています。今回は「選挙と防災」を研究テーマ
とし、学生や教授に調査を行うことで、候補者視点・投票
者視点のギャップについて研究していきます！研究したこ
とは、これから新聞という形でまとめ、発行していきます！

ゼミでは地震や水害の被災地を訪れ、実際に現場を見
て災害情報や復興について考えることをモットーにし
ており、今年度は1月1日に震度７の大地震に見舞わ
れた能登半島を２度訪れ、ボランティア活動を実施。
初期対応などの危機管理、復旧・復興について考えた。

第1部：災害メモリアルアクションKOBE２０２５  活動報告会

活動発表
① 兵庫県立舞子高等学校 
② 滋賀県立彦根東高等学校
③ 兵庫県立尼崎小田高等学校
④ TEAM-3A
⑤ 国立明石工業高等専門学校D-PRO135°（明石高専防災団）開発チーム
⑥ 国立明石工業高等専門学校D-PRO135°（明石高専防災団）地域連携チーム　
⑦ 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
⑧ 神戸学院大学 クローズアップ社会研究会
⑨ 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
⑩ 兵庫県立大学 学生災害復興支援団体LAN

発表

10：05

災害メモリアルアクションKOBE 企画委員会顧問　人と防災未来センター長　河田 惠昭

講評・閉会挨拶12：55

プログラム

神戸親和大学 准教授　臼井 真　　　兵庫県立舞子高等学校教員、生徒

震災３０年スペシャル座談会　～臼井先生、その生徒、その生徒の生徒～14：00

指揮 ： 神戸親和大学 准教授　臼井 真　　　演奏 ： 長田区合唱団　　

記念ミニコンサート　（「しあわせ運べるように」ほか） 14：30

コーディネーター
NHK大阪放送局チーフ・アナウンサー　大山 武人

パネリスト
人と防災未来センター長　河田 惠昭
京都大学防災研究所 教授　矢守 克也
京都大学防災研究所 教授  牧 紀男　
災害メモリアルアクションKOBE企画委員会 委員

グラフィックファシリテーター
大阪防災プロジェクト共同代表　多田 裕亮／山越 香恋

阪神・淡路大震災を経験した世代による「メモリアル・コン
ファレンス・イン神戸」（～２００５年）、その教訓を次世代
に伝えるための「災害メモリアルＫＯＢＥ」（～２０１５年）か
らバトンを引き継いだ「災害メモリアルアクションＫＯＢ
Ｅ」（２０１６年～）。その位置づけや意義を共有するととも
に、この１０年で参加した若い世代の変化やプロジェクト
の成果、さらにこの先の１０年を見据えた、「アクション」
の次のキーワードは何なのか？語り合います。

特別シンポジウム　「これまでの３０年とこれから～“アクション”の次は？～」14：45

第2部：災害メモリアルアクションKOBE　阪神・淡路大震災30年　特別企画

13：00 昼休憩

※敬称略

コーディネーター
京都大学防災研究所 教授　牧 紀男
人と防災未来センター研究部 研究員　餅原 秀希

パネリスト
兵庫県立舞子高等学校／滋賀県立彦根東高等学校／TEAM-3A
国立明石工業高等専門学校D-PRO135°（明石高専防災団）
神戸学院大学 クローズアップ社会研究会　 以上５団体代表　

グラフィックファシリテーター
大阪防災プロジェクト共同代表　多田 裕亮／山越 香恋

災害メモリアルアクションKOBEの10年の活動では震
災21-30年という超長期の震災経験の継承・語り継ぎ
のあり方について考えてきました。活動の中から様々な
新しい試み（「新芽」）が生まれてきました。最後の数年
間考えてきた、聴く・創る・報せるという観点から、災害
が頻発し、南海トラフ地震の発生が懸念される中で、災
害の経験を「伝える」こと、さらに被害を減らすための
対策へとつなげる方法について参加団体の学生ととも
に考えたいと思います。

12：05 パネルディスカッション
「伝える」ことから生み出した「新芽」～聴く、創る、報せるという観点から～

災害メモリアルアクションKOBE 企画委員会委員長　京都大学防災研究所 教授　牧 紀男

開会挨拶10：00

ＴＥＡＭ-３Ａは２０２２年５月にスタートして今年度
が３年目。現在は現役高校生と卒業生の学生・社
会人、さらに今年度から中学生も参加した幅広い
年代のユースチームとして「いつでも・どこでも・
だれでも楽しくぼうさい」をテーマに活動を展開し
ています。

TEAM-3A チーム  トリプルエース

長田区合唱団

長田区合唱団では区民のみなさまに合唱を通じ
て元気を届けようと12年前に長田区役所職員が
集まり、西市民病院でのロビーコンサートや身近
な場所で歌っていました。今回は有志十数名で
「しあわせ運べるように」と福島から生まれた合唱
曲「群青」を披露します。

座談会・指揮
臼井真（神戸親和大学准教授）

1960年、兵庫県神戸市生まれ。神戸市内の小学
校で音楽専科教諭を務める。1995年、阪神・淡路
大震災で東灘区の自宅が全壊。震災から約２週
間後、「しあわせ運べるように」を作詞・作曲。独
自の音楽指導で知られ、小学生のための自作の
オリジナル曲を400曲以上作詞・作曲している。
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活動発表

合唱
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ルの作成に取り組みました。被災者・未災者問わ
ず、皆さんの思いに真摯に向き合い、私たちが得
た気づきをできるだけ多くの人へ広めていけるよ
う、頑張ります。

滋賀県立彦根東高等学校 新聞部

「福島をつなぐ」と題し東日本大震災復興支援の
連載をはじめて１３年になります。本年度は能登
半島地震にスポットを当て災害復興特集号を作
成しました。石川県金沢市を中心に現地取材を
行って復興の課題について考えたり、現地高校生
との交流等を行いました。 関西大学 社会安全学部 奥村研究室

阪神・淡路大震災では、大きな精神的ストレスと劣
悪な生活環境により命が失われることが、初めて
「災害関連死」として広く社会に認知されました。
私たちは、その後も繰り返される関連死の実態を
分析し、当時の教訓がどのように生かされている
のかを検証しています。

兵庫県立大学 学生災害復興支援団体LAN

兵庫県立大学学生災害復興支援団体LANは、東
日本大震災を契機に結成され、被災地復興支援
や防災活動などに取り組んできました。今年度は、
福島や能登でボランティア活動や交流活動を
行っています。

兵庫県立尼崎小田高等学校 

災害が発生した時に学校が『HUB』となり、地域コ
ミュニティが協力でき、「助けて」と言える関係を、
平素から構築していくための取り組みをはじめて
９年。災害時要配慮者の支援に高校生ができるこ
と、防災・減災文化を地域社会に根付かせる取り
組みを報告します。

アクション参加チーム紹介

神戸学院大学 現代社会学部

安富ゼミ

クローズアップ社会研究会
私たちは、身の回りで起こっている社会・時事問題につい
て研究をしています。今回は「選挙と防災」を研究テーマ
とし、学生や教授に調査を行うことで、候補者視点・投票
者視点のギャップについて研究していきます！研究したこ
とは、これから新聞という形でまとめ、発行していきます！

ゼミでは地震や水害の被災地を訪れ、実際に現場を見
て災害情報や復興について考えることをモットーにし
ており、今年度は1月1日に震度７の大地震に見舞わ
れた能登半島を２度訪れ、ボランティア活動を実施。
初期対応などの危機管理、復旧・復興について考えた。

第1部：災害メモリアルアクションKOBE２０２５  活動報告会
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10：05

災害メモリアルアクションKOBE 企画委員会顧問　人と防災未来センター長　河田 惠昭

講評・閉会挨拶12：55

プログラム

神戸親和大学 准教授　臼井 真　　　兵庫県立舞子高等学校教員、生徒

震災３０年スペシャル座談会　～臼井先生、その生徒、その生徒の生徒～14：00

指揮 ： 神戸親和大学 准教授　臼井 真　　　演奏 ： 長田区合唱団　　
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阪神・淡路大震災を経験した世代による「メモリアル・コン
ファレンス・イン神戸」（～２００５年）、その教訓を次世代
に伝えるための「災害メモリアルＫＯＢＥ」（～２０１５年）か
らバトンを引き継いだ「災害メモリアルアクションＫＯＢ
Ｅ」（２０１６年～）。その位置づけや意義を共有するととも
に、この１０年で参加した若い世代の変化やプロジェクト
の成果、さらにこの先の１０年を見据えた、「アクション」
の次のキーワードは何なのか？語り合います。

特別シンポジウム　「これまでの３０年とこれから～“アクション”の次は？～」14：45
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災21-30年という超長期の震災経験の継承・語り継ぎ
のあり方について考えてきました。活動の中から様々な
新しい試み（「新芽」）が生まれてきました。最後の数年
間考えてきた、聴く・創る・報せるという観点から、災害
が頻発し、南海トラフ地震の発生が懸念される中で、災
害の経験を「伝える」こと、さらに被害を減らすための
対策へとつなげる方法について参加団体の学生ととも
に考えたいと思います。

12：05 パネルディスカッション
「伝える」ことから生み出した「新芽」～聴く、創る、報せるという観点から～

災害メモリアルアクションKOBE 企画委員会委員長　京都大学防災研究所 教授　牧 紀男

開会挨拶10：00

ＴＥＡＭ-３Ａは２０２２年５月にスタートして今年度
が３年目。現在は現役高校生と卒業生の学生・社
会人、さらに今年度から中学生も参加した幅広い
年代のユースチームとして「いつでも・どこでも・
だれでも楽しくぼうさい」をテーマに活動を展開し
ています。

TEAM-3A チーム  トリプルエース

長田区合唱団

長田区合唱団では区民のみなさまに合唱を通じ
て元気を届けようと12年前に長田区役所職員が
集まり、西市民病院でのロビーコンサートや身近
な場所で歌っていました。今回は有志十数名で
「しあわせ運べるように」と福島から生まれた合唱
曲「群青」を披露します。

座談会・指揮
臼井真（神戸親和大学准教授）

1960年、兵庫県神戸市生まれ。神戸市内の小学
校で音楽専科教諭を務める。1995年、阪神・淡路
大震災で東灘区の自宅が全壊。震災から約２週
間後、「しあわせ運べるように」を作詞・作曲。独
自の音楽指導で知られ、小学生のための自作の
オリジナル曲を400曲以上作詞・作曲している。
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災害メモリアルアクションKOBE企画委員会名簿
※2024年４月１日現在

役 職 氏 名 所 属
委 員 長 牧 紀男 京都大学 防災研究所 社会防災研究部門

委 員

伊藤亜都子 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科

伊藤奈緒子 株式会社ＧＫ京都 第２デザイン部

浦川 豪 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科

卜部 兼慎 ＮＰＯ法人防災デザイン研究会
株式会社ＧＫ京都 第１デザイン部

太田 敏一 防災リテラシー研究所

大塚 毅彦 国立明石工業高等専門学校

大山 武人 ＮＨＫ大阪放送局

奥村与志弘 関西大学 社会安全学部

鈴木あかね 兵庫県立舞子高等学校

高橋 徹 ＮＰＯ法人 TEAM・あげあげ

中野 元太 京都大学 防災研究所

西口 正史 ラジオ関西 編成営業局

福岡 龍史 株式会社エフエム・プランニング

福田 秀志 兵庫県立尼崎小田高等学校

本塚 智貴 国立明石工業高等専門学校

安富 信 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科

サポーター

甲斐聡一朗 兵庫県災害医療センター

越山 健治 関西大学 社会安全学部、人と防災未来センター上級研究員

近藤 誠司 関西大学 社会安全学部

諏訪 清二 防災学習アドバイザー・コラボレーター

松元 正博 ＮＰＯ法人 人・家・街 安全支援機構

宮本 匠 大阪大学大学院 人間科学研究科

矢守 克也 京都大学 防災研究所

高森 順子 情報科学芸術大学院大学、阪神大震災を記録しつづける会

顧 問
河田 惠昭 人と防災未来センター長、関西大学社会安全学部特別任命教授

土岐 憲三 立命館大学衣笠総合研究機構 歴史都市防災研究所（特別研究フェロー）

林 春男 京都大学名誉教授

事 務 局

高見 隆 人と防災未来センター副センター長兼研究部長

島田三津起 事業部長

横山 淳 事業部普及課長

足立 耕三 事業部普及課課長補佐（事務主担当）

餅原 秀希 研究部研究員（研究員主担当）
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災害メモリアルアクションKOBE2025参加学生名簿
※順不同

グループ名 氏 名 所 属

兵庫県立舞子高等学校

細谷 悠彬 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
勝部 太智 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
田中千恵美 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
阪上 菜穂 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
森本みなみ 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
岸 宥里 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
鎌野 萌生 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
浅井 颯人 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
田村 洸太 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
内林小都泉 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
長谷川虎粋 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
高橋 人逢 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
関 歩飛 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
西口 知華 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科
一柳 春香 兵庫県立舞子高等学校 環境防災科

滋賀県立彦根東高等学校 小谷 優介 滋賀県立彦根東高等学校 新聞部
北川 空虎 滋賀県立彦根東高等学校 新聞部

兵庫県立尼崎小田高等学校

中塚 莉子 兵庫県立尼崎小田高等学校 看護医療・健康類型
喜納 歩菜 兵庫県立尼崎小田高等学校 看護医療・健康類型
大竹 咲綾 兵庫県立尼崎小田高等学校 看護医療・健康類型
荒木 楓 兵庫県立尼崎小田高等学校 看護医療・健康類型

TEAM-3A

濱田 桃花 社会人
平川 莉子 兵庫教育大学
松岡 友菜 明石南高校
奥田 彩世 野々池中学校

国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°(明石高専防災団）

開発チーム

西田美野里 国立明石工業高等専門学校
北原 加菜 国立明石工業高等専門学校
蒲地 渉太 国立明石工業高等専門学校
村川 咲良 国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校
D-PRO135°(明石高専防災団）

地域連携チーム

久保田千晴 国立明石工業高等専門学校
佐藤日向子 国立明石工業高等専門学校
西浦 航生 国立明石工業高等専門学校
川木 惺真 国立明石工業高等専門学校
森 千晶 国立明石工業高等専門学校

神戸学院大学 現代社会学部
社会防災学科 安富ゼミ

中井 亜胡 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
東 美穏 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
植村 佳奈 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
宮本 優斗 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
安富 大貴 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
加賀山 潤 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
北添 凌駕 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
大角 悠真 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
福本 颯多 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
大塚 陽仁 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ
岡崎 陸央 神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 安富ゼミ

神戸学院大学
クローズアップ社会研究会

小林 春菜 神戸学院大学 現代社会学部 現代社会学科
名越健一郎 神戸学院大学 現代社会学部 現代社会学科
加賀山 潤 神戸学院大学 現代社会学部 現代社会学科
西山 潤 神戸学院大学 現代社会学部 現代社会学科
藤原 勝利 神戸学院大学 現代社会学部 現代社会学科
菅 桐吾 神戸学院大学 現代社会学部 現代社会学科

関西大学 社会安全学部
奥村研究室

飯田 茉夏 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
山形 啓太 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
松本 汰寛 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
保田 香音 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
齋藤 圭悟 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
石田 莉子 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
木俣 青波 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
久世真侑子 関西大学 社会安全学部 奥村研究室
山﨑 健司 関西大学大学院 社会安全研究科

兵庫県立大学

北川 凌雅 兵庫県立大学 学生災害復興支援団体 LAN
芦田 悠真 兵庫県立大学 学生災害復興支援団体 LAN
島田 都羽 兵庫県立大学 学生災害復興支援団体 LAN
乾 瑠翔 兵庫県立大学
品川 萌夏 兵庫県立大学
堀田 綾音 兵庫県立大学
吉岡 美陽 兵庫県立大学
赤畑 実鈴 兵庫県立大学
田中 晶貴 兵庫県立大学
森本 樹 兵庫県立大学
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